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「ふぅ……寒い寒い」

　時刻は二三時過ぎ。

　書店でのバイトを終え、いつものように愛あい羅らを自宅に送り届けた龍りよう馬まは冬の寒さを我慢しながら帰路を辿たどっていた。

『ブーブー』

　そんな時、ポケットに入れていたマナーモードのスマホが一定のリズムで振動を始める。電話が切れないようそのスマホをすぐに手に取れば──、

「愛羅？」

　この二文字が浮かんでいた。

　さっき送り届けてから数分後の着信。疑問に思いながらすぐ通話ボタンを押し、スマホを耳に当てるとあの元気な声が聞こえてくるのだ。

『あ、もしもしりょーまセンパイ？　今って時間空いてる？』

「さっき別れたばかりなんだから空いてるよ」

『にしし、それもそっか。つってね』

　あいかわらず変な笑い声に独特のつけ加えをする愛羅。

「それで愛羅の用件は？　メールじゃなくて電話だから急用なんだと思うけど」

『うんうん。用件は三つあってね。ウチに着いてからいろいろあってこんなに出てきたわけなんだけど』

「多いなぁ……」

『多いとか思っても言っちゃダメでしょ。マ、りょーまセンパイのためにすぐ本題に移るからさ』

　その言葉通り、楽しそうな声を出す愛羅はすぐに本題を話し始める。

『まず一つ目、これがメインではあるんだけどお兄ちゃん契約を更新するって事前予約』

「え……？　更新!?」

『逆になんでそんなに驚いてるわけ？　アーシを楽しませてくれてるんだから当然じゃん。むしろこの契約なくなるのアーシ嫌だし、りょーまセンパイとこんな風にやり取りできなくなるのも嫌だし、不満もないし』

　語尾、『し』の連続である。愛羅の性格上、この一文字が続けば続くだけ引く気がないことはわかる。そのためにひとまず穏便に済ます方向を選ぶ龍馬である。

「えっと、とりあえず内容はわかったよ。その件は特に重要だから次会った時にまた相談する形でもいい？」

　事前予約と言った理由はまだ一ヶ月間の契約が切れていないから。その契約が終わる前にもう一度契約をしたいとの内容。愛羅の本気度は自然とこちらまで伝わってくる。

『わかった。じゃあそれでお願いしよっと』

「それで二つ目は？」

『二つ目は申し訳ない連絡なんだけど、アーシ、りょーまセンパイにクリスマスデートいこーって誘ってたじゃん？　覚えてる？』

「ちゃんと覚えてるよ。二五日の夕方からって話だったけど……って、まさか？」

『うん……。その日のデートいけなくなっちゃったんだよね。ホントごめんなんだけどさ』

「もしかして気になる男子からデートに誘われた？」

『なわけないじゃん！　そもそもクリスマスデートはりょーまセンパイとしかいく気ないし、その理由なら契約更新しないって』

「そ、そっか」

　申し訳なさそうな声色から一気に真剣な声色に変える愛羅。その変化と今のセリフに驚く。

『パスする理由なんだけど、クリスマスにパパとママが帰ってくるって連絡を今さっき受けたからなんだよね。二人には久しぶりに会うから、娘らしくそっちに時間使ったげよーって思って。もしかしたら数日間旅行いったりするかもって話もあってさ』

「なるほど。その理由ならそっちを優先してあげて。家族団だん欒らんの方が俺も大事だと思うよ」

『な、なんかそこで優しくされると困るんだけど……。りょーまセンパイをクリぼっちにさせちゃったのアーシじゃん』

「いやぁ、その責任はもちろん取ってもらうよ。どこかで埋め合わせしてもらうってことで」

『にしし、もしかしなくてもりょーまセンパイってアーシとのデート楽しみにしてた？』

「別にー」

『またまた強がっちゃって！』

　この返しを聞けば嬉うれしそうに語尾を跳ねさせる愛羅だ。埋め合わせをすれば予定はズレてしまうものの会う回数が減ることはない。喜ぶのは当然のことだろう。

『それで三つ目になるんだけど、これはりょーまセンパイにも朗報！』

「お？」

『その埋め合わせ、実はアーシも考えててね。アーシとクリスマスデートできない代わりに初詣デートしよっ？　ってのはどう？』

「初詣かぁ。それはまたいいイベントだね」

『うんっ！　じゃあ絶対いこいこ！　ってか、りょーまセンパイに拒否権はなかったけどね。だってアーシと契約更新するんだし』

「うっわ、今全部繋つながったよ。その言い分を作るために契約更新を最初に出したんだ？」

『にしし、正解』

　本当に賢い愛羅だ。有利に立ち回れる方法を前もって計算していたのだろう、龍馬に逃げ道を与えない選択を取っている。

『でも、このくらいは許してよね？　アーシ自身、りょーまセンパイとクリスマスデートいきたくなかったわけじゃないんだし』

「愛羅の方がクリスマス楽しみにしてたとか？」

『ハー!?　りょーまセンパイの方が楽しみにしてたし、絶対！』

「あははっ、ごめんごめん」

『マ、いいけどさ。じゃあ次はそんな感じでお願い！　アーシの着物姿見てビビっていいかんね？　つってねー』

「大層な自信で」

　ニンマリとした表情を浮かべているだろう愛羅に、龍馬も軽口を返す。

『だってアーシ可愛かわいいし？』

「はいはい可愛い可愛い。褒めてほしいオーラ出さなくてもわかるから」

『にしし、あんがとね。それじゃあ用件はこれで終わり。旅行とかいったらりょーまセンパイに会う日少なくなるからさ、近々アーシと寝落ち通話とかしよね』
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「最後の最後まで甘えてくるなぁ」

『ごめんごめん。それじゃあ今日もお疲れさまりょーまセンパイ、初詣デートよろしくっ』

「うん、了解。それじゃあまたね愛羅。寒い日続いてるから風邪引かないようにね」

『ういうい！　りょーまセンパイもね』

　この会話後に通話は切れる。寒空の下、スマホの電源を切ってポケットに入れる龍馬はクスッと笑みを溢こぼしながら歩みを進める。

「愛羅も随分と元気になってくれたようでよかったな……」

　龍馬は今もなお愛羅からの契約金に手をつけてはいない。悪く言うならタダ働きをしているようなものだが、仲の良い友達として接している分、そんなことは思ったりしていなかった。

　お節介な龍馬にとっては愛羅がより良い環境にいてくれることが嬉しかったのだ。

「さてと、嬉しい気持ちになったところで早く帰ろう」

　そうして、白い息を吐きながら一歩一歩自宅に向けて一本道を歩いていく。そんな時、イレギュラーなことが起きてしまう。

「ふぅ、それにしても本当に寒くなったよなぁ……」

「うぅ……」

「ッ!?」

　独り言を漏らした瞬間、唸うなるような返答が聞こえてきたのだ。予想だにしない出来事に思わず立ち止まる龍馬は目を見開く。視線を向けた先は返事の声源。電柱の側面……龍馬から見てちょうど死角になっている箇所。

「お、おーい？」

　確認のため、もう一声をかければ確信が生まれる。

「んー」

「……！」

　返事をしたのは人間……。そこに誰かが潜んでいると……。龍馬は警戒するように目を細めて口元をキツく締める。一歩を踏み出すわけではなく、足音を立てないようにゆっくりと後ずさりをする。

　夜も遅く不審者が出没しても不思議ではない時間帯。第一に浮かぶ可能性はこれ。

　安全のために別のルートから帰ろうと、当たり前の行動に移そうとした途端、今度はありえない光景を目に入れてしまう。

「うおッ!?」

　電柱からもの凄すごい勢いで飛び出してきた長い脚を。地面にふくらはぎがつくその光景を……。
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　龍りよう馬まはその現場から逃げなかった。いや、正確に言えば逃げることができなかった。いきなり脚が飛び出してくる衝撃的な現場を目撃すれば誰だってこうなってしまうだろう。

　その場で硬直していればさらに聞こえてくるのだ。

「ふぇ～」

「…………」

　明らかに腑ふ抜ぬけたような、ふにゃふにゃな声が。

　よくよく聞いてみればどこか助けを求めているような気がしないでもない……なんて感じる。

　極力かかわらない方が身のためだとはわかっているものの、一体どのような状態なのか確認したくなるのがお節介な龍馬の特徴。

　相手は地面に座っているような状態で、さらにはヒール靴を履いている。声からも女性であることは間違いない。

　声をかけて襲われたとしても逃げることができる。安全の確保ができるという判断もあり、龍馬の背中は押される。

　足音を潜めながら恐る恐る一歩、また一歩と足を進める。そうして、電柱の前に辿たどり着いた龍馬は奥を覗のぞき込むようにして全貌を捉えるのだ。

「なっ!?」

　その電柱に力なく体を預けてぐったりしているモデルのような美しい女性を。清せい楚そな雰囲気をまとい、目を奪われてしまうほど綺き麗れいな女性を。

　首にはチェック柄のストールが巻かれ、その下にはホワイトのトップス。下はレンガ色のプリーツスカートを穿いているが、あろうことか太ももまで捲まくれており、白い肌を大胆に露出させてしまっている。

　扇情的な細く長い脚が露出したその隣には数十万円はするだろうブランドの手提げバッグが地面に転がっていた。

「えっと……大丈夫ですか？」

「……」

「あのー？」

「…………」

　龍馬は返答を求めるように声をかけるが、反応には波がある。女性の顔には赤みがあり、さらにはお酒の匂いまで。泥酔状態に陥っていると判断することは簡単。

「と、とりあえずごめんなさい。こっちの方……戻しますね……。すみません……」

　地面に座り込んでしまうほどお酒に呑のまれた相手にどんな言いがかりをされるのかはわからない。

　それでもスカートが捲れたままでいられるのはなにかと問題がある。スカートの端っこだけを視界の隅に入れて、捲りを戻す龍馬だ。

「ふあ……ありが、とお……」

「いえ、気にしないでください……」

　普段は真面目な女性なのか、泥酔していてもしっかりお礼を言ってくれる。とろんとした瑠る璃り色いろの瞳で見つめてくるのだ。顔を見合わせればより端整な容姿が龍馬の目に映った。

「あの、水とか大丈夫ですか？」

「う～ん？　ほし……い」

「わかりました。すぐそこに自動販売機があるので買ってきますね」

　酔い覚ましには水が良いとの知識を持っている成人の龍馬はポケットから財布を取り出し、五〇メートル先にあるだろう自動販売機に向かい、一一〇円を入れて天然水を購入する。

　一瞬、『躊躇ためらい』の感情が出たのは仕方ないだろう。

　あの女性とは初対面。そんな見ず知らずの相手にお金を出せるほど龍馬に金銭の余裕はない。学費のためにも、カヤの負担を減らすためにも一円でも多く貯金をしたいのだ……が、すぐに行動に移せたのは良心があったから。購入ボタンを押し、取り出し口に落ちた天然水を手に持つ龍馬は走って女性の下もとに戻る。

「どうぞ。お水です」

「ん、あなたはいい人だね～」

「あ、あはは……」

　キャップを開けて龍馬がペットボトルを渡すと、この女性はおぼつかない両手で持って喉に水を流し込んでいく。三分の一ほどを飲んだ女性は満足したようにゆっくりと口からペットボトルを離して──

「あげるー」

「……どうも」

　そのまま飲みかけのペットボトルを渡してくる。仮に、ここで龍馬が飲み口に口をつけても目の前の女性はなんとも思わないだろう。そう判断できるほどお酒にやられている。

　見た目はキリッとしてそうなのに……なんて感想を抱きながらキャップを閉めた龍馬は地面に転がったバッグを拾い、女性に一声をかけて飲み水を入れるのだ。

「えっと、それでお姉さんのお名前はなんというんです？」

「名前……は、かみしろ、はづき」

「葉は月づきさんですね？　お家の方はどちらに？」

　その問いかけに目を少し開いて顔を上げた葉月は、場所を示すように人差し指を伸ばすのだ。周辺の人間なら誰もが知る、数キロ先のマンションに向けて。

「ん……、あそこ……」

「えっ!?　あ、あのタワーマンションですか？　あの五一階建ての……」

「そう……」

「本当ですか？　あそこで本当に合ってます……？」

　葉月は酔っているのだ。ブランド物のバッグを持っていても、それらしい服装をしていても、記憶が混乱しているだけの可能性はある。

　それだけでなく五一階という階層でわかる通り、この近所で一番有名なタワーマンションがあそこなのだ。値の張る住居としても。

　見た目からしても葉月は若い。見たところ二〇代前半から半ば。普通に考えてその年齢で住めるような場所ではない。

「これが、証拠。……あげる」

「えっ？」

　葉月はバッグを拾うと側面側のボタンを開けて手渡ししようとしてくるのだ、ゴールドに輝くカードを。そのカードには Keycard の刻印がされている。実際にそれがマンションの鍵なのか龍馬にはわからないが、出されたカードを信じないわけにはいかない。
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「って、それはいらないですから早くしまってください」

「はぁい」

　こんなやり取りをするのはもう夜中。一人ではどうしようもない状況が続く。一応自宅を聞き出せたことで龍馬ができることはタクシーを呼ぶ以外にないだろう。

「葉月さん、今から自分がタクシー呼びますのでそれでちゃんと帰ってくださいね」

「んー」

　見た目はキャリアウーマン。しかし、お酒のせいで中身が幼稚園児化してしまったような葉月。

　そのギャップは悪いとは言い難がたいが、早く元に戻ってほしいというのが本音である。龍馬はスマホを取り出し、最寄りの月の丸タクシーの電話番号を調べてすぐにコールする。

『はい、お電話ありがとうございます。こちら月の丸タクシーです』

「すみません。今からタクシーを呼びたいんですけど……一つお尋ねがありまして」

『お尋ねでしょうか？』

「はい。そちらの会社では女性ドライバーの方を指名することはできますか……ね？」

『女性ドライバーでしょうか？　申し訳ございませんが理由をお伺いしてもよろしいでしょうか』

「あの……お酒に酔った女性を送りたくて……ですね」

　今回、龍馬は見ず知らずの女性、それも泥酔した葉月にタクシーを手配するわけである。抵抗が難しいだろう葉月に男性のドライバーを手配するのは、あまりオススメできることではないだろう。同性のドライバーである方が葉月も安心するはずである。この理由で断られたのなら別のタクシー会社に電話をかけるつもりでいた──が、その考えは杞き憂ゆうに終わる。

『ご事情把握いたしました。そういうことでしたら可能でございます』

「あっ、そうですか。ありがとうございます。では手配の方をお願いします」

『かしこまりました。それではお名前とご住所、ご連絡先をよろしいでしょうか』

「名前は斯し波ば龍馬です。ここの住所は……すみません、すぐ調べます」

　そうして、受付対応者との手続きを済ます。

『それでは女性ドライバーをそちらに向かわせます。お時間一五分少々いただきます』

「わかりました。ありがとうございます」

　目の前に相手がいるわけではないが、頭を下げて電話を切った龍馬。そんな龍馬がすることは呼んだタクシーを待つだけ。

「……」

　喋しやべる相手もいない龍馬は未いまだ地面に座り首をふにゃんふにゃんさせている葉月の隣に立ち、通行人から守るようにジッと待つ。

　今できることと言えば、誰かに絡まれないように見張ることだけ。

　そこから数十分が過ぎた頃、遠目に車が近づいてきたのが見える。車の屋根には『月の丸』のネームがあり、龍馬が手配したタクシーであるのは間違いなかった。

　そのタクシーは目の前で停車すると助手席の窓と後部座席のドアを開け、声をかけてくる。

「すみませんっ！　お待たせしました！」

「いえいえ、ありがとうございます」

「って、わぁ……。そちらのお客さんかなり泥酔しちゃってますね……。彼氏さんたくさん飲ませちゃったんですねー!?」

「ち、違います。彼氏じゃなくて他人です。偶然通りかかったところを見つけまして」

　龍馬の要望通りに女性のドライバーがやってきたわけだが、今までに見たこともないくらいにフランクな女性だ。

「なるほどなるほど。こんな美人さんが道路に落ちていたんですね……」

「あ、あはは……」

　いろいろとツッコミを入れたくなるが、これに触れれば触れるだけ話は長くなるだろう。ここは我慢して葉月をタクシーに乗るよう促す。

「葉月さん。タクシーがきましたよ。外も寒いので早く乗ってください」

「あ、ありがとう……」

　ここでも礼を伝えてくる葉月は立ち上がり、手提げバッグを拾ってタクシーに乗り込んだ。これで一件落着といえるのだろう。

「あのー、お客さまの向かい先はわかりますかね？」

　泥酔している葉月に気を遣ってか、龍馬に聞いてくる女性ドライバーである。

「えっと、グライアルガーデンＧＲタワー……までお願いします。あそこに見えるマンションです」

「んえっ!?　あの高級タワーマンションですか！」

「……ですね」

「な、なんだかいろいろとすごい女性を発見されましたね。あのマンションに住んでいる方だなんて……」

「そ、そうですね。……って、後ろから車がきたのでそろそろ進まないと……」

「あっ！　そうですね！　それでは夜遅くまでご苦労様ですー！　きちんと送り届けますのでご安心くださーい！」

「はい、お願いします」

　そこで助手席の窓が自動で閉まり、片手を上げて挨拶をしてくれるドライバーはタクシーを発車させていったのだ。

「あの人に任せて大丈夫だったかな……」

『ご安心くださーい！』とは裏腹にあのハイテンションに任せ、猛スピードを出してしまうんじゃないかなんて失礼な感想を抱いてしまう龍馬だが、任せた以上は心配しても仕方がないことだろう。

「って、もうこんな時間!?　早く帰らないとカヤ姉に怒られる……」

　スマホの時計を見れば日を跨またぐまで三〇分ほどになっていた。やっとのことで問題を解決した龍馬はようやく帰路に就くことができたのだ。

　タクシーを待っていた二〇分という時間で、冷たい夜風に当たっていた葉月が酔いを醒ましていたことに気づくこともなく……。




　　　　＊＊＊＊




「車内の温度は大丈夫ですかー？　暖房もっと強くできますのでいつでもおっしゃってくださいね！」

「……お気遣いありがとう。このままで平気よ」

「それならよかったです！　それで……行き先はグライアルガーデンＧＲタワーでよかったですよね？　一応、ご本人様にも確認しておきたくてですね」

「ええ、そこでお願いするわ。夜遅くにごめんなさい……」

「いえいえ、ワタシは仕事をしているだけなのでお気になさらず！」

　その車内である。葉月はしっかりとした意識をもって受け答えをしていた。龍馬と会話していた時とは全くの別人のように。いや、これが素なのだ。

「それで今日はどうされたんですか？　酔っておられるとの連絡だったので……飲み会とかですかね？」

「飲み会というよりも飲み、ね。仕事仲間の相談に乗っていたの」

「ほー！　ご相談にですか！　そのお若さで頼られているだなんて凄すごいですね。ワタシならそんなこと考えられませんよ」

「ふふっ、長く働いているおかげもあるかしら。って、ドライバーさんも十二分に若いでしょう？」

「今年で二六になりました」

「あら……私と同い年だったのね。もっと年下の方だと思っていたわ」

「え、本当ですか!?　いやぁ、ありがとうございます！　二つの意味でテンションが上がりますね！」

　若く見られたことと同い年ということ。ハイテンションのまま嬉うれしさを表すように体を動かしているドライバーに笑顔を向ける葉月。ここまでハイな運転手を見られる機会もなかなかないだろう。

　落ち着きのない行動をしているものの、安全運転を維持できているのはさすが。

「それで話を戻すんですけど、今日は仕事仲間さんのご相談に乗っていっぱいお酒を飲んじゃったって感じなんですね？」

「ええ、その方はお酒にとっても強くて──」

「──お姉さんは気を遣わせないために無理をしたと」

「そうなるわね……。毎度見み栄えを張っていたけれど、今度からはもうやめることにするわ。同じ失敗を繰り返すわけにはいかないものね」

「ですよー。そちらの方が体にも優しいと思いますので是非！」

　バックミラー越しのやり取り。同い年ということもあり、距離の縮まり方はかなり早い方であった。

「あのー、お姉さんに一つ質問イイですか？　ずっと疑問に思っていたことがあるんですけど」

「なにかしら……？」

「どうしてお姉さんは助けてもらった男性の前で酔っていたフリを続けていたんですか？　ワタシが到着するまでぐったりしてたのにタクシーにはすすすって乗り込んでましたので、もう酔いは醒めていたんですよね？」

「さすがはドライバーさんってところかしら。ちゃんと見ていたのね」

「ありがとうございます！　それでその理由については？」

「……夜風に当たって酔いが醒めたのだけれど、状況が掴つかめなかったのよ。見知らぬ男性がずっと隣に立っていたから。もし襲われたりでもしたらなにも抵抗できなかったでしょうし、変に刺激を与えない方が安全だと思ったの」

「ええっ!?　つまりお姉さんはタクシーを呼んでいたことも知らなかったんですか!?」

「呼んでくれていたような呼んでいないような、そんな曖昧な記憶しかなかったわ」

「そういうことだったんですか。それでしたら納得です」

　あの時、葉月は泥酔していたのだ。このような状態になってしまうのも仕方のないこと。これがお酒の怖いところである。

「でも……お姉さんは運がいいですね。優しい人に見つけてもらえたんですから。あの男性でなかったら最悪、お持ち帰りされてたか、こっそりセクハラされてたかもですよ？」

「あの男性がセクハラをしていた可能性はあるけれどね。タクシーを呼んでもらってこの言い草は大変申し訳ないけれど」

　葉月は龍馬との会話を、やり取りを全部記憶できていたわけではない。明確なことがない分、可能性を含めてこう語るのだ。

「あっ、それなら大丈夫ですよ。あの男性は絶対してないので」

「え？　どうしてそう言い切れるのかしら」

　と、この会話がキッカケとなり葉月は初めて知ることになるのだ、あの時に助けてくれた龍馬の気遣いを。

「だって、あの男性は『お姉さんが泥酔しているから』という理由で男性ドライバーではなく、女性ドライバーを指名されましたからね。そこまで気を利かせられる人がセクハラするわけがありませんよ」

「そうだったの？　偶然、女性ドライバーに当たったわけじゃ？」

「ですです。それにワタシがお迎えに上がった時、男性はお姉さんと少し距離を開けた位置で待ってくれていました。もし変なことを考えていたらお姉さんに密着しているか、かなり近い位置で待っていると思います」

「……」

「あとはそうですね。この寒さの中、二〇分もタクシーを待ってくれていました。言い換えるとその時間までお姉さんを守っていた、になります。到着した時にも嫌な顔一つしてなかったので、若いのに随分しっかりした人だなぁというのが正直な感想でした。そんな男性がセクハラしていたらワタシはもう人間不信になっちゃいますよ」

　これまでたくさんの人間を見てきているからだろうか、説得力は人並み以上だった。

「……そう」

　葉月はドライバーの言葉を冷静に受け止め、心を痛めていた。

『ここまで私のこと気遣ってくれたのに、どうして彼のセクハラを疑ってしまったのだろう』と。

　今までの説明を受けたタイミングで葉月はバッグの中に天然水が入っていたことに気づく。これが一体誰が購入したものなのか、誰のために購入してくれたものなのか、鮮明に思い出すのだ。

「あっ！　美談で語っちゃってますけど、お姉さんがタワーマンションに住んでるって情報は知ってましたからお礼をしてもらえる！　って下心はあったのかもですよ？　このタクシーをすぐに進ませたあたり、その可能性はごくごく僅かだと思いますけど」

「ふふっ、結局のところ美談になっているじゃない」

「そのくらいに自信があることではあったので……すみません！」

「そこまで彼の肩を持つのなら信じる以外にないわね。正直、納得しているもの」

　葉月は馬鹿らしくなっていた。ドライバーが褒めちぎる相手をずっと警戒して、酔っていたふりを続けていたことが。見知らぬ男性からの気遣いに葉月は温かな気持ちを灯ともす。それだけでなく、社会人として当然の感情が湧くのだ。

「ドライバーさんに一つお願いがあるのだけれど」

「はい、なんでしょう？」

「ドライバーさんは彼の連絡先を知っているのでしょう？　であれば──」

「──そればかりは、すみません」

　葉月の言いたいことを全て汲くみ取ったドライバーは、声を被かぶせて申し訳なさそうに声を落とす。

「お姉さんがあの男性にお礼をしたい気持ちはわかるんですけど、こればかりは守秘義務に当たりますので」

「そうよね……。ごめんなさい。無理を承知で言わせてもらったわ」

「融通が利かなくてすみません」

「ふふっ、そもそも融通を利かせたらダメじゃない？」

「そ、そうでした！」

　二人は共に社会人なのだ。ある程度の常識は理解していることであり、スッパリと話を終わらせることができる。

　断りから生まれた重い雰囲気の払拭の早さはなかなかに真似まねできるものではないだろう。その後は明るい話を続け、タクシーは目的地である葉月の自宅、タワーマンションに到着した。

「今日は本当にありがとう。助かったわ」

「いえいえとんでもないです！　それではお代金の九一〇円ちょうだいいたします！　クレジットでも可能です！」

「現金でお願いするわ。……と、これを。私の気持ちよ」

「ん[image: え゛]!?」

　遠慮もためらいもなく、葉月から差し出された現金を見た瞬間、カエルが踏み潰されたような声を出すドライバーである。その視界に映っているのは千円でも五千円でもない。その上の金額の一万円札なのだ。

　一万円から九一〇円を引いた差額。ざっと計算すれば九千円だ。

「い、いやいや……！　この差額はさすがにお釣りを返しますっ！　えっと、暗算暗算……えっと……」

「差額分はドライバーさんの名刺をいただきたいの。次の機会があればまたお願いするわ」

「ワタシの名刺にそんな価値ないですからねっ!?　は、はいこれですっ！　タダです！」

「ありがとう。……と、好意は素直に受け取っておくものよ。同い年でもあるわけだから遠慮は結構よ」

　その名刺を両手で受け取った葉月は、名刺交換をする要領で一万円札をドライバーの手に滑り込ませる。名刺交換をする機会が何十回、何百回となければ絶対にできない技だろう。手慣れた手つきだった。

「それではまたお願いするわね」

「えっ、あ……は、はいっ！　では、遠慮なくいただきます！　ご利用ありがとうございました!!」

　現金を渡し終えた葉月はドライバーに背を向け、タクシーが走り去った後にタワーマンションの入り口に近づいていく。

　外の玄関口、一人の空間で考えることは一つ。

「ふぅ……。ドライバーさんに口を割らせるにはどうすればいいのかしら。仕事熱心な方だから骨が折れそうだわ」

　守秘義務だから仕方がないと自身を納得させていた葉月だったが、心の底ではまだ諦めていたわけではなかった。あの男性にお礼をしたいその一心が葉月を強く動かしている。

「ふふっ、アレをせずにこんな嬉しい経験をするだなんていつぶりかしら」

　バッグの中からカードキーとスマホを手に取った葉月は、エントランスのセキュリティーを解除しながらスマホの電源をつけて操作する。

　手を止めたその液晶に映るのは──恋人代行サービスのホームページだった。
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　それから二日後のこと。

　ここは大手飲食チェーンの商品開発部である。一二月ともあり、暖房の効いたオフィスには二、三十人ほどのスタッフが働いていた。

　空気清浄機が稼働した広い室内には大きなデスク、ＰＣに加え、新機種のコピー機、自由に使用できるコーヒーメーカーも設置されている。

　その他にはモニターが併設された、打ち合わせ、スタッフ同士の団だん欒らん、昼ご飯や休憩等にスタッフが自由に使うスペースまで備えられている。

　そんな充実した空間で、とある女性が男性部下の制作した資料に目を通していた。

「ふぅん……。あなた、この資料はよくできているわ。栄養バランスも考えられていてとても美味おいしそうだわ。細部まで丁寧にまとめられていてよく締め切りに間に合わせたわね」

「あ、ありがとうございます！」

「満点の仕事ぶりだけれど、この資料には同じ点数をあげることはできないわ」

「ええっ!?　葉月ちゃ……マネージャー、どうしてですか!?」

　一度は褒め、次に指摘。

　この手法を使う女性上司、葉月は渡された資料を整え、部下の顔に鋭い視線を放つ。部下の発言を聞き逃してなどいないのだ。

「あなた、私のことを『葉月ちゃん』と呼ぼうとしたわね？　もっというのなら度々そう呼んでいるわよね」

「……あ、え、っと……」

「あなたは上の者に対する口の利き方を知らないのかしら」

「そ、そそそそうじゃなくってですね!?　たまたま口が滑ったっていうか！　葉月マネージャーは優しいので！」

　部下から見て葉月の存在がどんどんと大きなものに変化していく。責めるような口調と赤ペンでデスクを叩たたいていることで威圧感も増しているのだ。

「本当、お調子者なのだから、あなたは……。まぁいいわ。満点ではない理由を説明するわね」

「は、はい、お願いします」

　葉月も部下も行っているのは仕事。すぐに気持ちを切り替え真剣な雰囲気に戻る。

「これが一番の理由になるのだけれど、会社としても税抜き一三五〇円の焼きハンバーグカレードリアの提供価格は高いのよ。まずどのようなお客様層を意識したのかしら？」

「女性全てです」

「かなりざっくりね。しっかりとまとめられた資料だけに当てはまっているから……そうね、質問を変えましょう。あなたは女性全体の平均年収を知っているかしら」

「全体の平均年収ですか？　四〇〇万円とかですかね……？」

「いいえ、三〇〇万円に届かないくらいよ」

「えっ、そうなんですか!?　実際はそのくらい稼いでるイメージがあるんですが……」

「女性は男性と違って給料の昇給に大きな幅がないの。結婚や育児といったライフステージに左右されることが大きな理由ね」

「な、なるほど……」

　葉月は二六という若さだが実績と能力が評価され、この部署でエリアマネージャーの大役を担っている。

　大役というだけにエリアマネージャーの役割は多岐に渡る。

　本部と店舗の橋渡し役。売り上げアップのための立案、実行、マーケティング。適切な店舗運営のためのサポートなど。

　必要なスキルも仕事内容と同様にたくさんある。

　分析と数字管理。情報収集能力に最新の需要を拾い上げるアンテナ。業務スキルに発想力と創造力。コミュニケーション力に部下の仕事状況の把握能力など。

　さらにはこの人についていきたい、この人が言うのであれば頑張りたい、そんなヒューマンスキルに、決めたことをやりきるコミット力。

　業績や売り上げに大きく関わるエリアマネージャーの葉月は当然ながら仕事に対して厳格だ。声を荒らげることはないが、やるべきことをやっていなければ厳しい言葉を放つのは日常茶飯事。だが、その本人はそれにふさわしい働きぶりを常に見せている上に、間違ったことは言わないため、周りからの信頼や評価は非常に高い。

「今の女性年収の実情を踏まえたのなら私の言いたいことはもうわかるわね？」

「一三五〇円の提供価格だと女性は手を出しづらいということです……よね？」

「ええ。旬の野菜を取り入れたこのメニューは本当に魅力的だと思うわ。だからこそ提供価格をもう少し下げる努力をしてお客さまからの注文意欲を高め、リピーターをつけるようにすることが大事になるの。ここに気づいて価格を下げようと心がけていれば満点だったわね」

「なるほど……。ぐうの音も出ないです」

「そんなに悲観することはないわよ。何度もいうけれどこの資料は素晴らしいわ。私のことを葉月ちゃんと呼ぶだけはあるわよ」

「あ、ありがとうございますっ！」

　相手も理解できるような説明。モチベーションを下げさせないために肯定も行うスタイルを形成している葉月。

　的確な指摘は必要不可欠だが、その言葉で傷つけ作業効率を落とさせてしまえば残業をさせなければならない。負のループに陥らないためにも一人一人の意欲を削らないようにすることを重要視しているのだ。

「指摘箇所はわかりました！　それではすぐにやり直してきます！」

「ちょっと待って。まだ私の話は終わってないわ」

「あっ、すみません」

　上に立つ葉月に褒められ嬉しかったのだろう。部下は今すぐにでも修正に飛び出したそうである。

「指摘箇所はあったけれど資料自体は合格よ。あとは私が手直しをしておくわ」

「えっ？　葉月マネージャーにも仕事ありますよね？　そんな負担はかけられません！」

「まったく……うるさい口を叩くようになったわね。罰としてあなたはコーヒーでも飲んできなさい」

「そ、そんなぁ……。それは罰じゃないですし、葉月マネージャーのためにもっと頑張りたいですよー」

「ふふっ、休憩が終われば次の仕事を振ってあげるから覚悟しておいて」

「わ、わかりました！　それではお言葉に甘えて休憩を失礼します」

「ええ。あ、最後に右手を出してもらっても良いかしら」

「右手ですか……？」

　いきなりこんなことを言われてもさっぱりの部下だ。頭上に疑問符を浮かべるも指示通りに手を差し出す。その手の上にポンと包みを置く葉月なのだ。

「はいこれプレゼント。今回もよく頑張ったわね。お疲れさま」

「っ！」

　葉月は労ねぎらいの言葉をかけながら丸型のチョコクッキーを握らせる。たった一つのお菓子だが、上の立場の人間から努力を認められ、こんなプレゼントをされたら嬉しくもなるだろう。

「食べずにゴミ箱に捨てたりしたら許さないわよ？」

「うぅぅ……、葉月……ちゃん……」

「さて、今日のあなたには残業を命じようかしらね。未いまだ休憩を取らないで仕事の邪魔ばかり。挙げ句にまた私のことを……」

「ご、ごめんなさいーっ！」

「ふふっ、いってらっしゃい」

　残業という言葉は最強にして凶悪である。このワードを聞けば誰もが恐れおののく。逃げ出すように休憩室に走っていった部下を微笑ほほえましく見送る葉月。

　そこにもう一人の部下が声をかけるのだ。

「葉月マネージャー、コーヒーをどうぞ」

「あら、相変わらず気が利くわねカヤさん。ちょうど注ぎにいこうと思っていたところなの」

「それはよかったです。それとお忙しい中、土曜日の飲みで相談に乗っていただきありがとうございました」
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「いいえ、気にしないで。私も楽しかったわ。」

　空になったコップをお盆に乗せて新しく注いだブラックコーヒーをコースターの上に置くカヤこと、斯波カヤ。

　上司と部下の関係にある二人だが、プライベート時にはよく一緒に出かける仲なのだ。

「葉月マネージャー、もしかしてなにかいいことでもありましたか？」

「あら、よく気がついたわね。隠せているとばかり思っていたけれど」

「確信があったというよりも、なんとなくでしたけどね。もしよければお聞きしても？」

「そのためにコーヒーを持ってくるあたり、カヤさんは頭が良いわよね。借りを作られたら断れるものも断れないじゃない。仕事もノルマ以上のことをこなしていることだし」

「葉月マネージャーに比べたら負けますけどね」

　狙いをすぐに見破られたカヤは苦笑いを浮かべていた。この商品開発部は他のオフィスと比べるとかなり緩い雰囲気である。が、それも一つの方針。

　商品開発やアイデアはたくさんのスタッフと会話をすることによって生まれ、進展するもの。ギスギスした雰囲気では進むものも進まなくなるために葉月がこのように動かしている。

「カヤさんも私もまだ仕事が残っているから掻かい摘つまんで話すけれど、それで良いかしら？」

「もちろんです。ありがとうございます」

　仕事上は当然の距離を保つ二人だが、プライベートでは飲み仲間でもある。

　そんなカヤに葉月は二日前のことを話すのだ。

「土曜日、二人で飲みにいったでしょう？　その帰りになるのだけれど、とある男性に助けてもらったのよ」

「葉月マネージャーがですか……？　一人でなんでもできるイメージがあるので少し意外ですね」

「なにを言っているのよ。私だってまだまだよ」

　葉月はもちろん伏せる。お酒が弱いこと。泥酔して地べたで寝てしまったことを。

　見ての通り、会社でこのようなキャラなどではない。泥酔した姿なんて誰も想像することはないだろう。

「助けられた内容については秘密なのだけれど、その男性は私を助けたあと連絡先も教えることなくすぐに帰っていったの。見返りを考えずに助けてくれただなんて素敵でしょう？」

「ほう、それはホントに凄すごいですね。土曜日と言えばブランドもののバッグも持っておられましたし、そのような相手だと気づくはずですしね」

「そんなことがあったからご機嫌なの。一期一会には違いないのだけれど、社会人としてはどうしてもお礼をしたいわ」

「葉月マネージャーの性格ならなおさらですね。ただ、その男性、ちょっとキザってる感じがしますけど」

　泥酔したところを助けてもらったとの真実を語らなければ、こんな感想が出てしまうのは仕方ないだろう。

「ふふっ、でも本当に優しい男性だったわ。例えるならカヤさんの男性バージョンね」

「アタシのですか？　あ、でも男性バージョンと言えばアタシの弟ならそんな性格はしてますね。それはもうできた弟ですから」

「さて、カヤさんのブラコンが出る前にこの会話を終わらせようかしら」

「ですね。またプライベートで自慢させてください」

「その時はじっくり聞かせてもらうわ。それではお互い仕事に戻りましょうか」

　オフィス内での雑談はこれにて終わり。時間としても五分ほど。仕事に影響しない範囲で雑談を終わらせたのは一日のスケジュールが頭の中に入っているからである。

　この職場は葉月が中心となり、スケジュール通り円滑に動いているのだ。




　その夜、二一時三〇分。

　タワーマンションの二〇階に住む葉月は幻想的な夜景をバックに、とある人物へ電話をかけていた。

「ふふっ、夜遅くにごめんなさい千ち秋あきさん。今お時間空いているかしら」

『空いているもなにも、この時間にいきなり電話かけてくるのはどうかと思うんですけどねぇ……。笑ってるし』

「私と千秋さんの仲だからよ。千秋さん以外にはこんな失礼なことはしないわ」

『出た出た、その絶妙に嬉しくなるようなところを突いてくるやつ。それ言われたらなにも言えなくなるじゃん』

「千秋さんの弱点でもあるわよね」

『あいかわらず戦略的で卑ひ怯きようだよ、葉月ちゃんは』

　電話で親しそうに話す葉月と千秋。この二人は友人でもあり、少し特殊な関係でもある。

『はぁー。そんな葉月ちゃんのためにあたしはダッシュで電話を取りにきたわけかぁ……』

「なによその言い分。身体的、精神的に損をしたとでも言いたそうね？」

『正解かも』

「ふふっ、あいかわらず容赦ないんだから。でも、この電話を取ったことで千秋さんの利益になるのだから悪くはないでしょう？」

『お金に余裕がある人は言うことが違うねぇホント。なにを言っても言い返されちゃうし』

「それこそ皮肉じゃない。私よりもお金に余裕があって最近は特に商売繁盛している……恋人代行サービス会社の代表取締役さん？」

『ちょ、その言い方はやめてって。おかげさまで、なんとかやれてるわけですけど』

　そう、葉月が電話をかけた相手。それがこの地方で恋人代行サービス会社を運営している千秋なのだ。

　二人はビジネスパートナーのような関係も築いている。この時間に葉月が電話を鳴らす理由も毎度同じこと。

『それで葉月ちゃんの用件ってのは、恋人代行の予約ってことで間違ってない？』

「ええ。ここ数日は特に仕事が忙しくなるからその気晴らしをしたくて」

『さすがは大手企業のエリアマネージャーさんで。期待も責任も背負って大変だ』

「千秋さんほどではないわよ。あなたの場合は職場で働くみんなの生活も背負っているじゃない」

『いやいや、あたしは周りに任せてサボってばっかりだからねぇ。そんな大したものじゃないって』

「ふふっ、どうしてそんな嘘うそをつくのよ。千秋さんがサボるような性格をしていたらここまで業績を伸ばすことはできてないわよ」

　葉月の言う通り、千秋が社長を務める恋人代行サービス会社の業績は年々伸びていた。需要が高まっているサービスであるのはもちろんのこと、代行者のレベルが高いなんて言われている会社でもある。

「それに、サボっているようなら今こうして会社業務を行ってくれるわけがないじゃない？　本来、この時間は予約受付を終了している時間なのだから。一生懸命な千秋さんには本当に感謝しているわ」

　今この瞬間、電話越しに頭を下げて感謝を伝えた葉月である。

『口上手だねぇ、ホント。さすがはベテランの代行者を次々と落としていくだけあるよ』

「またそんな冗談を言うんだから」

『冗談じゃないって。これは今まで言ってなかったけど社内では葉月ちゃんのことベテランキラーの女王って呼んでるくらいだし』

「な、なによその変なあだ名……。どうせそのあだ名をつけたのは千秋さんでしょうけど」

『正解』

「全くもぅ……。一人の依頼人に対して失礼よ」

『でも、間違った通り名じゃないからねぇ。これを言っても信じてもらえないだろうけど、ベテラン代行者をたった一回の代行で落としてるんだから。女性依頼者でそんな人は誰もいないよー？』

「はいはい。そんな実感はないわよ」

　冗談を言われていると独自の判断をする葉月だが、千秋が言っていることには嘘も誇張もない。真実である。

「それで話を戻すのだけれど、次の代行予約について千秋さんオススメの代行者さんを紹介してくれるかしら」

『紹介してって言うけど、葉月ちゃんがベテランの代行者を惚ほれさせてるせいで最近は少なくなってるんだよねぇ……。もう他の代行が上手うまくいかないーみたいな感じで自主引退しちゃったりで』

「そうなの？　であれば中堅の方、もしくは千秋さんが期待している代行者さんで結構よ」

『今一番に中堅を落とされるわけにはいかないんだけど……こんなこというのは野や暮ぼってもんか。あたしが期待している代行者ってのは新人クンでもアリなの？』

　ベテランキラーの女王である葉月。その異名は本物。会社として成長させたい、安定させたい思いのある千秋からしたら当然の要望だ。

「できれば新人さんは遠慮したいわね。一度、新人さんと代行をしたけれど会話が弾まなかったのよ。……金銭がかかわる以上、楽しい時間を過ごせるのか心配なの」

『あぁ……その人も葉月ちゃんに一ひと目め惚ぼれしちゃってたから許してあげてよ』

「そんな素振りはなかったわよ？　私のことを毛嫌いしているような感じだったけれど」

『仮にも仕事をしてるんだからそんなことは出さないって！　葉月ちゃんってキリッてしてるのにそんなところは鈍いよねぇ』

「鈍くないわよ」

『……』

　そうやってすぐに鈍くないって言うところが鈍感の証拠だよ……なんてツッコミを入れたい千秋だったが、話を進めるために心の中に留とどめる。

『んじゃ、とりあえず中堅さん二人と補欠で新人クンを一人紹介ってことでいい？　パッとしなかったらまた別の人を紹介するから』

「ありがとう。それでお願いするわ」

『じゃあちょっと待ってね。すぐデータを引っ張り出すから』

　仕事の効率化を図るために代行者をリスト化している千秋。起動させていたＰＣから代行者のデータを覗いた後、代表取締役から直接の紹介が始まるのだ。

『えっと……中堅の一人目、名前は中なか川がわ潤じゆんさん。身長が一七七センチの三二歳。依頼数は二三件の五評価中の四。気遣いとコミュニケーションに長たけてて、強こわ面もてだけど笑顔を見せた時はすごく可愛かわいらしい。趣味は花屋さん巡り。なかなか可愛い趣味してることもあって女性と気が合うことも多いらしいね』

「数をこなしているのに高い評価ね。それくらい満足度もある証拠かしら」

『ホームページに出てる紹介ページも葉月ちゃんに送ったよ』

　仕事が早いとはまさにこのこと。千秋がこう言い終わった瞬間には葉月のスマホにデータが転送される。

「ありがとう。二人目の紹介をお願いしてもいいかしら。聞きながら送ってもらったデータを確認させてもらうわ」

『了解。次が中堅の二人目ね。名前は加か藤とう昇のぼるさん。一六九センチの二九歳。依頼数は二〇件の五評価中のこっちは三・九。お酒に詳しく美味おいしいお酒を紹介してくれるらしい。あたしの感覚で中堅の中じゃ一番顔が整ってる男性かな。趣味はゲームだって』

「お酒に詳しいのは魅力的ね。一緒にバーにいくのも良さそうだわ」

『うんうん、この人との代行先はバーが多いね。お酒の席とかはこの人を連れていくといいかも。ホームページのデータも送ったよー』

「ありがとう。最後に新人さんね。正直、期待はしていないけれど」

『棘とげがあるねぇ葉月ちゃん。新人クンとの嫌な思い出があるのはわかるけど』

　なんてフォローを入れつつの千秋だが、自ら『補欠で新人クンを紹介』と言っているわけである。どっちもどっちだろう。

『じゃ、最後に新人クンね。名前は斯波龍馬クン。身長は──』

「──ちょっと待って。もう一度、お名前をいいかしら」

『名前？　名前は斯波龍馬クンだけど』

「斯波龍馬……」

　葉月は形のいいあごに手を当てて険しい顔を作っていた。この名前はどこかで聞き覚えがあったのだ。

『どうしたの葉月ちゃん？　そんなにおかしな名前じゃないと思うけど』

「なんでもないわ。説明を続けてちょうだい」

　葉月は冷静になるため、回転式の椅子を一八〇度回転させて夜景に目を向けながらゆっくりと息を吐き出す。

　街頭に車のライト。ビルの光に明かりが漏れた一軒家。電気が生み出す絶景が心を落ち着かせる。

『はーい。名前は斯波龍馬クン、一七六センチの二〇歳。依頼数は四件で五評価中、四・九』

「え？　凄いわね、その新人さん……」

『実際、この件数は一人の固定依頼者が何回も依頼してるだけなんだけど、短期周期でリピートされててこの評価数ってことは相当のお気に入りなんだろうね』

「ふぅん」

『あとね、この評価基準が面白いんだけど……依頼者さんが満足させられてばかりで悔しいから四・九なんだって！　ハハハッ、面白いでしょ！　会社では五評価中の五で登録してる！』

「……次の情報を教えてちょうだい」

『もうちょっと食いついてもらってもよくない!?』

「ごめんなさい。続きが気になって」

　葉月の中で一つ、泥酔状態時にあった朧おぼろげな土曜日の記憶。斯波という名前でタクシー会社に電話を入れたようなあの男性。さらには年齢と身長も似ているような気がした。

　酔よい醒ざましに水を買ってもらったこと。女性ドライバーのタクシーを依頼してもらったこと。寒い中何十分も待ってくれたこと。全てのお礼をし損ねた彼に。

『じゃあ続きね！　依頼者さん一人の感想だからあんまり参考にはならないと思うけど、斯波龍馬クンは聞き上手で距離の縮め方も上手。コミュニケーション能力もある。頼たより甲が斐いがある。趣味を肯定してくれたりわがままも嫌な顔せずに聞いてくれる。って、この女の子、べた褒めだぁアハハッ！　マイナス要素はなにもデータに記されてないね』

　頼り甲斐がある。嫌な顔をしない。葉月の中で少しずつその人物像が合致していく。

『と、こんな感じだけど……どう？　中堅の代行者さんにしとく？　それとも別の中堅さんを探す？』

「千秋さん、その斯波くんのプロフィールを送ってもらえるかしら。顔写真が公開されていると助かるのだけれど」

『公開されてるから問題なしだけど、なんか中堅さんよりも食いついたね？』

『プロフィールを送って』なんて葉月が口に出したのはこの新人が初めてのこと。不思議な感覚を覚えながら素早くデータを送信し、『送ったよー』と千秋がいつも通りに報告した途端だった。

「ふふふっ……。まさかのまさかね、本当に……」

　不敵な笑声を漏らす葉月は、こう宣言したのだ。

「千秋さん。私、その斯波くんを指名するわ」

『もー！　そのからかいはやーめーて。ホントにしちゃうよ？』

「からかいじゃないわよ。本当にそう言っているの」

『ええっ!?　ホントにこの代行者さんでいいの!?　あたしがいうのもなんだけど補欠で挙げた新人クンだよ!?』

「彼じゃなきゃ嫌よ。二〇歳だからお酒も飲めるでしょうし、お付き合いしてもらう場所にも問題はないわ」

『えっと、前のような新人クンみたいになっても知らないよ？』

「その時はその時なりに楽しむことにするわ。……あの彼ならそんなことはないでしょうけど」

『ん……？』

　葉月は送られたホームページに視線を送りながら独り言を漏らしていた。電話では聞き取れないくらいの声量だ。

「その彼、斯波くんは今週の土曜日空いてるかしら」

『夕方からならいけそうだね。あとは二四時までには帰らせるようにってのが条件になってるけど』

「それなら問題ないわ。それじゃあ土曜日、時間は二〇時から二三時の三時間でお願いしてもいいかしら」

『う、うん。わかったよ。じゃあその時間帯で……』

　まさかの新人を本当に選んだ葉月に呆あつ気けにとられた千秋だが、ＰＣをすぐに操作して予約を確定させる。そこからは少々の雑談に戻り、葉月は通話を終わらせた。

「ふぅ……」

　一人きりの空間。小さく息を吐き、机上にスマホを置く葉月はニヤリと口角を上げていた。

「まさか彼がこんなお仕事をしていただなんて、不思議な巡り合わせもあるものね……」

　夜景が見えるガラスに反射するキッチンの上には泥酔時に奢おごってもらった空のペットボトルが映っていた。
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　時は過ぎ、会社から代行依頼が届いた土曜日。

「落ち着け、落ち着け……」

　闇夜に浮かぶ三日月を見上げながら龍りよう馬まは待ち合わせ場所になっている中央銀行の駐車場に着いていた。

　今日は五回目の代行。だが、別の言い換えをするなら姫ひめ乃の以外の女性と初めて代行をする日。

　代行時間は二〇時から。そして、待ち合わせ時間にぴったり到着という代行のスタンダードルールは今回違った。

『待ち合わせ時間の一〇分前に到着するように』と会社から事前連絡があったのだ。

　特に問題もなかった龍馬は二つ返事で了承したが、姫乃としか代行をしたことのない龍馬はこれが一般的にあることなのかは知らない。不安に感じるのは当然のことで……さらに数日前に会社から送られてきた依頼者情報に心当たりがあった。

「神かみ城しろ葉は月づきさん……か」

　それが今回の依頼者。身長は一六六センチのスレンダー体型。年齢は二六歳。

「いや、まさかね……」

　先週の土曜日、夜遅くに助けた女性と同姓同名。身長から体型、年齢までも当てはまっている。

　それでもこんな偶然はあるはずがない。タワーマンションに住めるほどの稼ぎがあり、あんなにも綺き麗れいな女性がこのサービスを利用しているはずがないと、懐疑的な龍馬。

「ふう……。余計なことは考えない方がいいか……」

　慣れていないながらにわかるのだ。この時間はどのような相手がきてもいいように気持ちを整えるべきだと。龍馬だってなんの対策もせず代行に臨んでいるわけではない。女性を喜ばせるための、一緒に楽しむための勉強をしているのである。

「よし。頑張ろう」

　そんな掛け声と共に頰を叩たたいて気合いを入れた瞬間だった。龍馬は完全な不意を突かれるのだ。

「なにが『よし』なのかしらね？」

「んッ!?」

　なんの前触れもなく。耳元で色っぽい声を発される龍馬はビクッと肩を震わせる。そこから風を生むようなスピードで声源に振り向けば、いつの間にか後ろに立っていたのだ。

「ふふっ、そこまで驚くことはないじゃない、代行者さん？」

「……え」

『代行者』の発言で本日の依頼者だと龍馬に気づかせた女性が。

　紺こん鼠ねず色いろの帽子に黒のセーター、赤のタイトスカート、黒のタイツを合わせたすらっとしたコーディネーションをしたモデルのような風格。一週間前に泥酔していたあの美しい女性が目の前に……。

　状況についていけず、目を皿のように大きくする龍馬は口をパクパクさせて視線を合わせるだけ。

「あら、どうしたの？　私の顔になにかついてるかしら」

「……す、すみません。ちょっとぼーっとしてしまいまして」

「代行は二〇時からだからまだスイッチは入らないわよね？　時間はあるからゆっくり整えてちょうだい」

「あ、ありがとうございます……」

　代行者がこんな行動を取るのは珍しいだろう。それでもそうせざるを得なかった。

　龍馬の中で神城葉月という人物像が完全に崩壊しているのだから。

　龍馬が知る葉月はお酒にやられてふにゃふゃした声を出していたり、地面に足を伸ばして座っていたりと、悪く言えばだらしないような印象しかなかった。

　それが今はどうだろう……。黒寄りの茶髪を綺麗に整え、スタイルをしっかりと出した綺麗な服装で、口調も美しく今まで感じたことのないほどの淑しとやかさがある。

　素の葉月と泥酔時の葉月はそれはもう別人のようだった。

「……こ、こほんっ。先ほどはすみませんでした。少し早いですが自己紹介をさせていただきます」

「ふふっ、切り替えが早いわね。さすがは代行者さんというところかしら」

「ありがとうございます」

　思うところは多々あるがこれは仕事。利益を得るためにも、雰囲気を良くするためにもマイナスな印象を与えるわけにはいかない。

「では……初めまして、斯し波ば龍馬です。本日はよろしくお願いいたします」

「神城葉月よ。よろしく」

　葉月から手を差し出され、一瞬の迷いを見せる龍馬だがすぐに手を取って握手を交わす。

　姫乃のようにもちもちとした感触ではなく、細長い手先にすべすべとした感触……。

「会社の方から連絡が届いていると思うけれど、私は斯波くんの六つ上よ。年上相手に砕けた口調を使うのは厳しいでしょうから斯波くんの接しやすい口調で構わないわ。今日は女友達のような距離感でお願いするわね」

「わかりました。それでは口調はこのままで」

『接しやすい口調で』と、こちらがやりやすいようにさりげない気遣いをしてくれる葉月。優しい性格にこの容姿、さらには丁寧な口調。どんどんと泥酔していた時の印象が消えていく。

　また、緊張状態の時に依頼者の方から寄り添ってくれるのは龍馬にとって救われる思いだ。

「さてと、自己紹介も終わったところで斯波くんに質問があるのだけれど」

「なんでしょうか？」

「斯波くんと私は、本当に『初めまして』なのかしら？　私はあなたのこと見覚えがあるのだけれど」

「……そ、そうですかね？　それは葉月さんの気のせいじゃないですか？」

「本気でそう言っているの？」

「もちろんです」

　苦し紛れだが龍馬は嘘うそで対抗していた。それは葉月から先に気を遣ってもらったこともあり、あの話を蒸し返すのは恥ずかしいだろうと考えて。要は気遣いのお返しだった。

　それにあの件は一週間前のこと。恩に着せるだなんて目的で助けたわけでもないのだから。

「あら、それは残念。私、その人に助けられたからたくさんお礼がしたいのに。どこかの誰かさんは名乗り出てくれないのかしら」

「そ、そうなんですね？　美人な葉月さんにそんなことを言われてしまったら嘘でも名乗り出てしまいそうですよ。あはは」

「いきなり褒めてもらえるのね。話を逸そらそうとの狙いがあってのことかしら」

「そ、そんなつもりはないですよ……」

　瑠る璃り色いろの瞳を細めて龍馬の狙いを完全に見抜いている葉月だ。それでも不快には思っていないのだろうか、どこか優しげな微笑も浮かべてくれていた。

「それじゃあ本当に斯波くんは私を助けてくれた男性じゃないのね？　これで聞くのは最後よ」

「そうですよ。自分ではありませんので助けてくれた方にお礼はお願いします」

　タワーマンションに住んでいる葉月からのお礼は当然気になる。もったいないという気持ちもあるが、代行外での出来事をここに持ち込むのは問題だろう。

　代行者として試されていると感じるには十分であり、代行を成功させたのなら通常の時給よりも多くのお金をもらうことができる。この誘惑に勝つことは容易だった。

「ふぅん……。そうなのね。私はてっきりあなたなのだと思っていたわ」

「な、なんですか、その顔」

「まだまだ若いのに食えないのねって思っただけよ」

　ムッと口を小さく絞って表情豊かに可か愛わいらしい不満顔を作る葉月。

　泥酔していたところを助けてくれた男性、それが目の前にいる龍馬だと確信しているからこそ今の気遣いは心温まる。と同時に意地でも吐かせたいとムキになる社会人の葉月でもある。

「えっとー、それで話は変わりますけど……今日の行き先は Barバー で間違いないですか？　会社の方からはそう連絡がありまして」

「ええ。斯波くんは二〇歳だから少しくらいは飲めるわよね？」

「はい、少しは。それで一応、自分なりにお店のルールは調べてみたんですけど……あれですね、その……」

　成人してまだ一年も経たたない龍馬はこのような店に足を運んだことはない。敷居が高い場所であることには違いないのだ。

「ふふっ、そんなに緊張しなくても平気よ。そのお店は私がよくお世話になっていて、堅苦しいような場所でもないから」

　当たり前のように言ってのけている葉月だが、龍馬からしたら経験値の差を身をもって感じた瞬間。

「ありがとうございます。そのお店はここから近いんですか？」

「ここから歩いて一〇分から一五分くらいかしら。Shineシヤイン っていうお店なのだけれど、隠れ家のようなお店だから知っている人は少ないのよ」

「おぉ……それは楽しみです」

「それじゃあいきましょうか。案内するわ」

「はい、お願いします」

　そうして葉月の隣につき、目的地に向かう二人。

　手を繋つなぐようなことも、腕を組まれるようなアクションもないが、「楽しみましょうね」と余裕のある大人の笑みを浮かべられる龍馬だった。




　Bar Shine までの道のり。その間、冬の冷気に晒さらされることになる。

「葉月さん、寒くはないですか？　見たところ少し薄着のような気がします」

「ふふっ、私が寒いと言ったらその暖かそうなマフラーを貸してくれるのかしらね」

「もちろんそのつもりですよ。あれでしたら上着の方も」

「献身的に接してくれるのね。でもそんなことをしたら斯波くんが寒くなるでしょう」

「自分は寒さに強いので平気ですよ」

「それは羨ましいわね。ただ……寒さに強いと言っても我慢しないわけじゃないわよね？」

「それはそうですけど、葉月さんが喜ぶのであれば自分は満足ですので」

「そうやって調子に乗っちゃって。でもありがとう。私が遠慮しないように『寒さに強い』なんて立ち回りをしてくれて」

「なにを言っているのかわからないです」

「ふふっ、それじゃあ今のは私の独り言として流してもらって構わないわ。どうせ斯波くんが一番わかっているでしょうから」

「そ、そんなことは……」

　朝飯前と言わんばかりに見抜く葉月。仕事ではエリアマネージャーの大役を担っているのだ。人を見る目、その観察眼は人並み外れており、龍馬が絶対に敵かなわない領域。

「……」

「……」

　少しの間が生まれ、ここで龍馬は気づくのだ。

「って、上手うまく話逸らしましたね!?　葉月さんは寒くはないですか？」

「まさか気づいてくるだなんて……、ふふ。そこまで長い時間を歩くわけじゃないから平気よ。元より我慢できる服装を選んできたもの」

　オシャレのために寒さを我慢するのは当たり前と伝えてくる葉月。実際この考え方に女性から共感の声が上がるだろうが、それが全部ではない。

「女性は冷えやすいんですから我慢しては駄目ですよ。お節介ですけど体の方を大事にしてください」

「……」

　龍馬の家族はもう姉しかいない。この家庭環境が葉月相手にでも強い気持ちを伝えられる理由。

「初対面の男のマフラーはつけたくないと思うので上着……このコートを着てください」

「もぅ、そんなこと言われちゃうと着る以外に選択肢がないじゃない……」

「わがままを聞いてくれてありがとうございます。では、体を冷やす前に遠慮なく使ってください。自分はヒートテックも着てるのでそこまで寒くなかったですから」

　龍馬は素早くロングコートを脱ぐと、襟の部分を持って葉月に手渡した。気負わせないようにできる限り自然な笑顔を作って。

「ありがとう。大切に使わせてもらうわね。寒さに強いのになぜかヒートテックを着ている斯波くん？」

「自分、寒さに強いって話しましたっけ？」

「そうやってとぼけるのが上手なんだから、斯波くんは……。それじゃあ遠慮なく使わせていただくわね。正直、少し寒かったの」

「自分の身長的に少し大きめだと思いますけど、そこは我慢でお願いします」

「私も女性の中じゃ身長は高い方だからそこまでぶかぶかにはならないかも……って、ふふっ、本当ね。袖から指先しか出てこないわ。ほら、斯波くん見て」

　女性としては平均より身長の高い葉月だが、一七五センチを超える龍馬とは服がワンサイズ違う。

　少しおかしそうに口角を上げる葉月は、幽霊のようなポーズを取って袖から手の甲が出ていないことをアピールしてくるのだ。タンポポ色をした綺麗な大人のネイルも一緒に見せつつ。

「……っ」

　優艶な雰囲気を持つ葉月が萌もえ袖になり、そのギャップに目を奪われる龍馬。

「ねえ、これでおばけだぞ～なんて言ったら少し可愛らしくないかしら」

　そんな葉月は唐突に茶ちや目めっ気を出してくる。眉の形を器用に八の字に変えたと思えば葉月はピンク色の舌を出しておばけに寄せてきたのだ。

　今、思う。これが葉月が男を落とす一つの武器になっているのだろうと。言葉にできない感想が溢れ、リアクションを取ることはできなかった。

　それは葉月をしょんぼりとさせるだけでなく、恥ずかしさを湧き出させてしまう対応になってしまう。

「お、おば……おばけ……」

　声がどんどんと萎しぼんでいく葉月は、手と頭をゆっくり下に下ろしていき……その流れでコートのボタンを閉じ始める。

「す、少しくらい反応してくれてもいいじゃない……。二六のすることじゃないのはわかっているわよ」

「すみません……。とても可愛らしくてつい……」

　あとづけのような感想になってしまったものの、事実、そのように感じていた。こればかりは見み惚ほれてしまうような行動を取ってきた葉月にも非があるだろう。

「なら次はもっと早く反応してちょうだい。いいわね」

「わかりました」

　不完全燃焼の葉月からまさかの事前通告を受け、さらに気を引き締めなけばならなくなった龍馬はここで思い出す。

「あの、今さらいうのもなんですけど葉月さんの服装、大人らしさが出ていて素敵です。コートを抜きにしても本当に似合ってました」

「ありがとう。それならコートを脱いでもう一度見せてあげようかしら？」

「それだと貸した意味がなくなっちゃうじゃないですか。お店のなかは暖かいと思うのでそちらでまた見せてほしいです。本当に似合っているだけに自分が隣にいるのがおかしいくらいではありますけど」

「もぅ……。まだ若いんだから自虐的な褒め方は私、感心しないわよ」

「えっ？」

「『自分が隣にいるのがおかしい』に対してよ。斯波くんこそ十二分に素敵だもの。といっても私のようなセリフは言われ慣れているでしょうけどね」

「言われ慣れてるだなんてそんな……。ありがとうございます……」

　お世辞であることはすぐに悟る龍馬だが、カウンターのように言葉を返され自然に嬉うれしくなる。

「斯波くんって今二十歳で間違いないわよね」

「そうですけど、なにか気になることでもありました？」

「失礼に捉えられたら申し訳ないのだけれど、その歳で一体どれほどの女遊びをしてきたのかしら。さっきのセリフなんてぽんと言えるはずがないもの」

「あ、あぁー……それですか。自分でもそう言えたことにビックリしていますよ」

「ふふっ、なによそれ」

　実際、女性に慣れているわけではない。正確に言えば慣れている風を装っているだけ。

　このセリフだって姉であるカヤにアドバイスをもらい、仕事を全うできるように練習をしていた龍馬だったのだ。

「なんだか掴つかみどころがないのね斯波くんって。架空の人物に手柄を譲ったりするところを含めて珍しいタイプだわ」

「そんなことないですよ？　普通です」

「とりあえず私に言った嘘は絶対に吐かせてあげるから覚悟なさい」

　ここであの件を掘り返してくる葉月は抑揚のない声で責めてくる。声優がするような完璧な声色の変化。少し距離が縮まったところでもう一度攻めようとの目もく論ろ見みがあったのだろう。

「もう一度言うけど私を助けてくれたのは斯波くん、あなたでしょう？」

「違います」

「自白してくれたならお礼をするのよ？」

「お礼もなにも助けたのは自分じゃありませんし──」

　責任感のある葉月と代行者としての龍馬の意地がぶつかる。

「──あれ、この話はもうしないって葉月さんが言いましたよ？」

「っ、正論で女性をいじめるだなんて酷ひどいわ。代行会社に訴えようかしら」

「ちょ、いじめたつもりなんてないですよ!?」

「もういっそのこと泣いてしまおうかしらね。正直なことをなにも話してくれないって」

「それは卑ひ怯きようですよ……。って、そもそも自分じゃないですから泣かれてもダメージはないです」

　譲れないところは譲らない。それがこの二人の特徴であり、ある意味相性もいいだろう。

　それから話が途切れることなく盛り上がりを見せながら目的地に足を進めること数十分。

　葉月は龍馬の肩をぽんぽんと叩いて動きを止めていた。

「こっちよ、斯波くん」

　葉月がいきなり方向転換したと思えば体を向けた先は薄暗い裏路地。正直に言えばあまり寄りつきたくはない雰囲気のある場所。

「本当にこっちですか？」

「ふふっ、ここで嘘をついても仕方がないじゃない。ついてきて」

　この道に慣れているのだろう、ためらう素振りを見せることなく路地裏を歩いていき、その後ろから龍馬も続いていく。

　その路地裏を抜ければすぐだった。

「ここよ」

　葉月が人差し指をさした場所には二階に上がる小さな階段があり、そこを覗くと Open と書かれた小さなプレートがガラス張りのドアノブにかけられている。

　パッと見では営業しているのかわからないくらいの店だった。

「なんだか本当に知る人ぞ知るお店って感じですね……」

「最初は入りづらいでしょうけど、私がサポートしてあげるから安心してちょうだい」

「あはは、なんだか申し訳ないです」

「気にしないで。斯波くんと会話しているだけでも十分楽しめているわ。今日は満足できる時間を過ごせそうよ」

「それは自分もです。いろいろとありがとうございます」

「ふふっ、それじゃあ入りましょうか。中で暖まりましょう？」

「そうですね」

　外も冷えているからか、手招きで素早く導いてくれる。

　龍馬にとって初めてだが、葉月の人柄と頼たより甲が斐いには本当に救われていた。今日の依頼者が葉月でなければこんなにも心の余裕は生まれていないだろう……。




　Shine。その店内は龍馬にとって異空間のようであった。

　店内はキャンドルの光のみで適度に暗く、何十年か前に流行はやったようなジャズ・ピアノの音楽が天井のスピーカーから優しく流れ続けている。

　カウンターには美しいシェイカーが置かれ、奥のバックバーにはウィスキー、ブランデー、リキュールなど多種多様の酒が取り揃そろえられている。

　希少価値があるだろうボトルは大型ディスプレイ式の棚に置かれ、見せる収納にもなったような綺麗なまとまりを見せていた。

　隠れ家というだけあり、店内の客は葉月と龍馬だけ。お酒を提供する場らしい内装と落ち着いた雰囲気が漂っていた。

「どうですか龍馬さん。Shine のご感想は」

　龍馬に声をかけてくるのは店の正装を見事に着こなした若き男性バーテンダーである。

「あ、あはは……正直、慣れませんね。もしなにか失礼なことをしてしまったらすみません」

「いえいえ。作法やマナーは気にせず、美味しく飲んでいただければそれで結構ですよ。この言葉は本日、自分に仕事を押しつけて家族団だん欒らんを楽しんでいるマスターの口癖ですので」

　ニッコリ微笑ほほえみながら上の人間に皮肉を利かす彼だが、その顔はとても優しげだった。それはまるで押しつけられるには十分の理由だと言わんばかりに。

　この店のマスターと信頼関係を結べているからこその言い方であるのは容易に汲くみ取れる。

「このお酒、飲みやすくて本当に美味おいしいです」

「ありがとうございます。この先お酒を飲む機会も増えると思いますのでその際には是非、当店をご利用ください」

「はい、わかりました」

　初めての龍馬を気遣うように巧みな話術で緊張をほぐしてくれる。居心地良くしてくれる能力だろう。

「ちょっと？　隙あらば私の斯波くんに営業をかけないでもらえるかしら。グルだと思われたら私も嫌われちゃうじゃない」

「それは申し訳ございませんが、これも仕事ですので……」

「そうやって欲張ってたくさんのお客さんを取り入れようとするからバチが当たって腕を骨折させられたりするのよ」

「ちょっと待ってください。それとこれは別問題じゃないですか」

　バーテンダーと龍馬が話し終えたタイミングをしっかり見ていた葉月はこのタイミングで話題を提供する。

　インパクトのある内容であればあるだけ龍馬も会話に交じりやすくなる。馴な染じめるようにすぐに手を打つ葉月なのだ。

「え？　お客さんに腕を折られたことがあるんですか？」

「お客様と呼ぶにふさわしくない相手ですけど、事実ではあります。八年も前のことになりますね」

「その時のお話、とってもロマンチックなのよ」

「ロマンチック……ですか？」

　腕を折られたことがどのようにロマンチックに繋がるのか、なんの情報も知らない龍馬は目を大きくして続きを促す。

「あの、神城さん。このように自分の過去をお客様に言いふらすせいで、こうして手伝いで入った日には毎回誰かしらにいじられてしまっているんですが」

「その文句はこのお店を密ひそかな恋愛スポットにしようとしているマスターに言ってちょうだい？　私は言いふらす許可をもらっているもの」

「本人に許可を取らないのは横暴ですよ……。龍馬さんもそう思いません？」

「ここまで来たら斯波くんも気になるでしょう？」

「え……」

　唐突に突然の選択を迫られる龍馬である。

　二人の問いかけに逡しゆん巡じゆんに次ぐ逡巡を重ねるが、味方につくのならもちろんこの人しかいない。

「すみません、自分は葉月さんの味方でお願いします。そのお話がどうしても気になってまして……」

「ほら、ということでお話良いかしら？」

「こうして自分が断れない状況の時にだけ許可を取るんですから……。もうお好きになさってください」

　龍馬が葉月側についたことで二対一の構図が作られる。

　盛り上がりに欠けるような行動は取らないようにしているのだろうか、肩をすくめた彼はすぐに割り切った表情を浮かべていた。

「ふふっ、それじゃあ遠慮なく」

　オレンジ色のロングカクテルを喉に流した葉月はご機嫌になったように口を開く。

「彼の言う通り、八年前になるのだけれどこのお店には看護科に通っていた学生の常連さんがいたらしいの。その女性はちょうど斯波くんと同じ二〇歳だったわ」

「自分と同い年で常連さんだったんですか……」

「その女性は容姿も性格も素晴らしいのよね？　その当時からこのお店でアルバイトをしていた誰かさん？」

「……否定はしませんよ」

　こちらに背を向けてグラス拭きをしている彼だが返事だけはしてくれる。過去の話を第三者に話されるのはやっぱり恥ずかしいのだろう。

「このように否定しないのは当然でね、その女性は別の大学生からも告白されるくらい人気者だったの。そして、その女性は彼がアルバイトの日には必ずここを訪れていたらしくて、一緒にお出かけするくらいに距離も縮まっていたらしいわ」

「なるほど。つまりその女性はバーテンダーさんのことが気になっていて来店されていたわけでもあるんですね」

「その通りよ」

　恋バナというのは男女共に楽しめるジャンル。興味津々の反応を示す龍馬だが、ここから展開が変わることになる。

「でも……二人の関係は順調にはいかなかったの。その女性の人気があったが故にストーカー被害にあってしまって……、この店がその現場でもあるのよ」

「えっ!?　ここがですか……？」

「そう。そのストーカーは彼のことが本当に気に入らなかったらしくてね。来店したと思えば店内で大暴れをして、数ヶ月間は営業を停止しなければならないくらいの損害が出たの」

　八年という年月が経たっているからだろう、この店内を見ればその時の面影は全くない。『冗談を』なんて言葉で済ますような相手がいてもおかしくはないが、葉月の表情やこの事件の被害者がそれを止めない時点で真実だと証明している。

「ここでさっきの話に戻るけれど、常連の女性を庇かばった結果、バーテンダーさんは右腕を骨折する大おお怪け我がを負ってしまったというわけなの」

「な、なるほど。ストーカーの方はもう自滅覚悟だったわけですか……」

　恋は時に人を狂わせる。それが現実になった事件だろう。

　ストーカーの行ったことについては全く同情できないが、大怪我に営業停止をしなければならない事態に陥った時点で大惨事であったことには違いない。

「で、骨の折れ方も酷かったことで入院することになって、毎日毎日その女性がお見舞いにくるようになったの。あとから聞いた話だと入院してよかっただなんて幸せそうに言ってたわね」

「あ……。ということは？」

「ええ。お察しの通り、そのことがキッカケで無事結ばれた二人は、八年続くお付き合いをしているらしいわ」

「そういうことだったんですね。マスターさんがこのお店を恋愛スポットにしようとしている意味もわかりました」

「い、いやいや……お恥ずかしい限りです」

　平常心の横顔を見せているバーテンダーだが布で拭くグラスがキュッキュキュッキュ鳴っている。拭きすぎであることは間違いなく動揺が隠しきれていない。こんなところが接しやすさの一つに繋がっているのだろう。

「えっと、これを聞くのは野や暮ぼなんですが……八年のお付き合いとなると結婚のご予定はないんですか？」

「ふふっ、聞かれてるわよ？」

「そうですね。彼女の仕事もようやく落ち着いてきたので、今年のクリスマスにプロポーズをする予定です。はは……」

「あっ！　頑張ってくださいね。応援してます」

「自慢の彼女さんだものねぇ。彼女のために女性客のことを全員苗みよう字じ呼びに変えたくらいだし」

「んー。もうこの話はやめにしましょう！　そろそろお二人のお酒がなくなりそうですので用意します、次はカシス系でいきますから」

　カウンターの向こうで慌ただしく次のお酒の準備に取り掛かっている彼。最初にあった落ち着きがなに一つとしてなくなってしまうほど、彼女のことを突かれると弱いようだ。

「ふふっ、一いち途ずなことを挙げたら逃げ出したわよ。しかも私達の要望を無視してお酒を作るだなんてバーテンダーらしくないわよね、斯波くん？」

「あ、あはは……」

　一緒になってさらに彼をからかうのも面白いだろうが、これ以上酷ひどくならないように苦笑いで流す龍馬である。

　代行中の龍馬はバーテンダーに同情していたのだ。こうしてからかわれた時のことを想像して。

「じゃあ最後にこれだけ言おうかしら。彼とその彼女さん、立場がクルクル逆転して物もの凄すごく面白い関係なの」

「立場……ですか？」

「それはぁ、普段は彼がリードしているらしいのだけれど、夜の方は彼女さんにグイグイ引っ張られちゃってるらしいのよ」

「へ!?」

「ちょっと!?　なにをおっしゃっているんですか！」

　突然のオトナの話に呆ほうけてしまう龍馬。さらに一番の被害者である彼は酒瓶を持ったままカウンターから身を乗り出し制止にかかろうとしている。

「今日も仕事終わりに彼女さんにお迎えに来てもらって、あそこに向かうのでしょう？　あっ、連れていかれるの間違いかしら」

「なんで……。神城さんは一体どこからその情報を!?　自分の彼女と神城さんは連絡先の交換をしていないはず……」

「ふふふっ、ごめんなさい。その反応、図星を突いちゃったみたいね」

「……」

　その発言を聞いた途端、バーテンダーは真顔と化する。その一方、してやったりのニンマリ顔をしている葉月は頬ほおを朱色にして満足そうにしている。

　シラフの葉月ならこんな会話はしないのだろう……。これがお酒の怖いところ。

「……神城さん。カマかけましたね」

「確認するまでもないんじゃないかしら」

「はぁ。やられました……」

　ほろ酔い状態の葉月だが、駆け引きの強さと鋭さは健全。

「龍馬さん。こんな女性には注意を払うようにしてください。自分のようになってしまっては遅いですから」

「はい……。気をつけます」

「こんな女性って失礼ね……もぅ」

　顔を真っ赤にしながらも真剣に訴えてくるバーテンダー。目の前で見せられた光景。これほど説得力を感じるものはなかった。




「あ、そう言えば聞いてなかったわね。斯波くんに彼女さんはいないの？」

　これは二杯目のお酒を飲もうとした矢先のこと。葉月はプライベートな部分に触れてきていた。

　話を広げさせる意図もあるだろうが、これは悪くない傾向だ。龍馬という一人の人間に多少なりとも興味を持っているのだから。

　このプライベートな話こそ距離感をもっと縮められるチャンスである。

「彼女はいませんよ。むしろ彼女がいたらこんな活動はできてませんから」

「あら、私はてっきり彼女さんになにかをプレゼントするために……なんて思っていたわ。女性にかなり慣れているようでもあるから」

「楽しみながら必死に食いついているだけですよ？　慣れているわけではないです」

「ふふっ、とってもわかりやすい冗談よね。それじゃあお姉さんは誤ご魔ま化かせないわよ」

　アルコールは徐々に効果を増しているようだ。わかりやすいくらいに上気している葉月だがさらにお酒を流し込んでいる。

「でも……立派よね、斯波くんは。そんなに若いうちからちゃんとお金を稼ごうとしてるんだもの」

　ベテランキラーの女王と呼ばれる葉月に『慣れている』と信じ切らせていることは快挙だが、当の本人は一生懸命に葉月に食いついているだけ。

「立派とは言えないですよ。ただ見み栄えを張りたいなんてちっぽけな理由もありますので」

　龍馬がお金を稼ぎたい理由は自分で学費を払うためであり、姉のカヤに負担をかけたくないから。

　これを誰かに打ち明けたのなら『立派だ』と言われるだろう。しかし龍馬はこれっぽっちもそう思っていない。

　自立する前に両親が他界し、家庭環境が複雑であるからこそ当たり前のことだと考えている。

「見栄というとどのような？」

「えっと…………お金には全然困ってないアピール、のような感じですかね？」

　一般的には不自由ない生活ができているとはいえ、家庭の事情を話せば空気は自然と重くなってしまう。

　龍馬ができるだけ正解とは離れた答えを選ぶ。

「ふふっ、なんだか可愛らしい例えを出してくれたけれどそれも立派なことなのよ？　なんにしても頑張った人しか得られないことだし、お金を稼ぐことにちっぽけなこともないわ。ね、バーテンダーさん？」

「さっきカマをかけられた件があるので否定したい気持ちしかありませんが、反論が思い浮かびませんね。その通りだと思います」

　龍馬と葉月、二人で会話している時には音を最小限にして作業をしていた彼は邪魔はしないように考慮していたのだろうが、葉月に促されてから会話に入ってくる。

　この二対一の構図は良いようにも悪いようにも転がる。

　責められる時は非常に厄介になり、こうして諭される時には非常に有用になる。

「なんか自分がすごく子どもに思えてきましたよ。やっぱり考え方が違いますね」

「二十歳は大人だけれど、大人の第一歩だもの。私から見たらまだまだ未熟よ」

「となると、自分から見て神城さんは二つ下なので未熟になりますね」

「グラスに入ってる氷、投げつけようかしら」

「その際にはマスターにご報告させていただきますがよろしいでしょうか。一店員に喧けん嘩かを売ったとなれば出禁は確実でしょう」

「う……」

　カウンターから出て客用のテーブルを拭いている彼は毅然とした態度で鋭い眼光を放った。

　カマをかけられた仕返しだろう。夜の方は彼女に引っ張られているとは思えないくらいに見事なカウンターを放つ。

「さて、こんな意地悪をしてくる誰かさんは無視して二人っきりで飲みましょう。もう会話には入れてあげないんだから」

「それは残念です。お酒がなくなった際には遠慮なくお呼びください」

「……ありがとう」

「どういたしまして」

　拗すねながらもしっかりとお礼を伝えた葉月にバーテンダーも優しいお返し。横にいる龍馬は大人の対応と葉月の可愛らしさをしっかりと目撃していた。

「あぁそう。斯波くんって今は二〇歳らしいけど、社会人をしているのかしら？」

「いえ、大学生ですね。来年で三年目になります」

「……あら、このお仕事をしているからてっきりそっちの方だと。親御さんはよく許してくれたわね。学生さんだとなかなか許しを得難いお仕事でしょう？」

　一般的なバイトであるならまだしも、恋人代行はどうしてもそれには当てはまらない。人間トラブルも多いバイトであるために許可されないことがほとんど。学生で代行会社に籍を置いている者が少ないのがその証拠。

「それなんですけど許されているわけではないんです。家族には内緒にしてこっそりとやっています」

「えっ？　それは大丈夫なの？」

「あはは……、大丈夫とは言えないですよね、やっぱり。もしバレたら口も利いてもらえなくなるどころか家から追い出しをくらうかもしれません。家族ルールがあって、報告、連絡、相談は絶対でして……」

　家族それぞれに独自のルールがあるだろう。龍馬の場合はこの三つ。特に学業に影響が出るようなことを連絡しないのは許されない。

「斯波くんの性格からして約束は守るタイプでしょうからご家族に相談しても却下されるって判断でその選択をしたのかしら？」

「そうです。理由は控えさせてもらうんですけど。自分とすれ違いがありまして……」

「斯波くんの気持ちは十分にわかるけれど、私ならご家族の味方につくわ」

「……自分もそうです。逆の立場でもそうします」

「となると斯波くん自身に引けない理由があるのかしら」

「はい。ここだけは絶対に」

　引けない理由というのは学費の件のみ。姉のカヤに負担をかけたくないその一心でこのバイトを続けているが、ここから龍馬は知ることになる。高時給であるこのバイトの恐ろしいところを。

「私はその理由を詮索したりはしないけれど、しっかりとした覚悟は持っておくべきよ。わかっていると思うけれどこのお仕事はトラブルが本当に多いの。それも一人では対処できないようなトラブルがね」

「例えば……とか聞いてみてもいいですか？　正直、実感がなくて……」

「ふふっ。わかったわ。ただ文句だけは言わないようにお願いするわね」

「文句？」

「ええ、文句よ」

　まるで龍馬から促されることを狙っていたような葉月は、そんな注意喚起をしながら青の瞳を妖艶に細める。そのまま右手で頬ほお杖づえをついた時だった。

「ッ!!」

　葉月は躊躇ためらうことなく左手を龍馬の太ももに伸ばして優しく置くのだ。

「ちょっ!?」

「静かに。バレちゃうわ」
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　龍馬が声を上げようと、抵抗しようとすればウインクをして気を逸らす葉月は、太ももに置いた手を扇情的に撫なで始める。さらには細く長い足まで絡ませるようにしてくるのだ。

「ふふっ、偉いわね」

「い、いや……あの、これは」

　際どいところまで手で触れてくる葉月に戸惑いと冷や汗を浮かべる龍馬は身じろぎをして手を剥はがそうとする。

　二人はお金の繋がりがあるだけであり、過度な接触は代行のルールとして禁止されている。この線引きは必ず行わなければならないこと。しっかりとした意志を見せなければ代行者として失格。

「……葉月さん、それ以上はお控えください」

　そんな強い言葉を発せば、言い負かされてしまうことなど知らずに。

「そうねぇ。いきなりだけどこの件を会社に伝えようかしら。斯波くんという代行者は家族に内緒にしてこの仕事をしているって」

「え!?」

　脳裏でその言葉を理解した時、龍馬は両目を見開いて石化したように動きが固まる。

「確か契約書には必ず合意をいただく旨が書いてあったはずよね」

「……ッ」

「それに私、代行会社の社長さんと知り合いでもあるの。その社長さんは保守的な人でもあるから家族に連絡をして許可をいただくように動くか、許可が取れるまで斯波くんの名簿を取り消すでしょうね。この業界はトラブルも多々発生するから代行者さんを守るための手段として」

「……」

「つまり、内緒で働いているという件がバレたのなら斯波くんにとって一番恐ろしいことが起きるんじゃないかしら……ね？」

　饒じよう舌ぜつに、龍馬の逃げ道を全て塞いでいくように発言する葉月は悪魔のような笑顔を作るのだ。

「この件を言われたくなければ私に抵抗はしないこと。私の指示には全て従うこと。さて、斯波くんはどっちを選ぶのかしら」

　丁寧な選択肢を出されるも言い返す言葉はなにもなかった。素直に従う以外になかったのだ。それほどに恐れていることが家族バレなのだから……。

「わかりました……。従います」

　カヤの性格を知っているからこそ、『支えたい』なんて言い訳は通らないことは理解している。それ以前に家族ルールを完全に無視してすでに働いていることが問題でもある。

「ふふっ、それじゃあ代行のお時間が終わったら夜中まで私と遊びましょうか。ご家族にはデートがあるからと連絡するようお願いするわ」

　太ももの内側をそっと上に撫で、大人の表情で命令をしてくる。美しさもあり、不敵さもあり、青白い顔をする龍馬はゆっくりと頷うなずく。雌雄が決したその途端──、

「と、こんなところかしらね」

「え？」

　葉月の声色が変わり、太ももに置いた手まで退どかしてくれる。

「なによその呆けた顔……。だからこれがトラブルの一例よ。代行者さんよりも依頼者の立場が強くなってしまえば依頼者の指示に従う他なくなる。一人では対処できないトラブルを実演したのよ」

「あ……。演技力がすごくて……」

「さすがに年下の子をいじめたりはしないし、社会人だからそのようなことは弁わきまえているつもり。ただ一つだけ言えるのは代行者ならばどんなに信頼している依頼者に対しても弱みを見せてはいけないの。一度でも隙を突かれたのなら今のようにされるがままになってしまうから」

「あ、ありがとうございます……。本当に勉強になりました」

　龍馬は本当に運が良いのだろう。悪意を持ち合わせていない姫乃がリピーターになってくれただけでなく、二人目はこんなところまで注意をしてくれる葉月が依頼者になってくれたのだから。

　もし、葉月以外の相手とデートをしていれば今のようなことになっていたのかもしれない。代行経験が未熟な龍馬にとってこの件は大きな成長に繋がることだった。

「斯波くんは優しいから特に心配ね。あのように言ってくれたのだって自身の情報を出して私との距離を縮めるためでしょう？」

「あはは……。バレてましたか」

「まったく……。斯波くんのような代行者さんに会うのは本当初めてよ。ほとんど捨て身じゃない」

「そんなところをツッコまれるだなんて思わなかったんです。ただ、今回の件で本当に勉強になりました」

「それなら私も伝えた甲か斐いがあるわね。取り返しのつかないトラブルを防ぐためにちゃんと身につけなさいよ？」

「ありがとうございます」

　その返事に柔和な表情を浮かべてくれる葉月に龍馬は嬉しくなる。心が温まっていく。

　それから、お酒が進むごとに二人の距離も近づいていく。話は途切れることなく盛り上がりを見せていた。

　龍馬も少し酔いを感じている時、葉月の顔もかなり赤みを増していた。お酒の弱さで言えば間違いなく葉月に旗が上がるだろう。

「葉月さん。自分からも一つプライベートな質問をしてもいいですか？」

「ええ、私に答えられることなら」

「それでは遠慮なく……。あの、葉月さんはどうしてこのサービスを利用されているんですか？　正直、彼氏には困っているようには思えなくて……ですね？」

　アルコールで少し思考も鈍っている龍馬は普段は絶対に質問しないだろうことを口に出す。だが、これは出会った当時から疑問に感じていたこと。

　本当に珍しいだろう。モデルのように美しく、高級マンションに住んでいるような女性がお金を払って恋人代行サービスを利用していることは。

「その質問は依頼者を気持ち良くさせるためのマニュアルなの？　他の代行者さんにも同じようなことを聞かれるのだけれど」

「多分ですけど、自分のように感じられる方が多いんだと思います。出会った時にも話したんですが、葉月さんはお綺麗で自分の弱みを握っても注意をしてくれたり……。そんな人柄もいい方がどうしてと思います」

　疑問とも言える好奇心が、褒めると言う恥ずかしさの上に立つおかげですらっと言葉に出てくる。

「そうね。今までの代行者さんには教えていなかったけれど、踏み込んだ話題に対してちゃんと前置きをして聞いてくれたから斯波くんには特別に教えてあげるわ」

「特別？」

「そうよ。他の代行者さんは『どうして依頼するの？』なんてズカズカと踏み込んでくるもの。斯波くんと違ってワンクッションを挟むこともなく」

「そんなこともあるんですか……」

　葉月の口からとんでもない発言が出た。龍馬からすれば依頼者のプライバシーに突っ込んでいるという事実は衝撃的だったのだ。

　いや、葉月が相手だからこそ代行者が関係を前に進めさせたい私欲が出てしまったのかもしれない。

「だから斯波くんはそのままの性格でいてちょうだいね。その方が喜ばれるから」

「も、もちろんです」

「それじゃあ話を戻すけれど、私が代行サービスを利用する理由は単純に仕事が恋人だから。……学生の斯波くんにはあまり共感できないことだと思うけれどね」

「仕事が……恋人？　それは言葉の意味のままですよね？」

「ええ。このサービスを利用している以上、彼氏はほしいし結婚願望もあるのだけれど仕事が忙しいからプライベートな時間を作ることができないの」

　グラスに注がれた紫の酒を小さく口に入れ、言葉を続ける。

「私、前に彼氏がいたのだけれど、その彼には一ヶ月で別れを告げられたわ」

「一ヶ月!?　葉月さんが相手なのにですか……？」

「もちろん私が悪いのよ。別れる日の最後まで会える日を作れなかったから。予定を立てても新しい仕事が入ったり……最後の最後まで彼を傷つけて最低だったわ」

「……」

　フォローしようと一生懸命に頭を働かせる龍馬だが、この話題に対応するのは至難の技だろう。雑な声かけはさらに葉月を傷つけてしまうだけなのだから。

「深く話すのも面白くないから大まかなことだけ伝えさせてもらったけれど、これが理由よ。昔の失敗を繰り返さないために私はこのサービスを利用しているの。……やっぱり、人を傷つけるのは最低よね。それがわかっているのに軽率な行動を取ってしまった私は……もう言葉にならないわ」

「葉月さん……」

　誠実で良心のある葉月だからこそ、軽率だった行動が許せないのだろう。断言した口調、それが全てを物語っている。

「でも、ここまできたらもう少し聞いてもらおうかしら」

「は、はい？」

「仕事が恋人だって言ったけれど、正直、それも辛いのよ。斯波くんには言っていなかったけれど、私は仕事で上の立場にいて、だからこそ厳しい言葉を発さないといけない時がある。いくら言い方に気をつけても相手を傷つけてしまう。……それが昨日起きたことよ」

「昨日……」

　慰めの言葉、同情の言葉、はたまた責める言葉か。

　葉月がどんな声をかけてほしいのか龍馬にはわからない。気の利いた言葉すら思い浮かばない。

　ただ、お酒の力があるからこそ葉月の弱音を聞くことができるのだろう。シラフの時には一切そんなことは感じられなかったのだから。

「だから寂しくなった時とか、楽しさを感じたい時とか、気晴らしとか、仕事が辛くなった時にこのサービスを利用しているの。重たい気持ちで仕事に向き合えば周りにだって影響するから」

「そう……だったんですね」

　言っている意味はもちろんわかる龍馬だが、上の立場で働いたこともない分、共感することができない。変にフォローしてしまえば逆に不快にさせてしまう。

　恋人の代行をしているのになにもすることができない未熟さ、悔しさが沸騰するように込み上げる。

　この時、『満足させられない』『報酬が減ってしまう』なんて感情はなかった。

　間を持たせるように、お酒に逃げようとした時。

　龍馬は偶然、目の端に映すのだ。──上半身を左右に振り、変な動きで注目させようとしているこの店のバーテンダーを。

　目だけを動かして視線を合わせれば、彼はいきなりこのジェスチャーを繰り出してきたのだ。

　腕を前に出して、そこに頭があるように『よしよし』をしているそんな行動を……。

「……!?」

　その意味を理解した龍馬は息を呑のむ。『それはできないですって！』と伝えるように微かすかに首を振るが、

『慰めたくはないんですか？』

　腕を組んだ彼は真顔のままアイコンタクトで訴えてくる。

『そ、そうですけど嫌がったりするんじゃ……』

『信じてください。今の神城さんの顔を見ればわかりますよ』

　人差し指でこっそりと葉月をさすバーテンダー。それに釣られるように首を動かせば、顔に影を作って落ち込んだ表情の葉月が映る。

　沈黙したまま、一人の世界に入ったようにグラスに入ったカクテルを回しながら視線を下に向けている。

『あとの判断は龍馬さんに任せますよ』

『……わかりました』

　彼に頷く龍馬は深呼吸。葉月を慰めたいその強い気持ちで覚悟を決める。

「葉月さん、少し失礼します」

　龍馬は座ったまま、カウンターテーブルを伝ってほろ酔いの体を近づける。そして……恐る恐る右手を伸ばし、葉月の髪に優しく触れるのだ。

「んっ」

　驚いたような声を出して勢いよく顔をこちらに向けてくる葉月に龍馬は微笑を浮かべて手を動かしていく。

　艶あでやかで豊かな綿菓子のような綺麗で柔らかい髪は手に馴染む。ずっと触っていたいほどにサラサラとしていた。

「葉月さん」

　龍馬が次の言葉を口に出すまでの時間は二秒。

「お仕事いつもお疲れさまです。でも、今は自分と遊んでるんですからつらいことは忘れてください。自分がリードできるように頑張りますので」

　正直なところ葉月にはリードされてばかりだが、この気持ちは本当だ。これが龍馬にできる精一杯のこと。

「……」

「……」

　瑠璃色の瞳をこちらに向けてぼーっとしている葉月だが、その間、龍馬は葉月の頭に置いた手を止めることはない。

「斯波……くん」

　上目遣いから視線を逸らされ、口に手を当てながら顔を赤らめる葉月はされるがままの状態で名を呼び……ムスッとしたまま声を放つのだ。

「い、言ってくれるじゃない……。年下のくせに……」

「あは、はは……」

　葉月の声色から、気に障ってしまったのかもしれないなんて心配になった龍馬は、これくらいで手を離そうとする。

　だが、それは杞き憂ゆうだった。

「斯波くんがそんなに言うのなら……もう少し……続けてくれてもいいわ……」

「ッ!?」

　それだけ言って葉月は、キリッとした瞳を閉じて撫でられやすいように柔らかい体を龍馬に優しく預けてくるのだ。

「なによ、今の反応……。嫌とは言わせないわよ」

「い、いや……なんでもないです」

　真っ赤になった両耳を髪で隠すように、それでも強気の葉月に龍馬は安らぎを提供していたのだった。




　そこから何十分が過ぎただろうか。

「すぅ、すぅ……」

　葉月はカウンター席で規則正しい寝息を立てていた。仕事疲れにストレスにお酒に。この三つが影響しているのは間違いないだろう。

「神城さん、寝てしまいましたか」

　そのタイミングで声をかけてきたバーテンダーである。

「……ですね。さっきはサポートをありがとうございました。あの指示がなければなにも動くことはできませんでした」

「お気になさらず。と言ってもあのように指示をしたのは龍馬さんが初めてですけどね。っと、龍馬さんは他になにか飲まれますか？」

　グラスが空になっていることに気づいた彼は優しく促してくる。

「えっと、ではジンジャーエールをお願いしてもいいですか？　これ以上お酒を飲んだら葉月さんの面倒を見ることが困難になる気がしまして……すみません」

「それは賢明な判断ですね。かしこまりました」

　まだお酒に慣れていない龍馬はもう四杯のお酒を飲んでいる。

　体温が上がり、脈も早くなっているのがわかるほど。これ以上お酒を飲んでしまえば正常ではいられなくなると自己判断していた。

　葉月と恋人ならまだしも、龍馬はただの代行者。お酒なんかでミスをするわけにはいかないのだ。

「それにしても神城さんはよほど龍馬さんのことを信頼されているんですね。神城さんが寝ていらっしゃるのでお話しさせていただきますが」

「そうなんですか？　自分はそうは思いませんけど……」

　氷の入ったジンジャーエールをカウンターに出しながら話を振ってくるバーテンダーに食いつく。どこをどう見て信頼されていると思ったのか疑問だったのだ。

「神城さんは男性とご来店される際、お酒は必ず二杯まででセーブされてますから。それも早上がりされるのでこんなに長い時間おられていることも正直ビックリしています」

「え？　今日は五杯くらい飲んでいたような気が……」

「龍馬さんとの会話が楽しかったこと。もっと言えば泥酔してもなにもされないという信頼があったからと見ているんですがどうですか？　後者については龍馬さんになにかしらの心当たりがあるのではと推測していますよ」

「……ど、どうでしょうね。あはは……」

　推測とは言うものの、確信しているような様子に龍馬は完敗だった。言葉を濁して否定を匂わせるも葉月が泥酔していたところを助けたという事実が確かにある。

　お酒の量をセーブしていない状況一つでここまで見破ることができているのは葉月の性格を知っているからであり、彼の勘が良い証拠だろう。

「その反応で安心しましたが、ある程度の判断材料がなければあのようなジェスチャーはしませんよ。もし神城さんが嫌がりでもしたら自分にも責任がありますからね」

「そう言われてみれば……。バーテンダーさんにもリスクがあったことなんですね」

「もちろん。ですが思った以上に効果はあったようですね」

　彼は子どもを見るような温かみのある眼まな差ざしを葉月に送った後、龍馬に視線を向けてくる。

「……神城さんはお酒に酔った際、毎回のように仕事の反省や失敗を口にするんですよ。もう少し周りを見るべきだったとか、もう少し怒り方を変えれば傷つけなかったのかもしれないとか。そんな時にどのように慰めてほしいのかはなんとなくわかるのですが、自分には彼女がいるのでそんなことはできず……と」

　葉月が寝ているのをいいことに、バーテンダーはプライベート情報を次々と教えてくれる。その中でも公言してはいけないことはしっかりと見定めているのであろう。

「ですので、今日は間接的にできてよかったです。あのように甘えた葉月さんも見ることができましたので次にからかう材料が増えました」

「あっ、からかうのは程々でお願いできたらと思います……」

「龍馬さんにそう言われましたら仕方がないですね。かしこまりました」

　冷静に話を聞いている龍馬だったが、『甘えた葉月さん』なんてワードを聞くだけで心臓はドキッと大きな音を立ててしまう。

　未いまだ手に残っている葉月の柔らかい髪の感触。ぬいぐるみのように何度も触りたいくらいの手触りに、石せつ鹸けんのようなシャンプーの匂いが残っていた。

「神城さんは仕事でもプライベートでも気の抜けない性格をされてますので、リードされればされるだけ嬉しく感じられるかもですね」

「自分の実力じゃ葉月さんをリードするのは厳しいですよ……」

　龍馬にとっては立場も経験も違う相手をリードするのはなかなかに気が重いことだが、そういう行動を取れるようになるのが葉月を一番喜ばせられること。

「……ですが、龍馬さんはそこまで気負う必要はないと思いますよ。無理をせずとも大丈夫です」

「と言いますと？」

「正直なところ、あんなにも親しそうに誰かと接していた葉月さんを見たのは初めてでした。愛想笑いをしていなかったところも含めてです。龍馬さんとは本当に楽しい時間を過ごされていたと思います」

「そう思いますか!?　葉月さんのことですから、そういったことはあまりわからないんじゃ……」

「偽り方が上手なので確かに難しいところなんですが、長くかかわらせてもらっているので雰囲気でわかりますよ」

「その通りであれば本望なんですが……」

「自信を持ってください。なにしろあの葉月さんを相手に『お仕事いつもお疲れさまです。でも、今は自分と遊んでるんですからつらいことは忘れてください。自分がリードできるように頑張りますので』なんて言えるんですから」

「ちょ!?　なんで一言一句覚えているんですか……！」

「職業柄というものでしょうか。からかうつもりはなく、素直にカッコよかったですよ」

「そ、それは……ありがとうございます……」

　年上の、さらには大人のバーテンダーから素直に褒められる経験はなかなかないこと。気恥ずかしさを紛らわせるように龍馬は店内に備え付けられている時計に目を向ける。

　時刻は二二時一〇分。あと五〇分で今日の依頼が終了する。お会計のためにもそろそろ葉月を起こした方がいいだろうと手を伸ばした時だった。

「あ、龍馬さん。お時間に余裕ありましたらもう一〇分少々寝かせてあげてもらえないでしょうか。気持ち良さそうな寝顔もしていらっしゃることなので」

「えっ？」

「もし呑んでいただけるのなら本日のお代は結構とさせてもらいます。神城さんのためにということでどうでしょうか」

「よ、よろしいんですか？　こういう場合は建て替えてお支払いされるんじゃ……」

「年上の好意には甘えてください。と言うものの自分がお願いしていますが」

「……」

　恋人代行以外にも書店でバイトをしている龍馬なのだ。稼ぐことの大変さを知っているだけでなく、お世話になった以上、無償でと言われるのはさすがに気が引ける。

　その心情を見抜くのが彼であり、いや、むしろこの展開を狙っていたかのようだった。

「そうですね。遠慮の気持ちが出てしまうのであれば自分のお願いを一つ聞いてくださいませんか？　それを今回のお代とさせていただきます」

「ありがとうございます。それでしたら気が楽になります……」

　バーテンダーの願いを叶かなえられるなら、と了承した龍馬だがその要求は予想もしていないものだった。

「では、本日はタクシーを使わずに神城さんを送り届けてください。家はそう遠くはないらしいのでお願いいたします」

「タ、タクシーを使わずにですか!?　どうしてまた……」

「龍馬さんがおっしゃいましたから。『今は自分と遊んでるんですからつらいことは忘れてください。自分がリードできるように頑張りますので』と」

「え、あ……」

　バーテンダーの顔がしてやったりというように変わっていく。『言いましたもんね？』と言い逃れさせない気である。彼は葉月の味方についていたのだ。

「タクシーでショートカットをしてしまっては神城さんを悲しくさせるだけですよ。お連れになったからには最後まで楽しませてあげてください」

　それは、葉月の心情を正確に読み取っているかのような口ぶり。

「あの、葉月さんは寝てしまうくらいに酔ってますので、タクシーを使った方がお体にも優しいのかなと思ってるんですが……」

「その件でしたら安心してください。神城さんに提供しているお酒はアルコール度数を通常より低くしておりますので。念のため説明させていただきますがこれは神城さんの要望ですので違法性はありませんし、泥酔しないよう調整しております」

「そ、そんなこともできるんですか……」

「常連さんの特権ではありますけどね。度数を変えてしまえばクレームに発展することもありますから」

　お酒を提供した彼がこのように主張している。そして葉月はこの店の常連客。アルコールをどれだけ摂取させるべきなのかも把握していることだろう。こちらに反論の余地はなくなる。

「目覚めた時にはしっかりと自我があるかと思いますので、最後まで神城さんを楽しませてあげてください。もし辛そうであればタクシーを呼ぶという方向でいただけたらと。それが本日のお代になります」

「わかりました。本当にありがとうございます」

「なんだかすみません。このような役回りを押しつけてしまって」

「そんなことはないですよ。葉月さんとのお出かけは本当に楽しいですのでむしろ幸せかもです」

「幸せかも……ですか。『かも』の意味をお聞きしても？」

「バーテンダーさんは葉月さんも楽しんでいると言ってくださったんですけど、自分にはあまり手応えがなく……ですね。それに葉月さんは優しいので未熟な自分に気を遣われてたのかななんて思っていたり」

「ほう？」

「やっぱり、葉月さんが一番に楽しんでくださることが嬉しいですし、自分としてはそれが幸せです」

　これは恋人代行をしているから芽生える感情ではなく、苦労人である葉月の立場を知って……である。

　お酒を含んだことで弱みを出していた葉月は正直、見ていられないほどの苦悩が現れていた。それをどうにかしてでも振り払いたい龍馬だったのだ。

「ははっ、そうですかそうですか。……神城さんは素敵な男性を捕まえたようですね」

「いや、あっ、評価を上げたいとかそういうわけじゃないですよ!?　って、お酒の影響が出てますかね。普段はこんなこと言わないんですが……」

「本日は龍馬さんとお会いできてなによりです。同じ男として見習わなければならないことも聞けたことですし」

　男同士の会話。だが、バーテンダーだけはとある方向に視線を一瞬だけ切り替えていた。

「ふっ」

　そして、龍馬に知られないようこっそりと微笑むのだ。龍馬の本音を直に聞き、起きるに起きられなくなった、とある女性に向けて。

　酔いが回っていることもあり、どんな言葉よりも心に響いていた女性は喜悦と羞恥を隠すように寝息を立て続けていたのである。




「ありがとうございました。またのご来店を心よりお待ちしております」

　扉まで見送られ、バーテンダーの落ち着いた声を聞きながら龍馬と葉月はバー Shine をあとにする。

「葉月さん、気持ちが悪いとかはないですか？　と、気が利かなくてすみません。もしあれでしたらすぐにタクシーを呼びますので」

「……ありがとう。平気だから気にしないで」

　龍馬はバーテンダーとの会話を聞かれていたことを知らない。知らないからこそ『気が利かない』なんて言い訳をする。それは自らの評価を貶おとしめてしまう発言だが、『楽しんでほしい』なんて龍馬の本心を知る葉月にとっては胸の温まる言葉でしかない。

「私はお酒には強いの。酒豪なの」

「そ、そんな見栄を張らなくても……。さっきまで寝ていたので説得力はないですよ？」

「本当ですか？」

「嘘は言わないでください」

「……本当よ」

「それでは、どうしてと聞いても？」

「た、単にお仕事に疲れていただけ。べ、別に斯波くんに頭を撫でられて気持ちよかったからとかじゃないんだから」

　突っ込まれないようにプイと顔を背ける葉月。

　本音の裏返しと捉えるには十分な反応をしているが、龍馬はそう感じてはいなかった。

「あはは……。ですよね。やっぱり葉月さんならわかっちゃいますよね。自分が頭を撫で慣れていないことくらい」

「ん？」

　龍馬が鈍くなければ、ツンデレと呼ばれる相手に一度でもかかわっていたのなら、この答えは全く違うものになっていただろう。──無論、次の葉月の発言も。

「斯波くん。もしかしなくても、今、物もの凄すごく失礼なこと考えているでしょう」

「え……？」

「今のニュアンス、私は誰にでも頭を触らせているという風に感じたのだけれど」

「……」

「無言は肯定よね。本当失礼しちゃうわ」

「で、でも……そうじゃないんです？」

「正直に言わせてもらうけれど、私、異性の中だとお父さん以外に頭を触られたことないわよ。こんな歳でもあるし」

「えっ!?　そうなんですか!?　でもお付き合いした経験が……」

　小さな頃からずっとモテている葉月。これが龍馬の印象だったのだ。今までたくさん付き合ってそんなことは経験していると思ってしまうのも無理はないこと。

「だからと言って恋人らしいことをするまで関係になってるとは限らないじゃない」

「へ、へぇ……」

「なんでそんなに驚いているのよ。もぅ……」

　今度は口を尖とがらせる葉月だ。歩き方もコミュニケーションも違和感はないが、お酒の力はまだ働いているのだろう。プライベートのことを多く話してくれる。

　お酒の度数を低くしていたとしても酔わないわけではない。いつも二杯でセーブしているお酒の弱い葉月が今日は五杯も飲んでいるのだから。

「そんな失礼な斯波くんに一つ大事なことを教えてあげるわ」

　葉月はそう言うと美麗な顔を近づけてくる。ビー玉のように綺麗な瑠璃色の瞳に龍馬を映しながら潤いのある唇を開くのだ。

「あのね、確かに私は異性との遊びには慣れているけれど安い女ってわけじゃないの。オトナの行為をしているわけでもなければ簡単に肌に触れさせるようなこともしていないわ」

　と、そんな前置きをして空を見上げながら葉月はふらつくこともなく足を止めた。

「だからこそ言わせてもらうけれど……斯波くん。あなたは私に対してとんでもないミスを犯していることに気がついていないでしょう」

「とんでもないミス？　そ、そんなことしてしまいました？」

「斯波くんが知らないはずはないわよね。会社の方から定められている代行者さんのルールを」

「……ッ」

　途端、龍馬は口を噤つぐんだ。目線を左右に動かせばまばたきの回数が異様に増える。こう言われ、とんでもないミスに気づいたのだ。

「モラル的な部分を完全に無視したわよね斯波くん。頭を撫でるようなスキンシップをする時には必ず依頼者側に許可を取るべきじゃないのかしら」

「はい……。その通りです」

「もっと言えば手を繋ぐ、腕を組むまでが会社でのセーフライン。それ以上のことは必ず依頼者に許可を取るべきこと。私がお父さんにしか頭を撫でられてない理由は代行者さんにそんなことさせていないから」

「すみません。本当に申し訳ありません……」

「忘れていたで済む問題かしら、これ」

「はい……」

　言えない。言えるはずがないのだ。あれはバーテンダーに指示されたなどと。

　そもそも実行したのは全て龍馬である。今の今まで代行時のルールがすっぽりと抜けていた。この時点で責任はこちらにあるのだから。

「申し開きは？」

「できません」

「ふぅん」

　できるはずがない。言い訳をするほど見苦しいものはないのだから。

「申し開きができないわけないでしょう？　し、斯波くんが言ったんじゃない、私をリードするように頑張るって」

「えっ、あ……」

　しどろもどろに口を開こうとする龍馬だったが、葉月が先手を打った。

「あんなこと言ってくれたのに、斯波くんが私と遊んでくれるのは今日だけのつもりなの？」

　葉月は悲しさを漂わせた顔で言った。

「私はこの件を責めるつもりは全くないの。そもそも私も龍馬くんの太ももに触ったりして過剰な接触をしてしまっているから……。そ、そうじゃなくって私は心配しているのよ。斯波くんが他の依頼者の罠わなにハメられてしまって辞めてしまうことがあるんじゃないかって。斯波くんが私を慰めようとして頭を撫でてくれたことはわかっているわ」

　責めるつもりはない。その言葉は事実なのだろう。葉月はこれっぽっちも怒った様子はない。それどころか、沈んだ顔は直らない。

「実際にいるのよ。斯波くんのような優しい心につけ込んでくる依頼者が。わざと規定を破らせるようなことをして、強いクレームを出すために証拠まで用意する依頼者が。証拠があれば依頼者側には依頼料と会社への仲介料が全額バックされるその仕組みを狙って。斯波くんも聞いたことはあるでしょう？」

「はい……。会社の方から」

「これは優しい代行者さんほど引っかかる罠なの。もうこの場で言わせてもらうけれど、次の代行も私は斯波くんを指名させてもらうわ。だから別の依頼者にルールを破らされて除籍させられるようなことは絶対に許さない」

「は、葉月さん……」

　このように言われ、龍馬はようやく理解する。

　葉月は糾弾のためにルールを破ったことを追及したわけではないと。心配の思いからも口を酸っぱくしてくれるのだと。

「いい？　私と約束してちょうだい。もし約束してくれるのなら今日のことはお互いに水に流しましょう」

「本当にありがとうございます。わかりました」

「ふふっ、お願いするわね。今日は依頼料だけ渡すけれど、もし次にちゃんとこの約束が守れたのならたくさんお小遣いを渡すわね」

「いいんですか？　楽しませられるのかわからないのに……」

「気を緩めていればもちろん会社に苦情を言わせてもらうけれど、少しくらいは甘えなさい。社会人の私が斯波くんにできることはこんなことしかないもの」

「あはは……。それではお言葉に甘えさせてもらいます。その代わり、デートが面白くなるよう努めます……」

「ええ、次も頑張ってリードしてちょうだいね」

　葉月が責めのスイッチを切ればすぐに明るい雰囲気に戻り、どこか心が通じ合ったように含み笑いを交わしていた。

「ところで斯波くん。今はどこに向かっているのかしら。私、行き先を聞かされていないのだけれど」

「どこって葉月さんのお家ですよ？　依頼時間もそろそろですし、多少は酔っていると思うのでしっかり送り届けさせてください。この時間に女性一人で出歩くのは危険でもありますので」

　葉月がタワーマンションに住んでいると知っているからこそ、案内されなくとも自宅へ送ることができる。行き先はバーとしか伝えられていなかったからこそ、送り届ける流れを作っていた。

　当たり前の流れを辿たどっているが、ここで自爆してしまう。

　龍馬はずっと言っていた。土曜日に助けたのは自分ではないと。

「ふふ、ようやくボロが出たわね斯波くん。緊迫状態から安心するとガードが緩くなるものね。気持ちはわかるわ」

「……え？　あ……」

　一歩、いや二歩も三歩も葉月は上だった。完全に出し抜かれたと心底思った。

　葉月は代行のルールを破ったことへの注意を促すことで複数の目的を達成したのだから。

　一つ。龍馬がこの先、クビにならないよう危機感を与えるため。

　二つ。次も依頼するため。

　三つ。これが本命でもあり、助けてもらった当時のことを自白させるため。

「さてさて、どうして斯波くんは私の自宅を知っているのかしら。その理由は二つしかないわよね。土曜日に泥酔した私を助けてくれた男性だからか、私をストーカーしている人物か。違うかしら」

「あ、あは……。そ、それはなんというか……」

「もし、ストーカーと答えるのならばこのまま交番に連れていくけれど……もう白状してくれるわね？」

　ニヤリと最強の脅しを伝えた葉月は白い歯を見せて顔を綻ばせた。今までずっとこの機会を窺うかがっていたのか、ここまで言われたらもう龍馬の負けである。

「ふぅ……、はい。降参です。土曜日、葉月さんにタクシーを呼んだのは自分です……」

「ふふっ、やったぁ。やっと白状させられたわ。斯波くんってば本当に頑固なんだから」

「いやぁー、はぁ……。こんな結果になるだなんて……」

「まだまだ経験が浅いわね、龍馬くんは。これからしっかりと私が鍛えてあげるから覚悟なさい。次の依頼時にはこの件のお礼も一緒にさせてもらうわね」

　葉月の顔には晴れやかな笑みが浮かんでいた。しっかりと白状させられたこと、さらには車道側に龍馬が立っていることで大事にされていることも実感するのだ。

「斯波くん、最後に手を繋ぎながら帰りましょうか。あと、このまま直接帰ったら時間が少し空いてしまうから遠回りもしてね」

「えっ、葉月さん、今まで代行者とは握手以外にされたことはないんじゃ──」

「──なにか文句があるのかしら？」

　手を差し出しながながらジトリと青の瞳を注いでくる。

「あっ、そういうわけではなくて……すみません。では失礼します」

「そんなにかしこまらないの。まだ依頼は続いているのだから最後までリードしてちょうだいね、ふふっ」

「はい、頑張ります」

　そうして、月明かりに照らされる夜道を恋人のような距離で歩くのだ。

　道路には一つになった影が作られていた。
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「いやぁ、いっぱい飲んだねぇカヤやん！　もうお腹なかタプタプだよぉ。同期会はやっぱ楽しいねぇ」

「アタシもー。これサプリ飲んでなかったら絶対明日は死んでたよ」

　時刻は二二時四〇分。

　龍馬の姉、カヤは同期の友達と共に帰路についていた。

「だよねぇー。日曜日を挟むから大丈夫だとは思うけど、アルコールが残ってたりしたら葉月マネはカンカンに怒るから本当ヤバイしね！」

「でもそこは自業自得だから仕方がないけどね？　社会人としては当たり前のことだし」

「わたし葉月マネのモノマネ得意なんだぁー。ね、聞いて聞いて。……『あらぁ、もしかしなくてもお酒抜けてないんじゃないかしら？』はい、どう!?」

「ちょっと似てたかも。こんな会話を葉月マネージャーに聞かれたら大目玉だけどね……」

「ひぃー！　噂うわさをすれば影が差すーなんてね!?」

　ことわざを口にしながら楽しそうに足を進める二人は一〇メートル先の丁字路に向かっていく。その曲がり角は二人の帰り道であり、予想外のことが起きる場所でもあった。

「ねえ、斯波くん。もう一度私の頭を撫でてくれても良いのよ？」

「なっ、なにを言ってるんですか!?」

「ふふっ、つれないのね」

　こちらには目もくれず、丁字路をそのまままっすぐ進む二人組がいた。

　その二人は手を繋いだ状態で、親しそうで──。

「え……？　リョウ、マ……？」

「葉月マネ……？」

　夜道を照らす電灯があることでその二人組の顔は明らかになる。数秒映ったありえない光景と会話。この現場を偶然にも目撃してしまうのだ。

「ウソ……でしょ……」

「ね、カヤやん今の見たでしょ!?　葉月マネ、男連れだったよぉ!?　それも普通にイケメンだったし!!」

「いや、ちょっと待ってよ。その男の方、アタシの弟なんだけど……」

「はぁい!?」

「とりあえず理解が追いつかないんだけど……。ど、どういうこと。葉月マネージャーって……エ？　リョウマと葉月マネージャーって……」

　神妙な顔を合わせる二人。

「「付き合ってるの？」」

　──その声は綺麗に重なっていた。




　　　　＊＊＊＊




「もしもし、千ち秋あきさん？　今お時間空いているかしら」

『いやいや、なんでこの時間に電話してくるんですかねぇ……葉月ちゃんは。もう二三時過ぎてるんですけどー。二一時以降の代行感想連絡は明日以降ってなってるんですけどー』

　その深夜帯。

　恋人代行サービス会社、代表取締役社長の千秋はスマホに向かって文句を口に出していた。その相手こそ龍馬への依頼を終えたばかりの葉月である。

「ごめんなさい。どうしても伝えたいことがあったから」

『まあ、あたしが寝るのは一時くらいだし、葉月ちゃんもそこがわかってて電話してきたんだろうけど……』

「ふふっ」

　千秋の言う通り、睡眠を取る時間を理解していた葉月は電話をかけていた。やりたい放題にしているというわけではない。

『でもねー、葉月ちゃん。寝る前にクレームだけはやめてほしいのだよ。せめて毒抜きしたくらいの文句でお願いできる？』

「えっ？　どういう意味かしら、それ」

『最近、睡眠用うどんちゃんって商品のうどんの掛け布団を買って心地のいい眠りができててねぇ。キツいクレーム聞いたらそれどころじゃなくなるわけですよ』

「トップに立つ人間が一人の客に言うことじゃないでしょう、それ。ネットに晒さらしたら大炎上よ？」

『そこは失礼のおあいこってことで許してよ。あたしも相手は選んで言ってるから。……で、本題に入るけどどんなクレーム？　新人クンは葉月ちゃんにどんな失礼をしたの？』

　クレーム以外の用件だとは疑っていない様子の千秋はまくし立てるように声を飛ばしてくる。

「ずっと思っていたのだけれど、どうしてクレーム前提で話を進めるのよ千秋さんは」

『いやぁ、急ぎのようだからそっち系かなってね。代行者がどうだったかの報告をするための電話でしょ？　これは』

「ええ、もちろん。さっきも言ったけれどどうしても伝えたいことがあったから」

『んー、そっかぁ。どうしてもねぇ……』

　これほど意見を伝えてこようとする葉月の態度に、深く勘ぐってしまうのは仕方がない。特に葉月は代行会社の中でベテランキラーの女王とまで呼ばれているのだから。

　その通り名はオーバーな表現でもなく、事実から付けられたもの。

『やっぱ新人クンに葉月ちゃんの相手は荷が重すぎたかぁ……。中堅が葉月ちゃんに落とされないように渋って新人を紹介したあたしの責任もあるねぇ、これ。ごめんね、仲介手数料と代行中に使ったお金は全部返すから』

「次も彼を指名するわ」

『うんうん。代行で評価が五だったから期待の新人かと思ったんだけど、やっぱそんな甘いもんじゃな……な、な……？　はあっ!?』

　あり得ない葉月の発言に思考が止まる千秋。驚嘆の声が拡声器のように大きくなる。

「はあ？　じゃなくって、次も彼を指名させてもらうから」

『アハハハッ！　深夜テンションだからって嘘つかなくていいって葉月ちゃん！　今まで誰のリピーターにもなってないんだから簡単にわかるよ』

「本当の本気よ。そうでなければ失礼を承知で電話をかけたりしないわよ」

『……本気の本気？　マジの方なの？』

「別におかしなことではないでしょう？　私だって一人の女性なのだから代行者さんを気に入ることくらいあるわよ」

『そ、そうだけど今回の依頼でなにがあったの？　いや、ホントに。要は初めて葉月ちゃんがリピーターになるってことだよね!?　しかも新人クン相手に……』

　ペチン！　と頰を叩いて頭を覚醒させる千秋。千秋からすれば幻聴を聞いているような感覚だったのだ。ベテランキラーの女王という呼び名の所以ゆえんは、リピーターになるような代行者が見つからず次々とベテランを落としていったから。

『ベテランばかり倒していくあの彼女にリピーターは誰一人出てこないだろう……』

『貴重な代行者がまた減ったぁぁ……』

『マジでヤバイ！　早く新しい代行者探せ！』

　なんて会社で騒動にもなった一番の有名人に、ストップをかける代行者が現れたということなのだから。それも一ヶ月ほどしか代行を経験していない新人が。

「……彼、今のうちにリピーターの人数を制限しておいた方がいいわよ。多忙になって斯波くんが体調を崩す前に。彼、お金のために無理をする性格でしょうし学生さんでもあるから」

『いや、ホントになにがあったの……？』

「ベテランなんか当てにするものじゃないわね。新人さんの中にも当たり外れはある。当たり前のことだけれど良い勉強をさせてもらったわ」

『だからなにがあったのぉ!?』

　千秋がただ一つわかっているのは、新人の龍馬が葉月に一矢報いたこと。今までの代行者を超える楽しさ、満足感を与えたということ。

「だから私は少しでも早く千秋さんに伝えたかったの。彼、斯波くんには人気の代行者さんと同じように制限を視野に入れて……と。部外者の私が経営にかかわるようなことに口を出すのは申し訳ないけれど」

『んー、制限ねぇ。葉月ちゃんの目を信じてないわけじゃないんだけどさー、それかなりヤバいことだよ？　これから新人クンのリピーターになりたいって依頼者さんの要望が叶かなえられなくなるってことだし』

「だから予あらかじめリピーターを制限するのよ。今のところ最初に彼を利用した女性は私を含め二人だけでしょう？　あと数人で締め切れば十分だと思うわ。そして、その中のリピーターが外れたらまた依頼者とマッチングさせるって形で」

　代行会社の経営にはなにもかかわっていない葉月が、代表取締役社長の千秋相手にここまで意見できるのにはもちろん理由がある。

　それは会社設立当時、葉月に利子なしで資金を融資してもらったという感謝してもしきれない大きなわけが。その事前金がなければ、この会社はここまで発展していないのだから。

『リピーターが外れたらって簡単に言ってくれてるけど、そもそもリピーターになる確率ってホントに低いんだよ？　新人クンが全部成功してるのがおかしいってだけ』

「彼は例外よ。なにかしらの強い意志を持っているから依頼者が満足するよう必死になっていたわ。それが今の結果に繋がっているのでしょうね」

『なるほどねぇ……。とりあえず葉月ちゃんの裏の理由はわかったよ』

「っ、裏ってなによ」

　そう言い当てられた葉月は声を上擦らせないように間を置いて返した。

　上に立つだけあり、顔を合わせずとも方便は簡単に見破られてしまうものだ。

『今のうちに新人クンの枠を押さえておけば葉月ちゃんは不自由なくお出かけできるもんねー？　このまま放っておいて人気が出たら……いいや、代行を通して人気になるって確信してるから、あたしにこうして釘くぎを刺すんでしょ？』

「……ごめんなさい。正解よ」

『人気な代行者は依頼しようとした日に別の依頼者とのお出かけが入ってるってのがほとんど。仕事の関係で予定が空く日がランダムの葉月ちゃんにとって最大の痛手になるもんねぇ。気持ちはわかるけど方便を使ってまで隠すこと？　新人クンが人気になるかどうか、まだわかんないよ？』

「もし人気が出なかったらよほど見る目がない依頼者だったってことね。だからすでにリピーターになっている女性には見る目があるわね」

『あの葉月ちゃんがそこまでいうほどかぁ……』

　千秋は葉月に全面的な信頼を寄せている。それは葉月の伝えることには正確性があるだけでなく、今回初めてこんな褒め方をしているから。

「彼が依頼者のことを考えずお金のことだけを考えるようになればこの意見も変わるけれど、しばらくそれはなさそうね」

『ふむふむ、そこが新人クンの強みってところなんだね？　依頼者を財布として見てるわけじゃなくて、しっかりと寄り添っていると』

「ええ。不思議なことに彼には下心がないわ。本当に珍しい代行者さんね」

『まあ……んー、その勝手な理由じゃ新人クンが可哀かわい想そうなんだよね？　このアルバイトをするってことはお金がほしさはあるだろうし、制限しちゃったら稼げるお金も稼げなくなるってことだからさ』

　それでも、代行者のことも考えるのが千秋の仕事。安定を取るためにも葉月を遠慮させようとすればこんな言葉を引き出させるのだ。

「だから私が払うわ」

『払うって？』

「彼には依頼料とは別にプレゼントという名目でお小遣いを、会社の方には仲介料を多く払って斯波くんってネームバリューを使えなくなる分を補償するわ。これで問題はないでしょう？」

『え？　確かに葉月ちゃんならお金持ってるしそれはできるだろうけど……それ貢いでるのと変わんないよ？　惚れたの？』

　千秋の動揺の声を耳に入れながら葉月は首を振って否定していた。

「たった一回の代行で惚れるわけないでしょう？　私はそんなにチョロくないわよ」

『じゃあどうして？』

「そうね……」

　その問いに目を瞑つぶりながら葉月は熟考し──謎解きのような返事を見み出いだした。

「簡単に説明をするのなら、ワンちゃんを見つけたってところかしら」

『ワンちゃんって犬のこと？　いやいやいやいや、全然意味わからないけど……』

「ふふっ、あえてわからなくしてるのよ」

　犬は葉月が一番好きな動物。飼い主が辛い時には優しく寄り添ってくれる。一生懸命慰めようとしてくれる。斯波龍馬という人間はまさしくこんな人物、なんて意味を込めて。

　多忙な葉月は、お世話に手が回らないことからペットを飼っていない。もし犬を飼っていたのなら別の表現になっていたことだろう。

『イジワルだなぁ。そんなところ』

「それくらいにまだ言えないの。ごめんなさい」

　葉月は教えるつもりがないのだ。今日の出来事の全てを。

　もしバラしてしまったのなら、龍馬が頭を撫でたというルール違反を知らせてしまう恐れがある。

　代表取締役社長というだけあってこの手のことには一番厳しい千秋。依頼者が違反したことを知っていて見過ごしていたのなら責任問題に発展する。会社を経営する上で当たり前のこと。

　龍馬にはしっかり注意を、そんな慎重な葉月だからこそできる立ち回りである。

『わかったよ。それじゃあ話が変わっちゃうんだけど新人クンの代行の評価点数を教えてもらえる？　もうついでだから聞いちゃうよ』

「実は点数は決まっていて、四・九でお願いするわ。悔しいからマイナスポイントを振らせてもらったわ」

『ちょ、だからなにその悔しいって!?　前の依頼者もそんなこと言ったんだけど！　実際評価五ってことじゃん……』

「そうね。会社評価では五にしてちょうだい」

　葉月が下した評価はこれ。つまり龍馬は代行を五回経験してその評価は五。満点ということになる。

『いやぁ、でもそっかそっか！　そこまで気に入ったんだねぇ。でもこれはあたしにとって一番嬉しいことだよ』

「どうして？」

『前も言ったでしょー、葉月ちゃんが次々にベテランの代行者を潰していくから経営が危なかったみたいな話を。でもその新人クンにリピートしてくれたらその分、他の代行者を育てられるからね』

「そんな厄介者みたいに言わないでちょうだいよ……」

　代行者を次々と惚れさせ、引退させるというスペックで会社の経営に影響を与えたベテランキラーの女王の葉月。会社の立場から見ればやりたい放題の葉月を止めた龍馬はまさに救世主のような存在。

『なんかこんな体験をすると昔のことを思い出すなぁ……。ホントに』

「ん、昔のこと」

『そうそう、昔のこと』

「もし千秋さんにお時間があれば聞いてもいいかしら。なんだか凄く面白そうな話っぽいから」

　匂わせるような呟つぶやきに電話途中の葉月は当然の反応をする。しっかりとクッションを挟みつつ聞くところはさすがだろう。

『よくぞ聞いてくれましたってことで！　実はね、この代行サービス会社を興して一年後くらいだったかな。まだまだ経営が上手くいってない頃に一人の代行者さんを雇ったの。のちに覇道の女神って呼ばれるんだけどね？』

「って、こっちにも変なあだ名をつけていたのね……。千秋さんの性格からしてそれほど印象に残ってる代行者さんだったのかしら」

『そりゃそうだよー！　って絶対忘れられないよ、この女の子だけは』

　千秋は懐かしむように、感謝の気持ちを言葉の端々に含んでいた。

『大手の会社に就職することになったからって九ヶ月で辞めちゃったんだけど、わずか一八歳で指名率八一パーセントって数字を叩き出した化け物でね。あたしが『辞めないで！』って手土産を持っていって何度も交渉したんだから』

『千秋さんが……そこまでするほど？　それに八一パーセントって計算間違いじゃないの……？　実際にはありえない数字だけれど』

　社長である千秋が代行者に会い、継続の交渉をするという珍事。

　恋人代行サービス会社ファルファーレにどれだけ貢献していたのか。手放したくない気持ちの表れである。

『だから覇道ってつけたんだよ。男心をつかむ策略を立ててチートのような数字を出しててね。他の代行者にも参考になるように～ってお金払って教えてもらったけど、あれはもう心理学の世界に入ってたね』

「……それが一八歳となると本当に化け物ね」

『葉月ちゃんと同じくらいね。引退する前の最後の一ヶ月は週六で依頼が埋まってたし、依頼者さんから引退記念的なお金たくさんもらってたと思う。まあ、実際は週七全部埋まる数だったんだけど、体壊すからってことであたしが調整したくらいで』

「休みなしじゃない……」

　当然、こんな偉業を達成したのは『覇道の女神』一人だけ。

『その代行者の引退時だけど、こんな素敵な方に出会わせてくれてありがとうってことで会社の仲介料を何倍も入れてくれた依頼者さんもいたくらいなんだよ？　ヤバいでしょ？』

「……そのレベルなら千秋さんが直じか談だん判ぱんをするだけあるわね。会社にとって心強い他ないもの」

『そうなんだよ、そうなんだよ。未いまだに思うけどあの時の全財産を投資してでも止めればよかったなぁってね。まだまだ若かったから最終的には大々的なプラスになってただろうし』

　世辞のない本気の口調。

　千秋がこれほどまでに惜しいと感じている人物は、これから現れることはないのかもしれない。

「ねえ、聞けば聞くほど私はその覇道の女性には釣り合っていないんじゃないかと思うのだけれど……」

『いや、会社で一番大事な代行者さんの穴をバコバコ空けた張本人がなにを言っちゃってるんだか。こんなことをしてるのは依頼者で葉月ちゃんだけだから。もういっそのこと葉月ちゃんも代行者やってみない!?　葉月ちゃんが味方になればホント心強いし、そうすれば多分あたしの会社は天下取れる』

「ふふっ、さすがに遠慮しておくわ。そんな甘い世界じゃないでしょうに」

『葉月ちゃんのポテンシャルでいけないわけがないよ。今までベテランの代行者さんを沈めてるわけだから』

「反応しづらい返しね……」

　と、葉月が素直な感想を漏らした時……、千秋が心の底から出したような声色で言った。

『でも、運命って不思議なものだねぇ。あたしの会社はその苗みよう字じに二度も助けられて感動してるよ、今』

「ん？　その覇道の女性も斯波って苗字なの？」

『うおっと!!　これ以上はパス！　危ない危ない。守秘義務！』

　かなり危ない発言をしてしまう千秋だが、ギリギリセーフのラインで止まったのはさすがだ。プライベートの時間に入っていてもセーフティーをしっかりかけていた。

　それでも……千秋が言ったその情報は頭に残るもの。

「ふぅ……」

　数十分後、電話を切った葉月はタワーマンションからの夜景を見ながら整った眉を真ん中に寄せていた。

「覇道の女神……」

　──この人物。

「大手の企業に勤めるために引退した女性。……斯波って珍しい苗字に当時は一八歳。弟がいるってことも言ってたけれど……」

　葉月には一人だけ心当たりがあるのだ。

「カヤさんが……なんて偶然、あるはずないわよね……」

　ボソリと独り言が室内に霧散した。







[image: 第三章　クリスマスイブの夜]




「むぅ……」

　クリスマスイブまで二週間を切ったある日。

　自室のベッドでうつ伏せになっていた姫ひめ乃のは低い声で唸うなっていた。まあるい瞳を半分に、難しい顔を作っていた。

　その原因となっているのは両手に持ったスマホの液晶に映っているツイットの画面である。

　姫乃がツイットに投稿している四コマ漫画、龍りよう馬まとの代行サービス体験を描いた『ほんとのことかもしれない』はすでに四回目まで投稿し終えていた。

　題名でも匂わせているが、これは姫乃が実際に体験した龍馬との代行サービスを参考に漫画にしている作品。

　実体験を絵にしている分、話のリアリティーは相当なものであり、姫乃の絵の才と相交わっていることで最新話では四万のいいねを獲得している人気漫画。

　もちろん、このいいね数を得たのは四話目の完成度が高かったことが挙げられるが、次話への期待も込めた数字にもなる。

　姫乃は四話目の〆しめで五話目の布石を上手に作っていたのだ。

　その布石というものがヒロインが自室で一二月二四日のカレンダーに『デートができますように』と記した描写。その結果、姫乃の思い通りに読者を動かせていた。

『クリスマスのデートどんな風になるんだろう!?』

『楽しみすぎる！　毎秒投稿して！』

『でびるちゃんの漫画はやっぱり神！　クリスマスデート早く！』

『今までで一番熱いデートがくるぞ！』

『今年のクリスマスはこの漫画で幸せだ』

　ファンをたくさん抱えている姫乃……いや、でびるちゃんの漫画。さらには展開を予想させているからこそコメント欄にはこのような感想がズラリと届いていた。

　自作に反響があることは当然ながら嬉うれしいこと。嬉しいことだが……今はそれを素直に喜べないくらいの状況に陥っている姫乃だった。

「シバ、予定空けられたのかな……」

　ぼそりと不安を口にする。そう、姫乃のスマホには今もなお届いていなかったのだ。クリスマスイブに龍馬とデートができるのか、その確認のメールが。

　姫乃の漫画は龍馬とデートをすることで成り立っている。感情移入できるようになっている。

　これを噛かみ砕くだけば龍馬とデートできなければ漫画のクオリティーは維持できないということ。

『もし龍馬に予定が入ったなら別の代行者に依頼すればいいんじゃない？』

　なんて解決策を出されても姫乃は頷うなずかない。

「……シバがいい。シバじゃないとやだ……」

　これが姫乃の譲れないところ。デートをするなら龍馬がいいと姫乃の中で決まっている。他の代行者を代わりに当てるなんてことは考えるだけで嫌だったのだ。

「もうシバに連絡したほうが……いいよね」

　確認のメールを飛ばしてしまえば龍馬を急せかしてしまう。それがわかっていた姫乃だからこそ連絡を待っていた。しかし日にち的にもう限界なのだ。

　姫乃はツイットのＤＭボタンをタップ、そこから龍馬のアイコンをもう一度タップして両手で文字を打ち込んでいく。

『シバ、明日放課後、大学で会える？　話したいことある』

　この文面を作った姫乃は……迷いを感じながら送信した。

『クリスマスの予定はどうなった？』

　最初このように打とうとした。この文面なら返信一つで不安は解消するだろう。だが、この内容では一つだけできないことがある。姫乃に芽生える欲は叶かなえられない。

「会って話したいな……」

　龍馬には絶対に言えない欲。それが顔を合わせて話したいとの願望。

　送信後、すぐに返信があればいいな……なんて希望を持ちながら変わらぬ画面を見続けていた時だった。

「っ」

　スマホの画面が勝手に切り替わったと思えば、ブーブーと、バイブが鳴る。紫色の瞳が映すのは友達である亜あ美みの名前が入った電話画面だった。

　今日、亜美と電話をする予定など入っていない。驚きを見せるも着信が切れないようにすぐに電話を取るのだ。

「も、もしもし……亜美？」

『もしもーし！　お疲れひめのー！　今なにしてるー？』

「ベッドで横になってる」

『おー、それは随分とリラックスしてる時に電話をかけちゃったねぇ』

　時刻は二一時三〇分。もう夜遅い時間だが、あいかわらずのテンションで話しかけてくる亜美。

「それより電話、どうしたの？　いつも連絡をしてから電話かけてくるのに」

『いやぁ……『電話していい？』って連絡したら断られるんじゃないかって思ってね。だからこんなやり方を取っちゃった』

「姫乃、亜美と仲悪くない。どうしてそう思った？」

『えっと、いきなり電話かけた理由にも繋つながるんだけど……ひめのは大丈夫かなってね？　それが聞きたくってさ』

　元気な声はここまで。真面目な声になる亜美だが姫乃には聞かれていることを理解していなかった。

「なにが大丈夫？」

『なにがって聞かれると言いづらいんだけど、ってか余計なお節介を焼いてるのも申し訳ないんだけど、ひめのが彼氏のりょうまさんと喧けん嘩かしたんじゃないかな……って思ってさ』

「ううん、喧嘩してない。ほんと。シバは優しい」

『ウチも二人が喧嘩してるところなんて想像できないけどさ？　ひめのってば最近、めっちゃ険しい顔でスマホ見続けてたり唸ったりして悩み抱えてるみたいだったから、それしかないっていうか』

「ん……」

『だから……ほら、ウチに相談できるなら相談に乗るよ。ひめのに彼氏がいるって口を滑らせちゃったから信用はないかもだけど、次に滑らせたらもう顔踏みつけていいくらいだから！』

　この言い分を最後まで聞いて理解する。亜美が龍馬との関係を心配して電話をかけてくれたことを。だが、このように勘違いしてしまうのも無理はない。

　姫乃が険しい顔をして大学で過ごしていたのは事実なのだから。

「心配ありがとう、亜美。でもなにもないよ。シバとはほんとにいつも通り」

　姫乃がこのようになっていたのは龍馬からクリスマスが空けられたのかの連絡が届いていなかったから。もう一つ付け加えればその連絡次第で漫画の投稿時期が変わってしまうから。

『それならいいんだけど、昨日ふと思ったんだよね。ひめのとりょうまさんって同じ大学なのに一緒に帰ったりしてるの見たことないなーって。大学が終わったあとに会ったりもしてないでしょ？』

「っ！　そ、それは……姫乃がシバに言ってるから。用事があるから一人で帰るって」

『ええっ!?　下校デートとか一番楽しいやつなのに!?　ひめのの性格ならむしろ一緒に帰ろうって甘えるような気がするんだけど』

「……」

　龍馬が悪い印象を持たれないようにこのような発言をした姫乃だが、性格を知られている亜美には違和感を覚えさせてしまう。

　偽の関係であることを隠し通すと決めている姫乃は頭を一生懸命回転させてなんとか言い訳を考える。

「姫乃が一人で帰るって言ったのは……将来について悩んでたから。シバにはそんなことバレたくなかった」

『将来!?　まだ大学一年なのに将来のこと考えてるの!?　それまたなんていうか偉すぎるって……ん？　あ！　ははぁ、なるほどねぇ』

「……な、なに？」

　悩みの理由を聞いた途端にニヤついたような声を出す亜美に対し、嫌な予感をすぐに感じる姫乃。この予感が正しいことは次の瞬間にわかること。

『その将来の悩みってさぁ、彼氏のりょうまさんとちゃんと結婚できるかなー、他の女に迫られたりしてないかなー、みたいな感じでしょ？　それで女々しいとか思われるのが嫌で一人で帰ってるんでしょー!?　ほら、もうすぐクリスマスだからそのイベント前にギスギスしないように！』

「っ、そ、そんなこと考えてない。それとは別……。姫乃は卒業後の進路のこと」

『はいはい。姫乃はなんだかんだで独占欲が強いし、遊びで誰かと付き合ったりするようなタイプじゃないじゃん？　となるとずっと付き合っていけるような彼氏を選んでると思うし、あんなに良い彼氏作ったらやっぱりいろいろ不安にもなると思うんだけどねぇ』

「……」

　亜美は間違ったことを言っているわけではない。龍馬が別の依頼者とデートをしているところを想像するだけでもモヤモヤとした気持ちに包まれる姫乃なのだから。どうしてこう感じてしまうのか、その答えはまだ迷路の中にあること。

『実際、ひめの的にりょうまさんと結婚したいんでしょ？』

「なっ、なんでそんな話になる」

『ほらほら、恥ずかしがってないでウチに教えてみなさい』

「……」

『え、無視!?　結婚したくないの!?』

「そ、そんなわけじゃない。ただ想像できないだけ……。想像できないから、言えない」

『ははっ！　確かにいきなり言われたらそんな感じにもなるのか。でも結婚したくないって言葉が出なかっただけで、もう答えが出てるようなもんじゃない？』

「付き合ってるから、そんなのになるのは当たり前……」

『ガチトーンじゃん』

　代行を利用している姫乃だが、お付き合いに対して軽い気持ちを持っているわけではない。龍馬という代行者をずっとリピートしているのがその証拠。

『でも、なんだか安心したよ。姫乃があんなに険しい顔してるの見たことなかったからホント心配でさ。なんか取り返しのつかないような悩み抱えてるのかと思っちゃった』

「それは違うから、大丈夫」

『ひめのにアドバイスなんだけど、一人で悩みを抱えるよりは誰かに相談した方がいいよ？　よくよく考えればこんな役はウチじゃなくてりょうまさんの方が適任だし』

「そう……？　亜美と電話できて姫乃元気になった」

『その言葉は嬉しいけどやっぱり一番は彼氏だって。りょうまさんって大人っぽさ全開でいろいろできるオーラ出てるでしょ？　大切な彼女の悩みならそれはもう真剣に聞いてくれるはずだし、いい方向に持っていってくれるよ。ウチが調べた情報によると彼氏って彼女に頼られると嬉しいみたいだしね』

「そう……なんだ」

『どーせ、ひめのはふーこみたくクリスマスデートするんだろうし、一年に一度のイベント間近なんだからそのくらい甘えていいんじゃない？　彼氏を信じててもやっぱりイチャイチャしないと誰かに取られるなんて不安は解決しないでしょ。って、クリぼっち確定のウチに言われたくないだろうけどねぇ』

「ふふ」

『笑うんじゃないよホント。それめっちゃ失礼だからね!?』

「ありがとう亜美。姫乃、甘えてみる」

　と言うもの、姫乃と龍馬の関係は誰にも言えないくらいに複雑であり、簡単に甘えるようなことはできない。これは亜美を安心させるための言葉。

『どういたしまして。悩みはスッキリ解決してデートした方が絶対楽しめるだろうから頑張ってみなさいな。りょうまさんに『めんどくせー』みたいな文句言われたらウチに連絡してね？　ちゃんと助けてあげるから』

「シバはそんな文句言わない」

『それもそっか！　それじゃ、夜も遅いしキリもいい感じだからウチはお風呂入ってくるよ。また明日学校で会おうね姫乃』

「ん。今日はありがとう。亜美は体、冷やさないように」

『心配ありがとね。りょうまさんの彼女さーん』

「っ」

　姫乃が息を飲んだ瞬間に電話は切られる。姫乃は耳からスマホを離し、液晶を見ながら呟つぶやくのだ。

「亜美はすぐからかう……」

　それでも、そのからかいは姫乃にとって心地良いもの。彼氏が今までいなかった姫乃にとって新鮮な響き。

「姫乃に本物の彼氏ができたら、もっともっと嬉しく思うんだろうな……」

　とくんと胸が高鳴る。亜美との電話で素直にそう感じていた姫乃に嬉しいことは続く。

「あっ」

　そこでスマホから通知を受け取るバイブが一回。姫乃のスマホにはずっと待っていた相手からの返信があった。

『メールありがとね、姫乃。明日の放課後会えるよ。俺の方は四限で終わるんだけど姫乃の時間割はどうなってる？』

　明日が待ち遠しくなる、そんなメールが。

「ふふ……」

　無意識に口元を緩めた姫乃はベッドの上で足を小さくパタパタさせていた。そんな状態を隠すように、『四限。シバと一緒』なんて素っ気ないメールを送っていたのだ。




　翌日。オレンジ色の綺き麗れいな空が広がる放課後を迎えていた。

「姫乃に会うのも何日ぶりかな……」

　そんな独り言を漏らしながら龍馬は姫乃から送られたメールを頼りに五階の空き教室に向かっていた。同じ四限でも先に講義が終わっていた姫乃は一足早く待ち合わせ場所を見つけてくれていたのだ。

　久々の顔合わせを楽しみに連絡のあった教室の扉を開けると──視界に映る。

　綺麗な銀髪をゴムで結んだ少女が。まるで大学に迷い込んだ中学生のような可愛かわいい女の子は扉の開閉音を聞いてこちらに振り向く。そこで二人の視線が重なるのだ。

「久しぶりだね姫乃。待ってる間にお菓子食べてたんだ？」

「ん」

　姫乃を見ればもぐもぐと口をハムスターのように動かしてコクリと頷いていた。久しぶりの再会にしてはなかなか特殊なシチュエーションが生まれているが、甘いものが大好きな姫乃らしさが窺うかがえる。

「あっ、ゆっくり食べていいよ。流し込もうとしなくて大丈夫」

　失礼のないように、そしてすぐに喋ろうとしたのだろう、口に入ったお菓子を持参した水筒のお茶で流し込もうとする姫乃を止めて近づいていく。

　姫乃が座っている正面の机にはお菓子が大量に詰まったポーチが置かれ、その中には小分けになったバタークッキーとチョコチップクッキーの二種類が入っている。食べ終わったクッキーの包装は一ヶ所に綺麗にまとめられていた。

「姫乃、隣に座っていい？」

『トントン』

「ははっ、ありがとう」

　口を動かしながら首を上下に。さらには隣の椅子を小さな手で叩たたいて『どうぞ』と伝えてくる忙しい姫乃だが紫水晶のまあるい瞳には輝きがあった。いつも通りの無表情ぶりだが、どこか嬉しそうなオーラが伝わってくる。

　許可が取れた龍馬はゆっくりと腰を下ろすと広々とした机上に荷物を置く。

「……シバ、お疲れさま」

「お疲れさま。お菓子も飲み込めたってことで改めて、久しぶり姫乃」

「ん。今日会えてよかった」

　横目で龍馬を捉え、ストレートな挨拶をしてくる姫乃である。

「このポーチ、シバの分のお菓子も入ってるから、食べながら話そ」

「会うたびに準備してくれてありがとね。実のところこのクッキー気になっててさ」

「いっぱい食べて。これおいしい」

「それじゃあ遠慮なくいただきます」

　大学の放課後、空き教室で密会すれば毎回似たやり取りが行われる。毎日お菓子を持参して分けてくれる姫乃だからこそ起こることだろう。

「姫乃の分も取るね。はいどうぞ」

「ん」

　龍馬はポーチの中から自分のバタークッキーを取り、先ほどクッキーを食べ終わった姫乃におかわりを渡す。両手で受け取った姫乃は満足そうに目元を細める。

「って、姫乃のお菓子なのに俺が『どうぞ』なんていうのはおかしいか……」

「ん？　シバは取ってくれたからおかしくない」

「そう？」

「そう」

　実際には所有者から『どうぞ』とするものだが、姫乃からすればそんなことは関係なかった。気を遣って渡してくれたその行動が嬉しかったのだ。

「じゃあ……あと一個どうぞ。はい」

「ん、ありがとう」

　もう一枚クッキーを渡すとすぐに受け取った姫乃。なぜだろうか、龍馬は動物園にいる小動物にエサを与える感覚があった。

　今の姫乃の右手にはバタークッキー、左手にはチョコチップクッキーがあり、視線を左右に動かして険しい顔をしている。どちらを食べようか迷っているようだがバタークッキーに決めたようだ。

　それを見て龍馬もクッキーを口に入れる。

「シバ、おいしい……？　食べた感想聞きたい」

「ん、美味おいしい美味しい。さすがは姫乃が選ぶお菓子だけあるね？」

「お菓子たくさん買ってるから、おいしいの選ぶことできる」

「あははっ、なるほど」

　会話が途切れないようにクッキーを頬ほお張ばることはせず、小さく食べていく二人。

「これ純粋な疑問なんだけど……姫乃って月々のお菓子代はどのくらいかかってるの？　なんか結構かかってない？」

「お菓子は一ヶ月で一万円に抑えてる」

「え？　抑えてて一万円!?」

「姫乃は漫画描くから、糖分を取るためにお菓子食べる」

「あー！　そっか。仕事に必要なアイテムでもあるんだね、お菓子って」

「ん。でも大学でもいっぱい食べちゃうから、言い訳にもしてる」

「でも勉強する時も頭を使うから仕方ないんじゃない？　ほら、学生は学業が仕事みたいなところあるし」

「シバはすぐそうやって甘やかす……」

「ごめんごめん」

　すぐに謝る龍馬だが、姫乃は姫乃で怒っているわけではない。軽口を言えるだけの楽しい雰囲気に包まれている。

　そして、本題を話すならこのタイミングがベストだろう。

「それで今日はどうしたの？　話したいことがあるってメールには書いてあったけど」

「そう。話したいことはクリスマスの予定。シバからまだ聞けてなかったから、昨日メールした」

「あっ!?　そ、それだったか……。本当ごめん。バイト先に欠員が出た関係でシフトがごちゃごちゃになってね。一応は今日固まったんだけど、会う前に連絡を入れとけばよかったね……」

「大丈夫。今日会う約束してたから、その時に話せばいいって姫乃もなる」

「そう言ってもらえるとありがたいよ」

　龍馬を責めることを一切しない姫乃は共感の言葉までかけてくれる。こんなに優しい性格の持ち主が彼氏を作ったことがないなんて未いまだに信じられないことだ。

「それで……シバの予定はどうなった？　二四日、姫乃とデートできる？」

　不安そうに眉を下げて小首を傾げてくる。うっすら感情が窺える表情に罪悪感を覚えながらも明るい声を出して空気を変えるのだ。

「二四日は夕方から夜中まで空けることができたよ。一八時から二三時台まで代行に当てられるんだけど、姫乃はその時間で調整できそう？」

「っ！　できる」

「それはよかった。今日の昼に会社にも連絡入れてるからあとは姫乃が電話をすればすぐに予約は取れると思う」

[image: ]

「わかった。じゃあ今日にでも電話する」

「いつもありがとうね、姫乃」

「ううん、姫乃こそ」

　口頭ではあるがこれでクリスマスイブのデートが決定した。姫乃にとってデートをするだけでなく漫画の続きも描くことができる。嬉しいことが二つ同時に決まるのだ──が、先ほどの発言で一つ引っかかるものがあった。

「シバ、一つ聞きたいことある」

「時間を少し早められないかみたいな？　それだったらちょっと厳しいかなぁ……」

「ううん。そうじゃなくて……二四日のお昼、シバは別の女の子ともデートするの？　お昼の予定は埋まってるみたい、だから……」

　本来は聞くべきではないこと。聞くことが野や暮ぼであるのはわかっているのだろう、上目遣いで遠慮がちに聞いてくる姫乃である。

　それでも聞かなければ気が済まないと言うようにモヤモヤとした顔をしていた。

　龍馬の代行回数を増やすごとにこうした独占欲が強くなっていることを姫乃はまだ実感していないのだ。

「デート……？　あぁ、それは違う違う！　バイト先の欠員は代行じゃなくて書店の方！　二四日はクリスマスイブだからそこのバイト仲間が俺に代わりを頼んできた……みたいな感じで。最初は断ったんだけど俺しか代わりがいなかったらしくて……」

「なら、クリスマスは姫乃だけ？　シバとデートするの」

「姫乃だけだよ。二五日に予約代行が入る予定もないから」

「そ、そう……。そうなんだ……」

　その返事を聞いた瞬間、ぽわっと顔を朱色に染めた姫乃はもじもじと両手を重ね合わせるのだ。デートをするのは一人だけ。その情報は姫乃の独占欲を全て解消する内容。その答えを聞くだけで満足できること。

「いつもお世話になってる姫乃にこんなことを言うのもあれだけど、俺って代行者としてそこまで人気があるわけじゃないからね？　だからそんなに気にしなくていいよ」

「人気……ない？　それはうそつき」

「こんな嘘うそはつかないって。人気の代行者ならこの時期にはクリスマスの予約で埋まってるらしくて、なんなら会社から強制出勤みたいな形が取られるらしいんだけど、俺にはそれはなかったから」

「……ほんと？」

「本当」

「なんで……？　そんなの、ありえない……」

「あははっ、そんな反応をしてくれるだけ嬉しいよ」

　が、これは本人が知らないだけなのだ。龍馬の平均評価やリピート率は会社で注目を集めるほどの異常な値を叩き出していることを。依頼数の少なさは大いに関係しているが評価値は代行者の中でトップであることを。

　新人という枠におらず、もっと多くの人間と代行をして関係を作っていたなら確実に会社からの強制出勤のメールが届いていただろう。

　ただ、この情報が龍馬に伝わったとしても態度に出ることはないだろう。代行というバイトに真剣に取り組んでいるからこそ、依頼者に対してしっかりと寄り添うことができているのだから。

「ということでイブはよろしくね。今年最後のデートをお願いします」

「ん、姫乃こそ……」

　龍馬が微笑を浮かべれば姫乃は大きく頷いた。姫乃からすれば今年のクリスマスは特別なもの。一八年生きてきた中で初めてクリぼっちを卒業する年になるのだから。

「……あ、そうそう。クリスマスの話題が出たことで俺からも質問いい？　ちょっと唐突ではあるんだけど」

「なに」

「姫乃ってケーキは好き？　甘いもの好きだから好きなんじゃないかとは思ってるんだけど」

「ん、大好き。シバとのデートが終わったら、コンビニで買うと思ってる」

「ケーキ屋さんで買おうとはしてないんだ？」

「一人じゃ入りづらいから」

「おー、なるほどね……。ちなみに好きなケーキは？」

「どうしてそんなに気になる？」

「えっ」

　スムーズに進めば一番いいことだが、深く追及してしまえばこのような疑問が返ってくるのは当たり前。それでも意味もないことを考えもなしに聞いたりはしない。

　今はまだ言えない狙いが龍馬にあるためにこうして聞いている。その狙いを悟られないように上手うまく誤ご魔ま化かすのだ。

「あー、ごめん。まだ説明してなかったね。実はバイト先の書店に心理テストの新刊が入ってきて試し読みしたんだけど、好きなケーキで心理テストができるみたいだから姫乃にちょっと協力してもらおうかなって？」

「ん、わかった。姫乃が好きなケーキは、モンブランとショートケーキとチョコケーキとミルクレープ。四つ」

「モンブランにショートケーキにチョコケーキにミルクレープ……ね。了解」

「心理テストの結果……どう？」

　ただ心理テストをされていると疑っていない姫乃。

「うん。優しくて気遣いのできる性格だった」

「……ばかシバ。今、適当に言ったの姫乃わかる」

「あ、あはは……。心理テストに書いてあったことをど忘れしちゃって。でもよくわかったね？」

「シバの顔、ニヤニヤしてた」

「そっかぁ。でも今度調べておくよ。もう一回確認するけどモンブランにショートケーキにチョコケーキにミルクレープだよね？」

「ん。結果、楽しみにしてる。悪いこと書かれてたら、姫乃には言わないで大丈夫」

「了解。ただ、さっき言った優しくて気遣いができるってのは間違いないからね」

「シバはすぐそんなこと言う……」

「ん？」

「なんでもない……」

　最後は濁しながら姫乃の好きなケーキを聞き出すことに成功した龍馬だ。二度もケーキの名称を口にしたのは絶対に忘れないと気持ちがこもった証だった。

「それにしてももう少しで一年も終わるのかぁ。振り返ったら本当に早く感じるよ」

「姫乃も同じ」

「って、大学も二〇日で冬休みに入るからこんな風に姫乃と学校で会話するのも今年は最後になるかもだね」

「偶然会ったりしなければ、そうなると思う……」

「それじゃあ今年最後って体で今日は一緒に帰ってみない？」

「っ!?」

「もちろん友達として接して、姫乃の家がわからないように途中で別れるけど」

　目を大きくした姫乃に言葉を繋げて提案する龍馬。実のところこの誘いは『今年最後』だからという理由ではなく、少し前から計画を練っていたこと。

「ちょっとここからは真面目な話をさせてもらうんだけど、姫乃のお友達……亜美さんと風ふう子こさんに俺たちの関係を怪しまれる頃なんじゃないかって思ったんだよね。『一緒に帰ってるところ見たことない』みたいなこと言われたりしてない？」

「な、なんでそのこと知ってるの……」

　そのセリフを言われたのは昨日の亜美との電話でのこと。一瞬、この二人がどこかで繋がっているんじゃないかと疑う姫乃だったが、説明を聞くことで疑念はすぐに消える。

「知ってるっていうか予想できることだからね。同じ大学内で付き合ってるのに一緒に帰ってるところを見たことがないってのはやっぱり違和感のあることだろうし、友達なら簡単に気づくだろうし」

　龍馬は今でも覚えている。大学内で初めて姫乃と出会った一一月の放課後に空き教室で交わした言葉を。

「ほら、姫乃を守るように動くって言ったのは俺だから。気づいたこととか、予想できることを放置したりはしないよ」

「シバ……」

「一応は同じ大学の先輩後輩でもあるんだから頼りたいところは遠慮なく頼ってよ？　姫乃は全部一人で解決しようとするけど、それって本当に大変なことなんだから」

「っ」

　心温まる言葉と微笑ほほえみに、姫乃は口を結んで顔を背ける。連動するように銀の髪が揺れ、そこからうっすらと覗く小さな耳は熟れたりんごのように赤くなっていた。

「ひ、姫乃……シバと一緒に帰りたいけど、だめ。そんなことできない」

「どういう意味？」

「姫乃と一緒に帰ったら、シバが姫乃の彼氏って特定される。そんなことになったら……」

　姫乃は惜しさを感じるような声色で言う。

　今現在の状況を言えば、姫乃に彼氏がいるとの情報が広がっているだけ。その彼氏が誰なのかは特定されていないのだ。

　特定されていなければ、ちょっかいを出されることも冷やかされることも噂うわさされることもない。要は龍馬の大学生活に影響を与えることはないに等しい。

　本当の彼氏ならまだしもそうでないため、迷惑をかけるわけにも甘えるわけにもいかなかったのだ。

「だから、一緒に帰るのはやめたほうがいい……」

　姫乃の言っていることに間違いはない。彼氏を特定されない方が龍馬のため。

　しかし、解決法があればなんだって例外になりその方法を思いついているからこそ提案している。

「その件で一つ言い忘れてたんだけど、姫乃と一緒に帰る時は今の格好じゃなくて代行の時の格好をしようと思ってる」

「えっ」

「大学の中じゃ俺は代行の格好をしたことないし、上着を脱いで服装も変えればバレることもないだろうからこれでどうにかなると思わない？　普段から大学で目立つようなこともしてないからね、俺」

　龍馬が見つけた解決法。それが容姿の変更だった。

　大学では一度もしたことがないプライベートの格好をすることでもう一人、見た目の違う人物を生み出すのだ。これが成功すれば大学に通う際の龍馬に矛先が向くことはなにもない。

「シバはワックスとコンタクト持ってきてる……の？」

「場所もあんまり取らないから常備してるよ。メガネが壊れた時とかコンタクトがあった方が便利だしね」

「か、格好を変えてもバレる可能性ある」

「正直、バレた時はバレた時だって。代行のバイトを始めた時からも、姫乃を守るって約束した時からもその覚悟はできてるから」

「……」

　龍馬は考えずに行動するタイプではない。友達がたくさんいるわけでもないため、知人でなければバレないという確信があったのだ。

「じゃあ……甘えたい。シバと一緒に帰りたい……」

「提案を聞いてくれてありがとうね」

「ううん、姫乃の方が……ありがとう」

　異性でここまで寄り添ってくれる相手は龍馬が初めてである。どくんどくんと心臓の鼓動が速まっていく。

「それじゃあいつでも外に出られるように準備だけはしとこうかな。姫乃は漫画の仕事を抱えてるだろうし、出られる時はすぐに出られた方がいいと思うから」

「シ、シバは姫乃の手鏡……使う？」

「おっ！　それは本当助かるよ！　トイレの鏡でセットしようとしてたから」

「言ってよかった」

「じゃあここで準備するね」

　この発言でセット場所が決まる。龍馬はバッグの中からコンタクトレンズケースとワックスを取り出すと、姫乃も同じようにバッグを開け、ポーチから手鏡を取り出した。少しぽっちゃりしたコウモリが可愛く描かれた丸い手鏡は姫乃らしいチョイスだ。

「はい」

「ありがとう。少し時間かかるけどごめんね」

「大丈夫。その代わり、シバが変わるところ見てたい」

「見ても面白いことはないと思うけど、それでもいいなら」

「見る」

「即答だね……。それじゃあ自由にどうぞ」

　会話が終われば龍馬は姫乃の手鏡を開いて顔が映るように場所を調整する。見やすい位置に調整が終われば丸みのあるメガネを外した後にコンタクトをつける作業に入る。

「ぅ、痛そう……」

「コンタクト？」

「そう。シバ、目に触ってる……」

　目を開いてコンタクトを入れようとする龍馬に声をかけた姫乃は裸眼である。コンタクトをつけた経験もないためこんな感想が漏れるのだ。

「あはは、これは直に触ってるわけじゃないから大丈夫だよ。昔、興味本位で直に触ったことはあったけど、それでも痛くなかったかな」

「そ、そう？」

「強く触ったら痛いとは思うけど、触れるくらいなら大丈夫だよ。ただコンタクトってまぶたの裏にいったりするから、それが怖いかな」

「まぶたの裏？　それはどうやって取る？」

「奥に奥に入り込んで取れなくなるから、まぶたにコンタクトが一〇個くらい詰まったら手術するよ」

「え……」

　ここでチラッと姫乃を見れば、これでもかというほどに目を大きくしていた。『大丈夫？』なんて気持ちが伝わってくるほど心配した顔も見せてくる。

　さすがにネタバラシはこのタイミングだろう。

「あははっ、冗談だよ冗談。もしまぶたに入ったら目を瞑つぶりながら眼球を動かして取るみたいな感じかな」

「その冗談はだめ……。すごく心配したのに……」

「ごめんごめん。ちょっとイタズラ心が芽生えちゃって。……はい、これで一応できた」

　両目にコンタクトを入れることに成功した龍馬はそこで姫乃に顔を向ける。

「ぁ……。メガネしないだけで、やっぱり全然違う……」

「それは友達に言われたことあるなぁ。姫乃もそう思うんだ？」

「ん、全然違う」

「じゃあワックスでもっと変わるかも。友達からも驚かれたことがあって」

　その言葉通りにワックスの蓋を開けた龍馬は人差し指でワックスを掬すくい、両手に馴な染じませて後ろ髪からセットしていく。

「……シバ、後ろ髪は鏡見ない？」

「後ろ髪は中央に寄せるだけだから、そこまで見なくても大丈夫かな。かと言ってセットに慣れてるわけじゃないから最後に確認するけどね」

　セットの様子を興味深そうに凝視している姫乃に対し、龍馬も着々と進めていく。今日の龍馬は七対三の割合で髪を分け、目にかかっていた長い前髪を上げていく。

　ワックスをつけたことで髪が落ちてくることもなく、龍馬の眉とおでこ、そこから端整な顔が露あらわになるのだ。

　手鏡のサイズが小さいため多少苦労したが、これでセットも完成である。

「よし……と。こんな感じではあるんだけど、なにかおかしいところある？」

「だ、大丈夫……」

「姫乃ちょっとニヤニヤしてない？　変なところあるでしょ!?　え、後ろ髪が跳ねてるとか？」

「おかしくない……から」

「本当に？」

「ん、変じゃない」

　姫乃に顔を近づけて尋問すれば、今度はなにかを我慢しているように小さな口を強く閉じた。そのまま顔を下に向けて龍馬からの視線をカットする。

「それならいいんだけど……。ま、まぁ、とりあえず俺は手を洗ってくるね。ワックスで手がベタついてるから」

「う、うん」

「姫乃やっぱり笑い堪えてるよね!?　顔赤くなるくらい我慢してるし……」

「そ、そんなことないっ。早く手洗う」

「わかった。それじゃあいってくるよ」

　ツッコミを入れられたくないことにツッコミを入れられてしまえば少し強い口調になってしまうのも仕方がないだろう。そんな姫乃に白旗を揚げた龍馬は素直に指示に従うのだ。

「ばいばい」

「いやいや、また戻ってくるからね!?」

　姫乃のおかしな声かけにしっかりと反応し終えた龍馬は手を洗うために教室の扉に向かっていく。そして、ワックスのついていない肘で扉を開けようとした時だった。「あ」と、一声出して振り返るのだ。

「姫乃、一つ言い忘れてた」

「な、なに」

「今日、姫乃と帰りたいって言ったのは俺の本心でもあるからね。友達にこの関係をバレないようにするためとか、守りたいっていうのは姫乃と一緒に帰るための口実だから」

「っっ……」

　これで言い切ったと言わんばかりに笑顔を見せた龍馬は扉を開閉して教室を去っていった。

　いきなりのことに惚ほうけた表情を浮かべたまま姫乃は一人っきりになる。

　シーンとした空気に包まれる空き教室。一秒一秒と経過し……姫乃の口元はみるみるうちに緩んでいく。

「……ばかシバ」

　その口から漏れるのは優しい声色の文句だった。なぜいきなり付け加えるようなことをしたのか──、それは姫乃の気持ちを楽にさせるため。迷惑をかけたと思わせないため。それがわかっていたのだ。

「なんでシバは、こんなに嬉しいことばかりしてくるの……。おかしい……」

　ぶつぶつと言う姫乃はこのお礼を返すように龍馬のワックスとコンタクトケースを一つにまとめるように整理していく。

　そこからもう使わないだろう私物の手鏡を取ってポーチの中にしまおうとした時、姫乃は見てしまう。

　蓋を閉める寸前、その手鏡に映った自身の真っ赤な顔を。それは、姫乃が今までに見たこともないくらいの赤色を灯ともしていたのだ。

「うそ……」

　自身がどんな風になっているのか鮮明に知ってしまったことは姫乃にとって大きなダメージだった。

　龍馬にこの顔が見られたのだと羞恥がさらに湧き出すようにみるみる顔に熱がこもっていくのだ。

「もう、なんなの……」

　姫乃は蓋を閉めて手鏡を机に戻し……小さな両手で顔を覆い隠す。それだけでなく、ずっと我慢していた本音が漏れるのだ。

「シバの、せいだよ。……変わりすぎ、だよ……」

　姫乃の口元が緩んでいたのは、その後に口を強く結んでいたのは、龍馬におかしなところがあったからではない。

　容姿が激変するという漫画のようなギャップを現実で目にしてしまったから。

　姫乃は仕事柄、このようなことを想像しているだけでなく、どこか憧れてもいた。

「あんなにかっこよくなるの……ずるい……」

　姫乃の目に焼き付いているのは空き教室を出ていく前の龍馬の顔であり、その行動は全部姫乃のためにしていること。そんな優しい相手と一緒に帰ることまでできる。大学から初めて一緒に帰ることができる。嬉しいことばかりなのだ。

「どうしよう……。シバのせいで顔、直らない……」

　この時ばかりは姫乃の無表情さはどんどんと崩れかけていた。

　それでも、これからのことを待ち望む気持ちはどう頑張っても隠すことはできないもの。椅子から垂れる足をぷらぷら揺らして龍馬を待ち望む姫乃だったのだ。




　その、下校の際。

　肩を並べて廊下を歩く二人を目撃した学生は衝撃を受けた表情を次々と浮かべるのだ。

「お、おい見ろ……。ロ、ロリリンが……ロリリンが男連れてるんだが……!?」

「マジじゃねぇか……。って、は？　あ、あれが噂うわさの彼氏か!?」

「いや、あの距離感絶対そうだって。あの姫乃ちゃんがめっちゃ打ち解けてるじゃん……」

「二人の身長差ヤバ……。ってか、なにあれ……あの男の人超カッコいいんだけど……」

「あの人、この大学にはいないよね!?　いないよね!?　別の大学から姫乃さんを迎えにきたのかな……!?」

「なんだか姫乃ちゃん楽しそうだねえ……」

　姫乃と彼氏らしき男が一緒に帰っていったという衝撃的な情報は蜘く蛛もの巣のように次々と広がっていく。それは姫乃の認知度がどれだけ高いかを証明していることであり、友達である亜美と風子にもこの情報は伝わっていたのだ。




　その夜、二〇時四〇分のこと。

『姫乃っちー！　今日龍馬さんと一緒に帰ったんだってぇ!?』

『お、やっぱりふーこにも情報届いてたんだ。ウチの方にもきてたよー。二人が肩を並べて帰ってたってやつ』

　姫乃、亜美、風子の三人が参加するツイットのグループＤＭにはこのようなメールが飛ばされていた。

『アミの返信早っ！　すぐ既読ついたからビックリした』

『ちょうどツイットしてたからすぐに気づいたんだよね。まぁ、ふーこ的にも話し相手ができてよかったでしょ？』

『それは間違いない！　んで話戻すんだけどー、これまた大胆なことしてきたよね、龍馬さん。人気のある姫乃っちと堂々と帰るだなんて。これ明日から噂に次ぐ噂で大変なことになるよ絶対！』

　姫乃に彼氏がいるという情報は広がっていたものの、その彼氏が誰なのかということまでは特定されていなかった。それが今回の件で明かされてしまったのだ。

　付き合った経緯など、数々の問とい質ただしが龍馬にされるだろうと予想している風子である。

『あー、多分だけどさすがにそこは対策してると思うよ？　なんせ今まで付き合ってることをずっと隠してきたくらいだし』

『え？　一緒に帰ったってことは本当のことらしいから割り切ったってことじゃない？　もう周りにバレてもいいやーって感じで』

『普通に考えたらそうなるんだけど、りょうまさんって二つの顔持ってるでしょ？　大学に通ってる時とデートする時で。だからひめのと一緒に帰る時にはデート時の格好に変えたんじゃないかな？』

『あっ、そっか！　龍馬さんって大学の時はずっとオフ状態だからそっちがバレなければ特に問題ないのか！　うっわ、頭いいことするなぁ……』

『姫乃は嬉しかっただろうね、りょうまさんと一緒に帰ることができて』

　昨日、亜美は姫乃に電話を入れている。その時に将来について悩んでいるとの話を聞いているのだ。ちゃんと彼氏を頼り、甘えることができたのだろうと思っていた。

『そりゃ嬉しいでしょー。一緒に過ごす時間が増やせたんだし、悪い虫がつかないように行動してくれたんだろうし』

『悪い虫ってどういうこと？』

『だってあと二週間もしないうちにクリスマスだよ？　カレシがいるって情報あっても姫乃っちをデートに誘おうとした男はいっぱいいただろうし、今回龍馬さんが顔出したのはその牽けん制せいもあったとは思うけど』

『はー！　なるほど!!　りょうまさんってホントひめののこと大事にしてるじゃん！』

『あの姫乃っちがベタ惚ぼれしてるくらいだからねー。そのくらいの対応してないとああもならないでしょ』

『確かに！』

　姫乃がいないところで勝手に盛り上がる。二人ともお喋しやべり好きなだけあってこれだけでは止まらない。

『そもそもりょうまさんが素敵だもんねぇ。変に気取ってないし、ウチたちにも優しいし、さすがはひめのが選んだ彼氏だよ』

『なんかさなんかさ、姫乃っちって龍馬さんの前じゃめっちゃ甘えてそうじゃない？　それかこっそりニヤニヤしてたりとか。恥ずかしい時とか手で顔隠したり』

『彼氏にしか見せない顔しそうだよねー！』

　そこからからかうような話題に発展した時、話の中心である人物が姿を現すのだ。

『二人ともうるさい』

『おっ！　噂の姫乃っち出現!!』

『おやおや、その返しは図星ってことかなー？』

『なんですぐからかう。姫乃まだ一回しかメールしてないのに』

『だって姫乃っちが悪口とか文句言う時って、図星か嬉しいかのどっちかだしー』

『ふーこ正解！』

『そんなことない』

　実際、『そんなことなくない』が正解である。亜美と風子が正解だ。

『いやぁ、甘えてる姫乃っちを拝んでみたいもんだ！　いつ見せてくれるー？』

『なんで見せる前提なの』

『多分だけどー、シバとお手々繋ぐ！　とか言うんじゃない？』

『言わない』

『ハグしてほちい～！　抱きついてほちい～とか！』

『ほちいなんて言わない』

　出現してすぐに亜美と風子からおもちゃ扱いされてしまっている姫乃だが、このやり取りは日常茶飯事とあって不満に感じているわけではない。

　嫌なことは嫌だと言う。それが姫乃なのだ。

『あ、そうそう。今日あたしがメールをした理由って姫乃っちに一つ聞きたいことがあったからでもあるんだよね』

『風子が？　なに？』

『姫乃っちはもうクリスマスデートの予定決めてるのかなって思ってさ』

『デートいくのは決まったけど、まだ場所は決まってない』

　姫乃は帰宅後、すぐに代行会社に連絡を入れ龍馬の予約を取っていた。あとはデート日である二四日を待つだけ。

『うわー、とうとうリア充の会話が始まったー。ウチつらーい』

『ごめんって！　ちょっと我慢お願いね。そして嫉妬に溺れなさいな』

『はぁ!?　ふーこ明日殴る』

『うっふぉ。怖い怖い』

　この中でクリスマスの予定が立っていないのは亜美だけ。こんなことになってしまうのは仕方がない問題だが、イジることで会話に入れているのだ。

『ってことで話を戻すんだけど、あたしのカレシがイルミネーションのペアチケット取ってくれたんだけど、ドジしちゃって二四日と二五日を間違えて購入したんだよね。チケットって一度購入したらもうキャンセルできないから要は二日分持っててさ』

『うん』

『あたし達は二五日にイルミいくんだけど、もし二四日にデートの予定が入ってるならこのチケットを姫乃っち使ったりしない？　渡す人がいれば渡していいって言われてるんだよね』

『いいの？　姫乃がデートするの二四日』

『ならむしろ使ってほしい！　このままだと無駄になっちゃうから、それはもったいないしさ』

『じゃあほしい。お金は払うよ？』

『大丈夫大丈夫！　そんなことしたらあたしのカレシが変に気を遣っちゃうからさ。じゃ、チケットは明日渡すねー！　イルミの受付にチケットを渡せばすぐに入場できるから』

『ありがとう。すごく嬉しい』

　デート場所に悩んでいた姫乃にとってこのメールは朗報でしかなかった。「チケットをもらったからそこにいく」と気楽に言えるわけでもあるのだから。

『ね、興味本位で聞いちゃうんだけど、ふーことひめのはクリスマスプレゼントになに渡すか決めてるの？』

『あたしは手作りのお菓子あげようかなって思ってるよ。姫乃っちは？』

『姫乃は決まってない。プレゼントはお菓子が一番喜ぶの？　教えてほしい』

『そこはやっぱり人それぞれだとは思うけど、姫乃っちの手作りなんてもらったら龍馬さん泣くくらい喜ぶんじゃない？　やっぱり市販のものより好きな人が一生懸命作ったものを贈った方が嬉しいだろうし！』

『それは間違いないね！　ひめのってお菓子作りの経験は？』

『お菓子は一回も作ったことない』

　姫乃はスーパーマーケットやコンビニでお菓子を大量購入するスタイルだ。今までお菓子を作るなんて考えたことはなかった。

『ほー！　それなら姫乃っちのプレゼントも手作りお菓子でいいじゃん！』

『なんでいじわる言うの。姫乃初めてだから風子みたいに綺麗なお菓子作れない』

　龍馬に嫌われたくない。その気持ちが強い姫乃は拗すねた文を前面に出して嫌だと伝える。が、それは間違っているとも言える。

『これは意地悪じゃないって！　むしろ初めてだからいいんだよ！　龍馬さんのために慣れないことをするってポイント超高いから！』

『冗談抜きでふーこに同意かな。りょうまさんならそんなところに文句言ったりしないだろうし、俺のために頑張ってくれたんだって喜ぶと思うよ』

『そう、なのかな』

『さすがにこんな嘘はつかないって！　あ、でも龍馬さんがお菓子嫌いならプレゼントの内容は変えた方がいいとは思うけど、そこのところはどうなの？』

『シバ、クッキーとか好き』

『それならもうプレゼントは決まったじゃん！　あたしと一緒で手作りお菓子でいいと思う！』

『どうせならふーことひめのの二人でお菓子作ってみたらいいんじゃない？　ひめのはふーこから教えてもらえるし、ふーこは一回練習を挟めるだろうし、お互いにいいことあるとは思うけど』

『それもそうだね！　あたしは全然ＯＫだけど、姫乃っちはどう？　龍馬さんに最高のプレゼントしてみない!?』

『ん。それなら、頑張りたい……』

『ひめの、ウチ応援してるからね！　ヤケドだけはしないように！』

『ちょ、アミー？　あたしにもエールちょうだいよー！』

『明日殴るのがエールだから楽しみにしててね』

『怖っわ！』

　仲の良い三人はこのようなメールを深夜まで続け、お菓子を作る計画も立てていた。

　そうして大学も冬休みを迎え──やってくるのだ。

　一二月二四日。龍馬とデートをする当日、クリスマスイブが。
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「あれリョウマ、今日……遊びいくの？　クリスマスイブに？」

「う、うん。料理の作り置きはしてるからちゃんと食べてね。日を跨またぐ前には帰ってくるから」

　時刻は一七時三〇分。書店のバイトが終わり、自宅で代行の準備を始めていた龍馬にカヤから声がかかっていた。

「この日ってなると誰とデートするわけ？　もしかして前に話してくれた好きな人？　アドバイスが上手くいったってことかな？」

「ち、違うって。今日遊ぶのは男だよ男。俺の好きな人とはまだまだ距離があるから」

　初めて代行をする際のこと。龍馬は好きな人がいると嘘をついて姉であるカヤからアドバイスをもらっていた。その件を掘り返されているのだ。

「ん？　距離があるってそれ本気で言ってる？」

「カヤ姉からのアドバイスを活いかせるように頑張ってるけど、なかなか難しいんだよね」

「リョウマの言う距離ってのはどのくらいある感じなの？　手は繋げる？」

「いや、ただ会って話すくらいだよ」

「あっそう」

　龍馬は知らない。カヤに泳がされただけでなく今の発言で自滅してしまったことに。そう、カヤには葉は月づきとの代行を見られてしまっているのだ。帰り道、あんな現場を見られた以上、近づけてないはずがないというのが当然の捉え方。

「アタシにウソつくだなんてリョウマも成長したもんだね」

「嘘じゃないって！　本当だから！」

「まあとりあえず楽しんできなさい。日が変わるまでにはちゃんと帰ってくること」

「もちろんわかってるよ。なにかあったりしても連絡入れるようにするから」

「頼むね」

　カヤは話を変えただけで特に追及はしなかった。ただ、龍馬が嘘を言ったのは確信していること。

「……」

「……」

　口調や声色は普段通りだが、リョウマに対しての不快さは圧力として出ている。話しづらい空気が漂っているほど。早く家を出たくなるほど。

「えっと……俺、もうそろそろいくね。集合がもうすぐだから」

「わかった。友達を待たせることはしないように」

「うん……」

　カヤとの会話はそれが最後。

　今日、姫乃との待ち合わせ場所は東公園の噴水前。一回目の代行から変わらずの待ち合わせ場所。

　自宅であと一〇分過ごしても間に合うが、この空間から逃げ出すように玄関に向かっていく。どこか普段とは違うようなカヤの違和感と心の引っかかりを抱いて。

　そして、龍馬が自宅を出た時、その釈然のなさは最悪な方向に転がっていた……。

「突然の連絡すみません葉月マネージャー。今現在オフィスにいらっしゃいますか？　……あっ、そうなんですね。恐れ入りますが仕事の件について確認したいのですが──」

　カヤは数十日前に龍馬がデートをしていた葉月に電話をかけていたのだ。クリスマスイブの相手を探るのと、仕事の確認を兼ねて。

　カヤの中には『アレをしているのではないか』と、ぼんやりとした答えが浮かんでいたのだ。




「カヤ姉の様子、ちょっとおかしかったな……」

　クリスマスイブの夕方。その気温は九度と冷え込んでいる。

　白い息を大きく吐いて不安を隠すような素振りをする龍馬は、黒のロングコートのポケットに手を入れて待ち合わせ場所に向かう。

「俺の気のせいならいいんだけど……そうは思えないんだよなぁ」

　カヤにバレるわけにはいかないのだ。恋人代行のバイトをしていることを。

　このバイトはキャバクラやホストと同じような仕事に括くくられる。人間トラブルが特に多い仕事を許してもらえるわけもなく、報告連絡相談の家族ルールを無視してしまってもいる。

　もし知られでもしたら……なんて想像するだけでも恐ろしい。

　安全に過ごしてほしい。学業に専念してほしい。そんな想おもいのあるカヤに対し、負担をかけさせられないと少しでも多くお金を稼ぎたい想いのある龍馬。

　お互いのことを大切に思っているからこそ、このようなすれ違いが発生してしまっている。

「……って、バイト前になにを考えてるんだか。切り替え切り替え」

　仕事に私情は挟めない。少しでもこちらが不安を出してしまえば姫乃に余計な心配をかけさせてしまう。この件は一旦忘れて、デートを楽しむ。代行者として当たり前のことを行うのだ。

　龍馬はスマホで現時刻を確認し、予定されている一八時ちょうどに着くよう動いていた。




　その数十分後、待ち合わせ場所の東公園に着いた龍馬の目はベンチに座る姫乃の姿を捉えていた。白のタートルネックワンピースに黒のレースアップブーツを履いた小柄な姿。肩にはエナメルのショルダーバッグをかけている。

　今日で五回目になる代行。二人の距離は自然と縮まっている。

「姫乃ー！」

「っ！」

　遠くから声をかけて足を進める龍馬の声を聞き、ピクッと反応した姫乃はすぐにそちらを振り返る。目が合えばベンチからすぐに立ち上がり、パタパタとブーツの音を響かせながら小さな歩幅で歩み寄ってくる。

　龍馬の目の前でピタリと止まれば紫水晶の綺麗な瞳を上目遣いにしてこう伝えてくるのだ。

「シバ、待ってた」

「あははっ、出迎えてくれるなんて思わなかったよ。本当にありがとうね」

「……た、楽しみにしてた……から」
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「それは俺もだって。正直なところ姫乃より楽しみにしてたかも」

「っ、ばか」

　言い返す言葉がなにも思い浮かばなかったのか、ニットワンピースの袖を口元に当てながら照れを隠すように悪口を言う。

　もこもことしたワンピースに小さな体が包まれているからか、普段以上に可愛らしさや庇ひ護ご欲よくを感じていた。

「次、姫乃に変なこと言ったらシバのほっぺた引っ張る」

「本当？　それじゃあ──」

「──んっ」

「うおっと！」

　変なこと（姫乃が照れてしまうようなこと）を発言しようとした矢先、姫乃は細い腕を頰目がけて伸ばしてきたのだ。

「シバ、背伸びするの禁止。ほっぺた引っ張れない」

「まだなにも言ってないよ？」

　姫乃と龍馬の身長差は二〇センチ以上ある。姫乃が手を伸ばしたとしても龍馬が背伸びと上体を逸そらせば伸ばした手は顔まで届かない。

「言おうとしたから、防ぐ」

「あははっ、バレた。もう言わないから許してくれる？」

「ん。もし言うなら少しずつ言って……。そうじゃないと、姫乃喋れなくなる」

「わかった。次からはそうするね」

　口下手でウブな姫乃は褒められたり嬉しいことを聞かされたりするとすぐに嬉しい感情や恥ずかしい感情が溢あふれてしまう。それも相手が龍馬ならなおさらの自分のことで精一杯になってしまうのだ。

「それで会社からは終了時刻しか聞いてないんだけど、姫乃はもう行き先決まってたりする？」

「今日はイルミネーションにいこうと思ってる。友達からチケットもらったの」

「おぉ……イルミネーションか！」

「シバは、今年まだ誰ともいってない？　二度目だと少し面白くないかも……」

「今年初めてだから大丈夫だよ。それに姫乃となら二回目でも三回目でも楽しいと思う」

「……そ、そう。それなら、いい……」

「うん」

　龍馬は初めて代行した時となにも変わらない。姫乃の心配をよそに、大きく頷いた。

　当たり前だと言わんばかりの顔に姫乃は言葉にならない気持ちがいっぱいに溜たまっていく。

「シバ、今日の夜は寒くなるから注意。……温かい飲み物ほしかったら、すぐに言って」

「ふふ、ありがと姫乃」

　ここで唐突に堪えたような笑みを浮かべる龍馬。

「なんで笑う？」

「今日寒くなるのがわかってるのに、防寒具……手袋着けてないんだなって思って」

「っ……今日のシバいじわる……。ほんとにいじわる……」

　全て見透かしたような顔で言われ、着けてこなかった理由がバレていることを理解する姫乃。全部知られているのならもうやけっぱちになる。

　有無を言わさず龍馬の右手の人さし指をちょこんと掴つかむのだ。

「シバと手、繋ぎたかった……。なんで恥ずかしいこと言わせるの……」

「あ、あはは……そんなつもりはなかったんだよ？」

　龍馬の言葉に嘘はない。ただ、ちょっぴりからかってみただけ。

　思わぬ形で姫乃の心の声を聞くことになった龍馬は、優しく掴まれた手を解き、姫乃の手を包み込むような形で握る。

「って、姫乃の手冷えてる」

「ごめんなさい……。離す？」

「いやいや、謝ることじゃなくって！　もしかして早くから待ってくれてたの？」

「デート、待ちきれなかったから……」

「ひ、姫乃……」

　姫乃に視線を向ければ、下を向いて目を合わせてくれない。ただ、小さい手をもじもじと動かしているだけ。

　勇気を出して伝えたことでキャパオーバーしたのか、そんな可愛らしい反応に言葉が詰まる。唯一返せたのは、姫乃の名前だけ。龍馬の心音は姫乃に伝わりそうなくらいに大きく変化していた。

「と、とりあえずイルミネーションに向かおっか。会えたことだし早くいかないと時間ももったいないから」

「ん……」

　出会って五分。お互い恥じらいを感じながら公園を抜ける。

　そこから歩いて数分のところにある地下鉄に乗り、電車で九駅。そこからタクシーに乗り換え一五分。

『光の楽園』と謳うたわれているイルミネーション。フローラルテンボスというテーマパークに着いていた。

　受付にはカップルと家族連れが長蛇の列を作っており、何万何十万の光が幻想的な入り口を作っている。

「シバ、カップルさんいっぱい……」

「予想はしてたけどこんなにいるとはなぁ。正直、ビックリだよ」

「みんなイチャイチャしてる」

「あはは、さすがはクリスマスイブって感じだよね」

　これは列に並ぶカップルを見ての感想。龍馬たちの前には腰に手を回しているカップルやマフラーを一緒に巻いているカップル、腕を組んでいるカップルなど街中で見る以上に目に入る。

「……シバ。姫乃はシバとカップルに見えてると思う？」

「ん？　俺たちデートでここにきてるのにそんな心配してるの？」

「だ、だって……」

　本当の恋人とは言えない二人なのだ。周りと比べて浮いていないのか、そんな心配があるのだろう。こういったことをフォローするのも仕事の一つ。

「じゃあこうしてみよっか」

　姫乃の冷えた手を温めるために包み込む形で握っていたが、これを変える。掴んでいた力を緩めれば姫乃の指と指の間に一本ずつ指先を絡めて合わせて再びぎゅっと握るのだ。

　誰もが知る恋人繋ぎである。

「これで少しは安心してくれると嬉しいんだけどまだ不安？」

「ん……ぁ、ありがとう……。もう大丈夫……」

「それならよかった」

　龍馬は恋人として姫乃と出かけている。大事なのは依頼者の姫乃を不安にさせることなく、デートをしていると実感してもらえるようにすること。緊張はあれどしっかりとやり遂げなければならない。

「いつもと同じようになにか気になったこととか、してほしいことがあったら教えてね」

「ん、ならシバの手……もっと強く握ってもいい？」

「それくらいなら俺に確認取らなくていいよ。姫乃のしたいようにしてくれていいから」

「じゃあ、ぎゅってする……」

「どうぞ」

　ウブな姫乃なだけあって甘え方は本当に子どものようなもので、余裕ぶっている龍馬だが心拍数は着実に上がり続ける。デートスポットであるだけでなく、周りの雰囲気が姫乃を一人の女性として色づかせているのだ。

「そう言えば姫乃がイルミネーションにきたのはいつぶりなの？　去年友達ときたりとかした？」

　受付が終わるまで数十分はかかるだろう。龍馬は時間を潰すための話題を出す。

「ううん、高校生になってから一回もいってない。中学生の時に家族といったくらい」

「えっ!?　じゃあ三年ぶり!?」

「そう。シバには教えたけど、姫乃は彼氏作ったことない。だから、男の人とも初めてきた」

「なんかそう言われると恥ずかしいなぁ。ちゃんとリードできるように頑張るから楽しもうね」

「シバとなら、姫乃は全部楽しい」

「あ、あのさ……今日の姫乃って発言が大胆じゃない？　気のせいかな……」

　姫乃の真顔はこんな時に効力を発揮する。ストレートな好意を伝えてくれるだけに本気の照れを浮かべてしまう。

　出会った当時と今で姫乃の変わった点を挙げるなら気持ちを伝える頻度が多くなったこと。

「シバはいつもこんなこと言ってる。それに、悪質」

「悪質って!?」

「シバは話すだけじゃなくて行動もするから。さっき、いきなり恋人繋ぎしてきた」

「あっ、もしかして嫌だったりした……？」

「いやじゃない。びっくりしたけど……嬉しかった。恋人繋ぎ、姫乃からじゃなくてシバからしてくれたから」

　姫乃は繋がれた手に視線を送り、次に龍馬を見て、また恋人繋ぎの手を見る。それはまるでこの現実を強く確認しているように。

「あれ、もしかして俺から率先して手を繋いだことって…………一度もなかったね」

「ん。でも、シバは立場があるから仕方ないと思う」

　姫乃はわかっていたのだ。代行者側は受け身にならざるを得ないことを。

　代行者側が自発的に動くのは問題のないことではあるが、その判断を見誤ってしまった場合に、嫌な気持ちを抱くのは依頼者側になる。代行を満足させる側にある代行者からしてこれは非常にリスキーなこと。

　これは恋人代行の漫画を描く際に調べて知ったこと。

　トラブルを起こさず穏便なデートを進める方法は、依頼者からお願いされて了承する流れ。

　だが、代行者の流れを知った姫乃にはもうこの型は当てはまらない。

「姫乃、シバなら嫌な思いしない。だから、シバから動いてくれるのは嬉しい……」

「そう言ってもらえると嬉しいんだけど……本当？」

「ん」

　間を空けることなく返した姫乃に、龍馬は演技だとわかるような訝いぶかしげな顔を作る。気を遣ってくれたのかな？　なんて感じたからこそ、軽口を言う。

「そんな風に言われちゃうとイジワルしたくなるなぁ、なんて言ってみたり」

「シバはいじわる、なにをするの？」

「えっ？」

「シバは姫乃にどんないじわるする？」

　からかい半分で、あんまりそんなことは言わない方がいいなんて含みを作って口を開けばまさかの質問が投げられる。

　予想もしていなかった龍馬は頭を高速で回転させてそれらしいことをすぐに導き出す。

「例えば今日のデート中、ずっと手を離さないイタズラとか……？　その時に手を繋ぐ形を変えてみたり？」

「っ」

　パチリと大きくまばたきする姫乃。

「グレーゾーンにはなるけど姫乃の肩に触れてみたり……とか」

「っ!!」

　最後に関しては姫乃が嫌がればレッドゾーンになる。これは半ば脅しのようなもの。『嫌な思いしない』なんて言わない方がいいと心配してのこと。

　この発言を利用して代行者に嫌なことをされる可能性だってある。代行者全員が全員、忠実にルールを守っているとは言えない部分もあるのだから。

　だが、その心配とは裏腹に……姫乃は宝石のような瞳にさらなる輝きを作っていた。

「いいよ」

「えっ？」

「そのいじわる、姫乃にして」

「ちょっと待って。本当に無理しないでいいよ。手を離したいタイミングだってあるだろうし、さっきのは冗談……」

「して」

　言葉に言葉を被かぶせた姫乃は龍馬に逃げ道を残さなかった。

「姫乃がいいって言った。だから、していい」

「……」

　一瞬、葉月の言葉が脳裏をよぎる。『依頼者の罠わなにハメられてしまって辞めてしまうことがある』と。

　実際にこのようなシチュエーションから罠にかかるのだろうが、龍馬は姫乃に信頼を置いていた。その不安を自ら払うのだ。

「んー、わかった。じゃあとりあえず手は離さないから」

「肩の方はいつ……？」

　どこか楽しげな空気が窺うかがえるのは、イルミネーションが目の前に迫っているからだろうか、それは姫乃にしかわからないこと。

「それはあとからのお楽しみってことでいい？　ちょっとまだタイミングが掴めないっていうか」

「わかった。楽しみに待ってる」

「楽しみ？」

「シバの聞き間違い」

「いや、今のは絶対違うような気がするんだけどなぁ」

　そんなやり取りをしている間に列はまた一つ前に進む。ただ、龍馬の後ろでこの会話を聞いている者は心の中でツッコミを入れていた。

『こっちの彼女、彼氏にそうしてもらいたいんだね……』と。

　姫乃は嫌なことは嫌だと言う。それがない時点でイタズラとして成立しているわけではなかったのだ。




「わ……」

「うっわ……。すっごいなぁ……」

　建物の中で入場の受付を済ませ、ようやくフローラルテンボスに入った二人を最初に待ち受けていたのは夜空の下に光り輝いた七色の花園。首を左右に動かさなければ視界に入れることができないほど巨大な面積をもって作られていた。

「シバ、もっと近くにいきたい」

「俺もそう思ってたよ。前の方いこっか」

　街中で見るようなイルミネーションは別物。入園して五分にも満たない時間で光の世界に圧倒される二人は七色の光に誘われるがままに足を進めていた。肌を刺す寒さは二の次になるほど。

「シバ、すごい。すごい……」

　姫乃は小さな声で連呼しながら忙せわしなく顔をキョロキョロ動かしている。目を大きくしてこの美しい光景を焼きつけていた。

　表情の乏しい姫乃だが興奮した様子なのは間違いなく、繋いだ手をブランコのように動かしている。

「あそこ、ハートの形してる。あっちはお星さま……。あっちは雪のマーク……。色もどんどん変わる……」

「あははっ、そうだね」

　繋がれていない方の手で該当箇所を示す姫乃は本当に可愛いもので、次の瞬間に膝を曲げて目の前にある光源を間近で見ようとする。

　恋人繋ぎをした状態でこの体勢に変えてしまえば二人の身長差は大きく響く。

「うおっ!?」

「あ、ごめんなさい……」

「俺の方こそ驚いてごめん。大げさな反応しちゃった」

　しゃがまれたことで腕を強い力で引っ張られた龍馬だが、すぐに状況を理解して同様に腰を下ろす。

「……」

「……」

　無言になったところでチラッと姫乃を覗のぞいてみれば、顔にイルミネーションの光を浴びながらじっくりと見つめていた。それでも手を繋いでいるという意識はしっかりとあるのだろう、龍馬の手を離すまいと力を入れてもいる。

　光に照らされる姫乃の横顔はどこか大人びているようにも見えていた。

「綺麗だね、姫乃」

「ん、すごく綺麗……」

　こんな二人を見て、カップルだと思わないものはいないだろう。完全にこの空気感に溶け込んでいる。

「楽しいね、シバ」

「まだまだ始まったばかりだけど本当にそう思うよ」

　声をかけられたことで再び姫乃に顔を向けた龍馬。当たり前の対応をしているだけだが、こんなロマンチックな中……偶然にも目に入れてしまう。

　姫乃が座っていることでニットワンピースが引っ張られ、傷のない白い太ももが露になっていることを。膝を曲げて座っている分、柔らかいその太ももはもちっと横に伸びていた。

「ッ」

　不快にさせないようにすぐに視線を背けて工夫するが、誤魔化せないものがある。

「シバ、どうしたの？」

「えっ!?」

「手がにぎにぎって動いてた」

「あ、あー……ごめん。ちょっとこの景色に感動してて……」

「ふふ、姫乃も同じ」

　手を動かしてしまった理由を言えるはずもなく、なんとかそれらしいことを言えば頷いてくれる。姫乃の肌に意識を取られないよう正面を向けば、こっちを向いてと言わんばかりに手をにぎにぎを返してくる。

「姫乃思う。初めて代行した相手……シバじゃなかったらどうなってたのかなって」

「実は俺も考えたことがあるんだけど、この会社がなければ俺とかかわることはなかったんじゃないかって思うなぁ。仮に大学ですれ違ったとしても知らない人に声かける勇気は俺にないし」

「考えるだけで、いや」

「あははっ、確かに、こうして仲良くなれたしね」

「姫乃、シバに会えてよかった」

「そこも同じ。俺も姫乃に会えなかったらこうした時間も取れなかったわけだから……って、なんだか恥ずかしくなってきたよ」

「姫乃も思った……」

　こんな話題は互いに踏み込まなければできないこと。こうした感情が湧くのは当然だろう。

「シバ、次のところいこ」

「もう見なくていいの？　姫乃のペースに合わせるから俺のことは気にしないでいいのに」

「ありがとう。でも、姫乃が大丈夫」

「そうなんだね？　了解。それじゃあ次のところに移動しようか」

「ん」

　手を繋いだまま七色の花園から立ち上がる。そのまま客の流れに従うように青にライトアップされた道を肩を並べながら歩いていく。

「そうそう。姫乃はイルミネーションの写真とか撮らなくていいの？　ほら、周りのお客さんはたくさん写真撮ってるし、漫画を描く時に役に立ちそうな気がするけど」

　龍馬の視界に映っているのは自撮り棒を使って写真に収まっているカップルに、イルミネーションのテーマを一つ一つ撮っている家族連れ。

　素敵な光景や景色は写真に収め、形にして残したいという人の割合は多いだろう。

　それなのに姫乃はスマホを取り出す素振りも見せていないのだ。

「姫乃は平気。一度しか見られないってなる方が、心の中に残ると思うから」

「そんな考え方もあるのかぁ……。じゃああえて撮らないって感じなんだ？」

「景色とかは、そう。カメラ越しじゃなくて、姫乃の目でずっと見たい」

　この先、姫乃はイルミネーションにいく予定は立ってない。つまり、龍馬ときたこのイルミネーションが今年の最初であり最後になる。

　写真を撮る撮らないに考え方の違いがあるだろうが、自分なりに後悔のない選択を取っていたのだ。

「あと、写真を撮ろうとするとそっちに集中しちゃうから」

「え？　姫乃にとってそれは駄目なことなの？　ほら、写真を撮る時って集中しないと綺麗には取れないだろうし、仕方がないことだとは思うけど」

「そ、そうじゃなくて……」

「そうじゃなくて？」

　そこで言い淀よどんだ姫乃はチラチラと龍馬に視線を送るのだ。

「……姫乃は、シバとの時間……一番大切にしたい、から」

「……ッ!?」

「だから、写真は撮らない。一人で集中しない」

「あ、あはは……」

　勇気を出したのだろう、頬をピンク色に変えて教えてくれた。写真を撮らない一番の理由を。

　本来、このような言葉にもしっかりと受け答えをするのが代行者の務めだが、龍馬はまだまだ日が浅い。内容を理解すれば照れ笑いを返すことで精一杯だった。

　龍馬はここでまた感じる。いや、確信する。今日の姫乃はどこか殻を破っていると。

「な、なんかさ？　姫乃ってやっぱり大胆になってるよね？　俺の気のせいじゃないと思うんだけど……もしかして誰かに助言もらったりした？」

「ううん、姫乃がそうした方がいいって思った。恥ずかしがらずにちゃんと伝えた方がいいって……。シバに会うの多分、今年は最後だから」

「……そういうことだったんだね」

　ここでようやく姫乃の言動がしっくりとくる。大胆な気持ちを伝えてくることで姫乃が話の主導権を握っていたような形だったが、この理由を知ればすぐに形勢は逆転することになる。

「もしかして、間違ってる……？」

「確かに気持ちを言葉で伝えてくれるのは嬉しいよ。でも……姫乃が無理を続けるのは嬉しくないかな」

「無理してない」

「そんなに顔赤くしてるのに？」

「赤くなんかしてない」

「鏡見にいく？」

「そ、それはだめ……」

　龍馬の提案に小さく首を振って否定する姫乃。心当たりがなければ素直に従っているだろう。イルミネーションの光がなければ面様は隠せただろうが、この場所にいる限りそれは不可能と言える。

「俺のことを考えてくれたのは本当にありがたいけど、姫乃は普段通りでいいよ。むしろ普段通りの方が嬉しいな。俺は姫乃のことはちゃんとわかってるから、無理してほしくないよ」

「……」

　献身的。姫乃はまさしくこのタイプだろう。

　喋るのが苦手。表情に出すのが苦手だからと、この機会に龍馬に今年の感謝を伝えようとしたのだろう。

　この行動は立派だが、無理をすればするだけデートに集中できなくなるのは間違いない。

「姫乃はお礼とかしっかり伝えてくれてるし、それ以外の気持ちを上手に伝えられなかったとしても俺はちゃんと汲くみ取るよ。今までの姫乃に対して失礼だなーとか思ったこととか一度もないんだから」

「……っ」

　これが今回伝えたかったことの一つ。龍馬は姫乃の手に強めの力を込める。

　気を張り詰めてしまうようなデートは龍馬としても姫乃としても好ましくない。もっと言えば攻めに入った姫乃に主導権を取られてしまっていた。

　代行者としての仕事を全うするには、ウブな姫乃に負担をかけさせないように代行者の龍馬がリードすること。

「一生懸命頑張る姫乃ももちろん好きだけど、俺はやっぱり自然体でいる姫乃の方が好きだな」

「ぅ……うそつき。そんなことありえない……」

「え？　姫乃は彼氏の言葉を信じてくれないんだ？」

「……っ」

　話の主導権は完全に龍馬に移った。それだけでなく、この言葉に姫乃の口元は笑みを堪えるように小さくすぼんでいた。

　無理をした姫乃と自然体でいる姫乃。どちらを褒められる方が嬉しいのかは考えるまでもない。

「……わかった。姫乃、元通りになる。シバが、そっちの方が好きって……言ったから」

「うん。これは本心だから」

「ん」

　その会話を最後に、姫乃も強い力で手を握ってくれる。ほっこりと言わんばかりの空気に包まれた時、龍馬は動く。

「おっ！　姫乃見て。今度はあそこにいってみない？」

　とあるイルミネーションを指さした。そこにあるのは赤とピンクの光がベンチを覆っているハートのイルミネーションである。

　そこにはカップルの列が作られており、この園のスタッフから『ハイチーズ』の合図のもと、ツーショット写真を撮ってもらえるサービスがされていた。

「ほら、あれなら二人の時間を過ごせるからいいんじゃない？　思い出にもなるし」

「それはいらない……。写真撮られるところ、みんなに見られるの恥ずかしい……」

「そう言うと思った」

「むっ、わかってたのになんでそんなこと言う」

「ごめんね。ちゃんと自然体に戻ってくれたのか確認のためにね？　さっきの状態だったら、いくって言ってただろうから」

「……シバの確認方法、ずるい」

「姫乃がこんな彼氏を選んだのが原因」

「ばか」

「あははっ」

　イジワルなことにはそれ相応の悪口を言ってくるが、全然怖くないのが姫乃の特徴。自然体に戻ったことで龍馬もようやく平常心を取り戻すことになった。

　そこから二人は光のトンネルや巨大なクリスマスツリーに、青い光の絨じゆう毯たんになった水辺など、夢幻的で飽きないイルミネーションを次々と見て回っていく。

　その次の場所でのこと。

「っ！」

　ビクッと姫乃が大きな反応をしたものが視界に現れる。それは光に彩られた動物たちのオブジェ、アニマルイルミネーションだった。

「見て。シバ、いっぱいいる」

「うわぁ、それは怖い」

「シバがいっぱいいるって意味じゃない。動物がいっぱいいるって意味」

「ナイスツッコミ。近くまで見にいこう」

「ん……ありがとう」

「なんで姫乃がお礼言うの？」

「なんとなく」

　姫乃はなんとなくでお礼を言うような性格ではない。

『いく？』と質問で返すわけではなく、『いこう』と龍馬が言ってくれたことで頷きやすかったのだ。

　二人はそのまま動物のオブジェに近づいていく。

　今年のテーマは北極だろうか、動物のラインナップはトナカイにシロクマにペンギンにアザラシとなかなかに珍しいものが揃そろえられている。

　その中で姫乃が一番に食いついた動物はペンギンだった。立ち入り禁止ロープの前に立ち、真正面で顔を合わせてまじまじと見つめていた。

「これ、すごく上手にできてる……」

「そう言えば姫乃って動物好きだったね」

「ん、大好き。今日はこれも見たかった」

　今日見てきたイルミネーションと比べるとインパクトはかなり弱いが、人それぞれ好みがある。大の動物好きである姫乃にはかなり心に刺さっているようだ。

「姫乃の家って動物系の可愛かわいいアイテムとか結構揃えてるイメージあるなぁ」

「ん、当たってる。ネコのスリッパとか、クマのティッシュ入れとか、サメのぬいぐるみとかある」

「動物を飼ってたりは？」

「姫乃、今は一人暮らしだから飼ってない。実家ではイヌとネコ飼ってる」

「一人暮らししてるんだ……って、え？　犬と猫？　それって喧けん嘩かしたりしない？」

「イヌもネコも仲良し。ただ、イヌはおっきいからお外で飼ってる」

「へぇ、それじゃあ大型犬なんだ？」

「そう。力が強いから散歩が大変だった」

「……」

「なんで喋らなくなったの」

「えっと、姫乃が一人で散歩させてたの……？　大型犬を？」

　これは大変失礼だが犬に引っ張られている姫乃が簡単に想像できてしまう。小柄な姫乃が大型犬を制御できるのか……との疑問が先行する。

「今、失礼なことシバが考えてる」

「そ、そんなことないよ？」

「姫乃がイヌに引っ張られてそうって思ってる。理由はみんなにもそう言われてたから」

「そ、そうなんだ……」

　予想から理由までしっかりと口にする姫乃だ。さらには当たっているのだから龍馬は苦笑いを返すしかない。

「それじゃあちゃんとリード握って散歩できてたんだね」

「ん、大人しい性格だったから。シバは動物好き？」

「うん。俺も好きだけど飼ったことはないんだよね。だから憧れてるし……将来は飼えたらいいなぁって思ってる」

「なら、シバは動物好きの彼女がいい？」

「アレルギーとか好みがあるだろうから無理にとは言わないけど、贅ぜい沢たくを言えばそっちの方が好ましいかな」

「ふふ」

　素の答えを聞いた姫乃は安あん堵どを浮かべるように目を細めていた。それが一体どういう意味なのか、鈍感でなければある程度はわかることなのかもしれない。

　そこからはトナカイからシロクマとゆっくりアニマルイルミネーションを見ていく。

　本当に動物が好きなのだろう、この場で数分も立ち止まっているのは姫乃だけ。姫乃は全部を見終わると満足したようにコクコクと頷いて龍馬に知らせてくれる。

「シバ、次のところいこ。シバは気になるところない？」

「俺？　俺はそうだなぁ。二〇時三〇分から噴水ショーがってパンフレットに書いてるらしいんだけど、姫乃は興味ない？　あと二〇分くらいで始まると思うから今から向かえばちょうどいい時間だと思うし、足も少し休められるかも」

「……ほんとに不思議。なんでシバは姫乃が足疲れてるのわかるの？」

「彼氏だからじゃない？」

「もぅ……。またそんなこと言う……」

「あはは、ごめんごめん」

　正直なところ、動きっぱなしで龍馬も足が疲れていたところなのだ。インドア派の姫乃がそれ以上に疲れているのは簡単に予測が立つこと。

「じゃあ早めにいって休憩がてらにいい場所取っておこっか」

「ん」

　次のプランも決まり、パンフレットに描かれた地図に従って噴水ショーが見えるだろう場所まで移動していくと……時間が時間だったのか空き席を見つけることができた。

「おっ、ちょうどあそこのベンチが空いてる。そこに座ろっか」

「早く探しててよかった。シバのおかげ」

「いやいや、運がよかっただけだよ」

　そう答えて他の客に席を取られないように早足で進んで席を取る。

　外の気温に当てられてベンチは冷たさを帯びている。ここで龍馬はワンポントの工夫を施すのだ。

　龍馬は片手をロングコートのポケットに入れ、厚めのハンカチを取り出す。そこからハンカチを広げてベンチに置くと優しく案内する。

「はい、座っていいよ」

「……ここ？」

「うん。ハンカチの上からで。姫乃の格好だとそのまま座るのは寒いだろうし、白色の服だから汚れをつけたくないかなって」

「……」

　呆あつ気けにとられたように目をパチパチさせている姫乃。こんな時の真顔はなにを伝えているのかまだ読み取れない部分である。

「あれ、もしかしてハンカチない方がよかったりする？　余計なお世話しちゃった感じかな……」

「そ、そうじゃない。ありがとう……。びっくりしただけ……」

　そう言うと姫乃はハンカチの上に座り、次に龍馬が座る。二人の距離は拳一つ分。この間も恋人繋ぎをしたままだが、ここで姫乃に変化が生じる。

「姫乃どうかした？　なんだかソワソワしてるような」

「だ、だってこんなことされるとは……思わなかったから」

　姫乃はお尻をつけているハンカチの角を優しく摘んで『こんなこと』を示す。

「シバ、慣れてた。他の女の人にもしてたのわかる……」

　戸惑いから嬉しさ。最後にモヤモヤした表情を浮かべた姫乃は……どこか拗すねたような口調で伝えるのだ。

　本来、こんな言葉をかけられたら代行者は返事に困るだろう。慣れている行動を取るのはこの仕事をしていれば自然に起こりうること。

　しかし、龍馬はそうではない。

「これをするのは姫乃が初めてだよ、本当に」

「……」

　発言した瞬間、ジトリとなった疑いの目を向けられるが、龍馬は突っかかることなく言葉を続ける。今、姫乃の気持ちがマイナスに傾いていることを悟って。

「俺のミスっていうか未熟な点を姫乃に伝えるのも申し訳ないんだけど、一番最初に姫乃とデートした日の最後、覚えてる？」

「覚えてる」

「その公園のベンチに座って姫乃と会話した時、それ以外のデートの時もこんなことしてなかったでしょ？」

「……ほんとだ」

「だからそういうことだって思ってくれたら嬉しいな。もし俺がこんなことに慣れてたら最初の頃から姫乃にしてるよ。手を抜くようなことをするのは姫乃にも会社にも失礼だから」

　デートの雰囲気が少しばかり崩れてしまうが、信じてもらうには真剣な表情とそれ相応の態度を見せるしかない。声色も変え、本当だと訴える龍馬である。

「じ、じゃあなんで今日はできたの……？」

「えぇ？　それだけは聞かないでほしいんだけどなぁ……」

「聞かせて。どんな理由でも、姫乃大丈夫」

「もしかして言わなかったら命令って指示出したりする？」

「っ！　命令する」

「あっちゃ……。今の完全に気づかせちゃった感じのやつだ……」

「助かった」

　龍馬の一言のおかげで姫乃は優位を取っていた。これでもう逃げ場は閉ざされる。

「なんていうか……代行の関係を抜きにしてって言っても信憑性は薄いだろうけど、純粋に姫乃を満足させたくて。だから楽しんでもらえるように勉強して身につけた？　っていうのかな」

「……」

「真面目な話になるけど、今日はクリスマスイブでもあるから姫乃が他の友達に自慢できるようなデートをしたくて……。これはプライドの問題でもあるんだけど、姫乃の彼氏として釣り合えるようにって思いもあってさ」

『デートに失敗して悪い印象与えたくないだけでしょ？』『お金のためにそれっぽいことを言ってるだけでしょ？』なんて言われたら否定はできない。

　ただ、その気持ちよりも姫乃のことを思って勉強をしていたことに違いはない。真剣に依頼者に向き合い、寄り添っているからこそベテランキラーとも言われる葉月からも好印象に見られているわけである。

「だから、こんな感じでできるようになった。背伸びしてるところなんて絶対にバレたくなかったけど、姫乃が命令だなんて言うから……」

　最初の頃はできるだけ慣れた演技をしてリードしようと考えていた龍馬だったが、最近の姫乃はそのことに対してモヤモヤしたような気持ちを抱いていることに気づいていた。

　変に飾らずわざとらしく拗ねた様子を作った龍馬は、姫乃の肩にポンと肩を当てて顔を合わせる。

「シ、シバは真剣すぎ……。多分、そんな代行者さんはいない……」

「こればっかりはそうかもね。俺がしてる仕事ってデートに慣れてる人が有利っていうか、楽しませるための引き出しが多いし実際に経験ある人たちばっかりだから、慣れてない俺はついていくだけでも精一杯だし」

「それ、一回目のデートで言ってほしかった……」

「いやぁ、こんなこと言ったら頼たより甲が斐いがないんじゃないかって思ってね」

　親しくなったから言えること。ベンチに座りながらまた一つの会話が終わった矢先、

「くしゅん」

　唐突に口を隠したと思えば姫乃は小さなクシャミをした。ベンチに座って体を動かしていない分、冷えが回り始めているのだろう。

「姫乃の言った通りどんどん寒くなってきたね。そろそろ俺のコート着よっか。体冷えてきたでしょ？」

「ううん、平気」

「絶対そんなことないと思うけど……」

「シバも寒くなるようなこと、したくない。これは防寒しなかった姫乃の責任」

「姫乃は本当に責任感が強いんだから……。俺のためにオシャレしてくれたんだから半分は俺の責任ってことにしない？」

「しない」

「そう……」

　龍馬のことを気遣って頑かたくなに首を縦に振らない姫乃。平気でも大丈夫でないことも先ほどのクシャミを聞けばわかること。

　どうにかこの現状を打開しようと頭を回転させれば──、

「あっ」

　その解決策がふとした記憶の中にあったのだ。

「姫乃、少しだけ手を離すね」

「だめ……。繋いだままがいい……。シバがずっと繋ぐいじわるするって言った」

　姫乃はちっちゃな手に一番の力を入れて離されないようにしてくる。その必死さが可愛らしいが龍馬だってちゃんとした目的があって言っていること。

「もう一つのイタズラを姫乃は覚えてる？　今からそれをしたいんだけど、手を繋いでいる状態じゃできないから」

「っ！　わかった」

　それを聞くとパッと手を離してくれる。龍馬が挙げたイジワルは二つ。

　手を離さないイタズラに肩に触れるイタズラ。今から龍馬がしようとしているのはその後者。

　五回目の代行をして後者は初めてすること。どちらを優先するのかは皆一致することだろう。

「それじゃあ、今からするからね」

「ん」

　姫乃は太ももの上に両手を置いて体を小さく丸めた。龍馬が肩に触れやすいようにしてくれているのだろう。この体勢はありがたいことであり、龍馬は緊張を抑えるようにして行動に移すのだ。

「動かないでね」

　それだけ注意すれば、龍馬はロングコートの前裾に触れ、そこを握ったまま姫乃の背中から肩に回していく。

　肩まで届けば、逆の手を使ってコートの裾を姫乃の体の正面まで引っ張るのだ。

「っっ!?」

「姫乃が想像するものとは違うと思うけど……我慢してね」

　龍馬はコートを着たまま、空いたスペースを使って姫乃の体までスポッと覆ったのだ。あとはイジワルの通りに肩に触れてコートが剥はがれないように蓋をする。これで龍馬も寒くならず、姫乃も寒さから守ることができる。

　コートの中では龍馬と姫乃の体が触れ合っている。お互いの体温を感じられるほど。

「シ、シバ……な、なんで……」

「ん？」

　いきなりのことに姫乃は硬直していた。それは驚きというよりもこの展開に心当たりがあったから。

「なんで……シバが知ってる？　これ、姫乃が漫画で描いてたの……」

「確か二巻目だよね？　書店に置いてあるでびるちゃん先生の漫画、いつも楽しく読んでる……じゃなくって読ませてもらってるから」

「っ!?」

「やっぱり漫画のようには上手うまくできなかったけど、そこはごめんね」

　姫乃が漫画家だと知った龍馬は少しでも売り上げに貢献できるようにでびるちゃんの漫画を購入し、最後まで読み進めていた。

　この偶然が重なり、この展開が生まれたのだ。姫乃はコートの中でピクリとも動くことなく、ペンギンのヒナのように体を温められている。

「このまま噴水ショー見よっか。残り五分でスタートだから」

「ほんとにいいの？」

「もちろん」

「なら、このまま見る……」
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　姫乃は体の前にかかっている龍馬のコートがめくれないように自身の手で引っ張る。ミノムシになるようなポジションを作ったのだ。

「……シバに体、寄りかかっていい？」

「駄目」

「ううん、だめじゃない……」

　姫乃の答えは最初から決まっていた。龍馬の答えを押しのけて、ちっちゃな体を預けてくるのだ。

「……姫乃が重かったら言って」

「全然重くないよ。むしろ軽くて心配になるくらい」

「それなら、いい」

　体を預けたことで二人の距離はさらに縮まる。姫乃はコートを布団代わりにして首から上をちょこんと出すと龍馬の体を枕代わりにしている。

「シバ」

「ははっ、どうしたの、さっきから」

「あの……ね。イルミネーション、初めて男の人ときたのがシバでよかった……。姫乃、ほんとによかった」

「ちょっ!?　こ、この体勢でそれ言うのは駄目だって……」

「ふふ、シバ……ドキドキ鳴ってる。この体勢だから、わかる」

「慣れてないんだからこうなっちゃうんだって……。って、ウブな姫乃も絶対俺と同じようになってるでしょ」

「そんなことない……」

　最後の最後は相打ちだった。コートの中に顔を隠して否定する姫乃だが、心地良さと恥ずかしさに顔を真っ赤にしていたのだ。

　それでもこの体勢が崩れることはない。二人は動くこともなく噴水ショーを迎えることになる。ショーが終わるまでの時間は三〇分。

　光と水の芸術に酔いしれながら……時折、龍馬の体に頬ほおずりをしながらデートを堪能する姫乃だった。




　時刻は二一時四〇分。イルミネーションを抜け、タクシーと電車に乗り、最寄駅まで戻ってきた二人。

　タクシーの中で姫乃がこっそり手を繋いできたり、電車の中でもこっそり繋いできたり、姫乃はデートへの名残惜しさを見せていた。

「もうこんな時間……。早い……」

　代行の終了まで残り二〇分。今日は四時間のデートだが、本当にあっと言う間である。

「イルミネーション本当綺麗だったね」

「ん、一番の思い出になった。シバにも甘えられた……」

「噴水ショーが終わってもベンチから動かなかったくらいだもんね？」

「そ、それは違う。シバが動かなかっただけ」

「あれ、『もうちょっとこのままがいい』って言ったの誰だっけな」

「シバ」

「俺だったか……」

　バレバレな嘘をつく姫乃に仕方なく譲る龍馬である。

　二人が待ち合わせ場所でもあった公園に向けて歩みを進めること三分。龍馬はとある店が見えた矢先に声を出す。

「えっと……さ、姫乃にこんなこというのは本当に申し訳ないんだけど、俺から一つ甘えたいことがあるんだよね？」

「なに」

「ここのお店にちょっとだけ寄っていいかな……？」

　龍馬が指をさしたのは有名チェーンのケーキ店。閉店まで残り二〇分を切った店。

「姫乃は大丈夫だけど、もう閉店だからケーキ残ってない……よ？　売り場のところ全部なくなってる」

「実は今日予約してて、閉店までには取りにいくって連絡を入れてるんだよね」

「それなら早くいったほうがいい。姫乃、外で待ってる」

「ごめんね、本当にありがとう」

　姫乃がお金を出している時間にこんな行動を取れば怒られても文句は言えない。会社にクレームを言われる可能性だって、マイナスな印象を与えてしまう可能性だってある。そんなリスクを抱えてもこの行動に移すのはちゃんとした理由があったから。

　龍馬は財布の中から予約の控えを取り出して急いで店内に入るとレジの前で店員に見せ、予約したケーキをスムーズに受け取って姫乃のもとに戻る。

「甘えちゃって本当にごめん。ちゃんと受け取れたよ」

「受け取れたならよかった。シバも姫乃に甘えてくれて嬉しい」

「ありがとう姫乃」

　代行者としてアウトな甘え方をしているのは承知している。姫乃の優しさにつけ込んだと言っても過言ではないが、嫌な顔一つしないことにも感謝しかない龍馬である。

「姫乃は家に帰る時にコンビニでケーキ買う予定だったよね？」

「そう。……ただ、姫乃にマウント取った責任は取ってもらう」

「マ、マウント？　俺……そんなことしちゃった？」

「今の、コンビニよりもケーキ屋さんのケーキの方がいいでしょって聞こえた」

「本当にそんなつもりないからね!?　ただ確認をしただけで……」

「姫乃はそう思った。……イルミネーションの時みたいに、姫乃の肩、触ってくれたら許す」

　強引な姫乃の狙いは誰もがわかるだろう。それでも奥手な姫乃からしたら工夫を凝らした方である。

「シバ、どうする？」

「どうするもなにも、それをやられちゃったら選択肢は一つしかないよね……あはは」

「じゃあする？」

「うん。そうさせてもらうよ」

「っ！」

　そこでまばたきを素早く繰り返す姫乃は嬉しさを出しているようなもの。

　龍馬がこれをするのは今日が二回目。一度目の時よりも抵抗感はない。また、クリスマスイブという環境も肩を抱きやすい要因の一つ。

　すれ違う人々の多くは周りを気にすることなくイチャイチャしている。そこに紛れることの方が簡単。

　龍馬は姫乃の肩に触れると、優しく抱き寄せるのだ。

　姫乃の体は本当に軽く、強い力を入れたりすれば簡単に体勢が崩れるだろう。そうはならないように慎重に動くのだ。

「姫乃って恋人繋ぎよりもこっちの方が好きだったりする？」

「ううん、どっちも同じくらい好き……。ただ、シバにこれをしてもらえるの今日が初めてだから。……今日じゃないと、こんなこと言えないって思った」

「それを言い換えるとすると、今日みたいに楽しむことができたらお願いするかもってこと……でいい？」

「そう、かも。あとは二人だけの時。今はみんながイチャイチャしてるから、できる」

「了解。わかったよ」

「シバはまたデートの勉強する……？」

「もちろん。勉強しても損することじゃないし、姫乃とデートできるのは嬉しいから」

「……なら、シバが姫乃の依頼で嬉しくなるくらい、姫乃も頑張る」

「頑張るっていうと？」

「もっと、有名な漫画家になる」

　有名な相手とデートする方が嬉しいだろうと考えている姫乃だが、それは人それぞれである。

「んー、姫乃の本業はそっちだからもっと有名になるって目標は大事だと思うけど、俺は依頼者さんの立場とか気にしないよ。まず姫乃との依頼が嬉しいって思うし、実際にデートする時は毎回時間が過ぎるのは早いから」

「……」

「いつもありがとうね。今日は勇気を出して気持ちを伝えてくれたり……それも嬉しかったよ」

「そのこと、思い返すの禁止……」

「あはは」

　感情表現が苦手な姫乃はやっぱり無理をしていたようだ。恥ずかしさを隠すように強く訴えてくる。抱き寄せられている肩とは逆の肩を龍馬に押し当てて反抗してくる。

「……姫乃の肩、もっと強くしてくれたら許す」

「そ、それはもっと抱き寄せてって？」

「そう。残り時間も……少ないから」

「わかった。痛かったりしたらすぐに言ってね」

「ん……」

　この体勢が気に入ったのだろうか、姫乃は龍馬に体を傾けたままだった。契約時間の終了、別れまで刻々と時間が迫っていた。これは姫乃にとっても龍馬にとっても辛い時間。それが天候にも現れるように粉雪がパラパラと舞い始めていた。




「シバ、二二時になった」

「……そうだね」

「シバから言わないの、今日が初めてだと思う」

「えっと、なんていうか……さ。姫乃から言ってくれてありがとう……」

　契約時間終了の時間、二二時。粉雪が降る公園でこんなやり取りが交わされていた。

　代行者として依頼者に契約の終了時刻を伝えるのは当たり前のことで立場上はどうしても避けられないこと。

　だが、お世話になっているだけでなくこうして楽しい時間を作ってくれた姫乃にお金の話を持ち出すのはどうしても抵抗があったのだ。

「今日はこんな感じで終わっちゃうけど……次に出す漫画は姫乃ちゃんと描けそう？」

「大丈夫。絶対」

「おっ？　その断言が聞けたら俺も安心だよ」

　小柄な体型に童顔。見た目だと頼りなさを感じてしまう姫乃だが、その中身はでびるちゃんという、たくさんのファンを抱えたプロの人気漫画家。

　そんな人間の言う『絶対』は相当な力強さがある。

「多分だけど、一月の一日までには出せると思う」

「えっ、そんなに早く!?　やっぱり作業ペース早いんだね」

「クリスマスの内容だから、あまり遅らせると旬が終わるの。あと次のお仕事が一月だから、一つのことに集中できるのもある」

「ほー、なるほどね」

　現実世界と漫画の世界の時系列は同じ。投稿を遅らせてしまえば遅らせてしまうほどブームの効果は下がってしまう。

　姫乃はこの漫画も商業化に繋げるために全力で取り組んでいるのだ。

「いいねどのくらいもらえたか、投稿したらシバに教える」

「それは楽しみだ。ちなみにいいね獲得数の目標は立ててるの？」

「シバに驚いてもらえるくらい。今決めた」

「それだと五万いいねになるけどいい？」

「え……。それをほかの漫画家さんに言ったら、あほって言われる数字」

「あはは、すごい数字ってことはわかってるんだけど、姫乃はその数字を獲得できるだけの腕を持ってるから贔屓ひいきはしないよ」

「……」

　姫乃の漫画を読み、その腕を買っているからこそ、誰もが達成できるような数字は出さない龍馬である。

　贔屓することなく、その理由を言ってくれたのはプロの漫画家として光栄でしかない。

「姫乃、頑張る。だから、目標達成できたら……シバにおねだりしたい」

「その時はなんでも甘えてもらっていいよ。そのくらいすごいことだし」

「なんでも？　ほんと？」

「あっ、常識的な範囲ってのは付け加えさせてもらうけどね」

「わかった。もっともっと頑張る」

　代行の終了から五分が過ぎ、話もいいところになったところで龍馬の気持ちを切り替える。つらい時間と向き合うのだ。

「それでは……姫乃。本日の代金をお願いします。四時間なので八〇〇〇円です」

「わ、わかった」

　姫乃はエナメルのショルダーバッグを開け、中をゴソゴソし始める。普段ならここで財布を取り出す姫乃だが……今日だけ取り出したものが違ったのだ。

「えっ？」

　姫乃が取り出したのは二つ。綺麗にラッピングされた正方形の箱と、水玉模様の可愛らしい封筒。

「は、はい……。シバに……これ」

　姫乃はそれを両手で渡してきたのだ。赤みを帯びた顔で龍馬を見つめながら、緊張が襲っているように手を震わせて。

「あ、ありがとう。この封筒は依頼料だと思うんだけど、こっちの箱はなに？」

「それは……姫乃からの……プ、プレゼント」

「プレゼント!?」

「そ、そう。今日は……クリスマスイブだから、プレゼント……」

　周りがうるさければ聞き取れないくらいのか細い声。それでも二二時の公園に人気はなく、ちゃんと聞き取ることができる。

「姫乃……クッキーを頑張って作ったから、受け取ってほしい」

「……」

「初めて作ったから、形も汚いかも……だけど、おいしくないかもだけど、頑張った……から」

　必死に、懸命に想いを伝えてくる。喋れば喋るほど頭が下がっていく姫乃。その結果、視線は合わないが、これが今の姫乃にできる精一杯なのだろう。龍馬はその気持ちを理解するように姫乃に無理な要求をすることはない。

「姫乃、本当にありがとう。すごく嬉しいよ」

「は、恥ずかしいから……それを開けるのは、シバのおうちでして……」

「わかった。感想はちゃんと伝えるから」

「ん。そ、それじゃ……姫乃、もう帰る……」

　プレゼントも贈り、言いたいことも言い終えたのだろう。急いでベンチから立ち上がり、逃げるように帰ろうとする。そこを龍馬はすかさず止めるのだ。

「──あっ!?　姫乃待って!!」

「な、なに……」

「後出しになっちゃうんだけどさ、実は俺からも渡すものがあって……。まさか姫乃と考えてることが一緒だなんて驚いたよ」

　真っ赤な顔をしたまま振り返った姫乃を見てバッグを開ける。

「姫乃みたいに手作りを用意できなくて申し訳ないんだけど……」

　その前置きをして取り出したのは姫乃同様に綺麗にラッピングされたプレゼント箱。龍馬はそのプレゼント箱とケーキの入った袋を持って立ち上がり、姫乃のもとに近づいていく。

「はい、姫乃。これは俺からのクリスマスプレゼントだよ」

　龍馬はケーキが入った袋の中にプレゼント箱を入れて姫乃に差し出した。

「……ち、違う。このケーキはシバの……。姫乃のは、ケーキの上に置いてるプレゼント箱じゃ……」

「ううん、これは俺が姫乃のために予約したケーキだから姫乃のだよ。甘いもの好きってことは知ってたし、一人じゃケーキ屋さんに入りづらいって言ってたから」

「……」

「お、おーい？　姫乃？」

　目の前で完全にフリーズしている。そんな姫乃を起動させるように手を振って言葉を続けるのだ。

「ほら、ぼーっとしてないで受け取って」

「っ、あり、が、とう……シバ……」

　姫乃はタートルネックに顔の下半分を隠し、声にならない声をあげながらこのプレゼントを両手で受け取った。

　心に芽生えるのは嬉しさが溢あふれ出すような、そんな気持ち。

「二時間早いけど……メリークリスマス。姫乃の漫画が上手くいくようにこれからも祈ってるから」

「っ!!」

　その最後のセリフを聞き、照れ笑いを浮かべた龍馬を見た瞬間だった。姫乃は目をまんまるくして、口を震わせる。それは感情に身を任せるスイッチが入ったように──。

「シバ……っ」

「ンッ!?」

　それは龍馬ですら予想していなかったこと。予想すらできないこと。

　姫乃はプレゼントを持った手をいきなり龍馬の背中に回し、体当たりするような勢いで正面から抱きついたのだ。

　そのまま顔を腹部に埋めながら、「ありがとう……ありがとう……」と何度もお礼を伝えてくる。

「嬉しい。ほんとに、嬉しい……」

「姫乃……」

　こうしたプレゼントをもらったこと、こんな声をかけてもらったことは、姫乃には一度もなかった。今日、こんなサプライズがされるなんて思ってもみなかった。

　言葉では伝えられないくらいに幸せな気持ちだった。

　突然抱きつかれ、勢いに負けるように仰のけ反ぞった龍馬だが、今はぎゅーっとしがみつかれている。

　正直なところ、龍馬は不安でいっぱいだった。このプレゼントをちゃんと受け取ってもらえるのか、ちゃんと喜んでもらえるのか、と。

　それが姫乃の反応を見て霧散した。一瞬で安堵の気持ちに包まれた。それが……代行者という立場を忘れさせてしまう……。

「俺の方こそ……ありがとうね、姫乃」

　この感謝を伝えると同時。龍馬は姫乃の細い背中に手を回し……優しく抱きしめるのだ。

「……ぁぅ」

「……本当にありがとう」

「……」

「……」

　姫乃の中でも、龍馬の中でも、デートの回数を増やせば増やすほど無意識に異性として見てしまうことがある。流されてしまうこともある。それがこのバイトの恐ろしい点。

　この抱擁は何秒間続いたのだろうか、龍馬の腕の中に埋もれている姫乃はどんどんと抱きつく力を弱めていく。次第にその腕は下に垂れ、龍馬だけに抱きしめられる形になり……とうとう容量を超えてしまう。

「シバ、もぅ……しんじゃう……」

「あっ!?」

　胸のあたりで聞こえたとろけたように弱々しく、震えたような声。その声で我に返った龍馬はハッと腕を緩めるのだ。

「ひ、姫乃ごめんッ！」

「～～～っ……」

　お互いの体はすぐに離れる。だが、姫乃はもう限界を超えている。火が出そうなほどの顔色で、全身をぷるぷる震わせながら、一歩二歩と後ずさりをして。

　それが、二人の別れだった。

「──あっ!?」

　強く目を瞑ったと思えばそのまま走り去っていった姫乃……。

　別れ際に毎回言ってくれる、『ばいばい』もなく、初めての別れ方。

　暗い公園に一人、取り残される龍馬。ふと冷静になればその顔には冷や汗が流れるだけでなく、青ざめてもいた。

「お、俺は……なんてことを……」

　最後まで声に出すことは龍馬にはできなかった。

　代行の時間が過ぎ、お金をもらったとはいえ最後まで見送ることが代行者の立場。姫乃のしたことを止めなければいけなかったのが龍馬の立場。それなのに、流されるがまま抱き返してしまった。

　あの反応から姫乃に嫌な思いをさせてしまった……。怖いという気持ちを与えてしまった。代行会社にどのような連絡がされるのか……。

　冷静さを取り戻したその時、情けなさに駆られ龍馬は一歩も動くことができなかった。立ち尽くすばかりだった。

　重く、不穏なこの時間は粉雪が降り続いていることでより深刻さを演出しているようだった。
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「うぅう……恥ずかしいよ……」

　姫乃は自宅の玄関に入ると靴を脱ぐこともなくしゃがみこんでいた。

　両手で熱々の顔を押さえながら声にならない声を出して首を左右に振っていた。

「姫乃、シバに抱きついちゃった……。シバに、抱きつかれた……」

　抱きしめた感触。強く抱きしめられた感触。さらには龍馬の体温に匂い。その全部が残っている。

　それだけでなく、姫乃の心臓は息を吸うことが困難なほど激しく動き続けていた。龍馬のことで頭がいっぱいいっぱいになるだけでなく、ずっと龍馬のことを考えてしまう。

「この気持ち、なんなの……」

　初めての体験が姫乃を襲っていた。嬉しくなり、恥ずかしくなり、ふわふわしたような不思議な感覚。

「あ……」

　そんな時、姫乃は思い出す。龍馬からのプレゼントを……。この感情にさらに胸をドキドキさせながら廊下に置いたプレゼントに手を伸ばす。

　ラッピングされたプレゼント箱を一旦取り出すと、最初にシールを剥はがしてケーキの箱を開けるのだ。

「えっ」

　その中身を見た瞬間のこと。姫乃は息を呑のんで紫水晶の瞳を揺らすのだ。

　箱に入っていたのは四種類のケーキ。それはモンブラン、ショートケーキ、チョコケーキ、ミルクレープ。姫乃が大好きなケーキであり……知ることになる。

『バイト先の書店に心理テストの新刊が入ってきて試し読みしたんだけど、好きなケーキで心理テストができるみたいだから姫乃にちょっと協力してもらおうかなって』

　大学の放課後、好きなケーキのことを聞いてきた理由は、心理テストをしようとしていたわけではなく、姫乃が好きなケーキをプレゼントするためだったのだと。

　クリスマスイブの数十日前からサプライズすることを決めていたのだと。

「ば、ばかシバ……。ほんとに……」

　全部、いいようにやられていた。なにも気づかなかった姫乃だが、胸がぽかぽかと温かかった……。目を細めて微笑んだ姫乃はケーキの箱を閉めて、最後にラッピングされたプレゼント箱を丁寧に開けていく。

「こ、こっちはなんだろう……」

　もう嬉しさは止まらない。言葉にできないような想いが募っていく。

　箱は少し軽く、少し大きいサイズ。触った感じはプラスチックの箱に入っている。中身を取り出すための開け口があり、そこに手を入れて袋から引き出せば視界に映る。

「わ……」

　プラスチックの箱に入っていたのは、テディベアのぬいぐるみ。そしてもう一つ、テディベアのお腹なかにはピンクの小箱が大事そうに抱えられていたのだ。

　中から慎重に現物を取り出した姫乃がテディベアが腕に抱いていた小箱を開けば、さらなるプレゼントが入っていたのだ。

「っ!!」

　それはキラキラと光るピンクゴールドのネックレス。そのネックレスには四つ葉のクローバーが形取られ、ローズクォーツの宝石が葉の一箇所に添えられている。

　これが、龍馬が姫乃のために選んだクリスマスプレゼント。

「綺麗……。ほんとに綺麗……」

　手のひらにネックレスを置く姫乃はまた声を震わせる。

『二時間早いけど……メリークリスマス。姫乃の漫画が上手くいくようにこれからも祈ってるから』

　これは龍馬からプレゼントを渡された時に言われたこと。

　そして、ネックレスに装飾された四つ葉の花言葉は『幸運』。

　贈られた言葉とネックレスの意味までしっかりと繋がった。

　姫乃は言える。今日、今までで一番嬉しいプレゼントをもらったと……。もう、幸せでいっぱいだった。

「シバはなんで嬉しいことばかり、するの……」

　姫乃はテディーベアとネックレスを胸の中に抱きしめる……。誰にも渡さないと言わんばかりに、龍馬にこの気持ちを伝えるように──無意識に、自身の想いを口にしていたのだ。







「大好き……」と。
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　時刻は二三時を過ぎる。龍りよう馬まは肩に雪をつけながら帰宅していた。

　顔に明るさはなく、沈んだ表情で。

「……」

　代行でミスを犯してしまい、そう簡単に気持ちを切り替えることはできない。いや、それよりも姫ひめ乃のを傷つけてしまった可能性があるということが一番辛いこと。今、ポケットに入っている姫乃の好意でもらったプレゼントがさらに追い打ちをかける。

　──それでも、この家では落ち込んだ顔を見せるわけにはいかないのだ。

「……ただいま、カヤ姉。この時間まで起きてるの珍しいね」

　龍馬はリビングの扉を開けると、いつも通りを装って帰宅の挨拶をする。

「おかえり。今日は楽しかった？」

「うん。だけど疲れたからもう部屋に戻るね」

　今のメンタルではカヤと会話するのだって難しい。一人になるためにすぐ話を切った龍馬だが、それが叶かなうことはなかった……。

「待って。大事な話があるからここに座って。疲れてるところ悪いけど」

「えっ？」

「いいから」

　カヤは頬ほお杖づえをついて龍馬を睨にらむ。いや、それくらいに強い眼光を注ぐ。

　突然の変貌に思わずたじろぐ龍馬は蛇に睨まれたカエルのようになっている。

「早く」

「はい……」

　トントンと場所の指示をされ、萎縮したように椅子に腰を下ろす。

　話す環境が整うと、カヤはテレビの電源を落として再度口を開くのだ。

「時間も遅いから、聞きたいことだけ話すけど最近なにしてる？　不便があるわけじゃないから怒るつもりはないけど、料理は作り置きをする頻度が増えて洗濯物をする時間も遅くなってる」

「そ、それは友達が増えて遊びにいくことが多くなったから……。それで家事ができなくなってるのは本当にごめん」

　カヤは一生懸命働いて生活費を稼いでくれている。その分、龍馬も恋人代行で稼いでいるが、そんなこと言えるはずがない。

　心苦しいが遊びという嘘うそをつくしかなかった。

「ふぅん。友達とはどんな遊びをしてるわけ？」

「ショッピングとか、友達の家でゲームとか……」

「ねえ、アタシがなにを言いたいのかもうわかってるでしょ？　いい加減、嘘はやめてくれない」

「ッ」

　途端である。目つきを鋭くしながら強い口調を放つカヤ。

「アタシはリョウマのこと一番にわかるんだよ。そんなあんたのここ一ヶ月の様子はどう見ても普通じゃない」

「……」

　自信を持った前置き。だが、それは当然。今までずっと生活を共にしているきょうだいの関係なのだから。

「リョウマは一ヶ月前、バイト探してたよね。その状況だったのに遊びの頻度が増えて家事に割く時間も減った。あんたの性格からしてこんな矛盾するような行動は絶対しないし、要するに新しいバイトをしてるとしか考えられないわけ」

「そ、そんなわけないよ……」

　龍馬はこう返す以外に選択肢はない。カヤには完全に性格を熟知されている。話すこと全てに間違っていることはなにもないのだ。

「もう言うけどさ、本当のところバイトしてるでしょ。それも報告もなしとなるとアタシに言えないようなバイトをやってる」

「いやいや、俺が家族のルールを無視するわけないじゃん……。って、カヤ姉に言えないようなバイトってなにかあるの？」

「簡単に言えばホスト。でもリョウマの帰宅は早いし酔っているわけでもないからこの線はない。あとは霊感商法とか、サクラ業とかもあるだろうけど、あんたの性格からすると人を騙だましてお金を稼ぐようなこともしない」

「……」

「リョウマがなにかを隠してるのはもうわかってる。ってか、もう予想できてるから詰めるけど──」

　テレビ音もない室内。シーンとした中、カヤの冷たい声が響いた。

「代行系のバイトでしょ」

「だ、代行系……？　な、なにそれ。俺は知らない……」

　このワードを出された瞬間、冷たい血が龍馬の中に流れる。冷や汗が背中をなぞる。

「へえ、知らないかぁ。じゃあ言わせてもらうけど、アタシ見たんだよ。リョウマがアタシの上司、葉は月づきマネージャーと二人でいるところを。恋人のようにデートしてるところをね」

「え……」

　これがカヤの切り札であり、龍馬が目を見開いて頓とん狂きような声を出してしまうような情報。

「つまり、考えられるのは恋人代行だよね。実際にその手のバイトがあることは知ってるし、そのバイトを成功させるためにアタシに恋愛のアドバイスを聞いてきたんでしょ？　全部辻つじ褄つまが合ってるわけ」

「ち、違うよ。そんな言葉初めて聞いたし……」

　デートを見られたというだけでなく、一度代行をした葉月がカヤの上司。ありえない関係性を知らされ、動揺で理解が追いつかない。

「じゃあ答えて。あんたは葉月マネージャーとどこで、どのように出会って、どんな風にかかわっているのかを。そのあと葉月マネージャーにも事実確認するから」

「……」

「言ってるよね。トラブルに巻き込まれないためにもルールの無視だけは許さないって。アタシにはもうリョウマしか家族はいないんだって」

　龍馬は固唾を呑のんで震える。カヤの問い詰めに言い逃れる方法がなにも思い浮かばなかったのだから……。

　さらに、悪いことは連鎖するように起こっていく……。マナーモードになった龍馬のスマホは一つのメールを受信する。

『夜遅い時間にごめ！　りょーまセンパイ聞いて聞いて！　これビッグニュース！　元旦にアーシ達初詣のデートするじゃん!?　それでね、近場にある大進神社ってあるでしょ？　その神社に大願成就の字とでびるちゃんの名前が書かれた絵馬があったのを去年友達が見たんだって！　絵馬にウソなんて書かないだろうし、絶対本人だって！　もしかしたら元旦にその神社きたりするかも！』

　龍馬の不安をさらに煽あおる内容のメールが愛あい羅らから送られていたのだ。
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　一二月二三日。クリスマスイブの前夜。

　とあるマンションの一室で三人の女子大生がエプロンを着てキッチンに立っていた。

「それじゃあクリスマスに向けてお菓子作りを始めたいと思いまーす！」

「おー」

「いやちょっと待って。なんでウチまで参加する流れになってるんだろう……。二人の買い物に付き合ってそのまま帰るって流れだったじゃん？」

　風ふう子こが掛け声と共に腕を上げると姫ひめ乃のも同じように腕を上げてやる気を示す。そんな中、亜あ美みのテンションは二人と違っていた。

「だってお菓子作り得意だってアミから聞いたんだもん。これはもう一緒に手伝ってもらうしかないじゃん」

「女子力アピるためにやってたから得意ではあるけど……さ、ふーこもお菓子作れるんだからウチがいる意味なくない？　なによりこのメンバーでクリぼっちはウチだけだからホント居づらいし！」

「まあまあ！　少しでも人数多い方がいいよねー、姫乃っち？」

「ん。亜美にも教えてほしい。姫乃初めてだから」

「そ、そう言われるのは嬉うれしいけどさ。じゃあ約束してよ？　ウチを仲間外れにしないって。彼氏の話で二人で盛り上がらないって」

「さすがにそんなことはしないって。やるにしても姫乃っちをイジるだけだから」

「……」

　風子から矛先を向けられる姫乃だが反抗したりはしなかった。今回、この二人に教えを請うことになっている。上手に作るためには二人の力は必要不可欠なことであり、この三人の中ではいじられキャラ的な存在でもある。

「え？　今日はひめの公認でからかっていいの!?」

「公認してなくても、二人はいつもからかってる」

「はい！　そんなわけでアミも一緒に作ろう!!　材料も三人分あるからついでだと思ってさ！」

「わかったわかった。それじゃ、リア充の運をもらえるように参加させてもらいまーす」

「よーし、勧誘成功！　エプロン強引に着せた甲か斐いがあったよ」

「姫乃も嬉しい」

「完全に乗せられた気はするけど、手伝うからには力になれるように頑張るよ」

　ここで亜美の参戦も決まる。

「それじゃ、そろそろ始めましょうかねー。生地を冷蔵庫で寝かせる時間があるから早めに取り組んだ方がいいと思うし」

「ん、頑張る」

「じゃあウチは分量を先に調べとくよ。一二〇個分の生地作るような計算でいい？」

「いいよー！　五人分だからそのくらいがベストだね」

　そうして風子と亜美が先導してお菓子作りが開始される。

　手順を知っている人数が二人ということもあり、最初の準備からスムーズに進んでいるのであった。




「姫乃っちってさー、普段どんなことを龍りよう馬まさんとしてるの？　なんかいきなりでごめんだけど」

「あ、その気持ちわかる！　ほらあれ、噂うわさになってた放課後デートでなにをしたのかも気にならない？」

　エプロンとマスク姿でクッキー作りを始めた三人。

　薄力粉、バター、グラニュー糖の重さを量るのは風子と姫乃。その指示を出すのは亜美と効率良く作業しているとこんな問いが出る。

「……どうして姫乃だけ。風子にも聞いて」

「いやぁ、ふーこは基本オープンだから話してくれるけど、ひめのはクローズじゃん？　だからそんな部分を含めて興味あるよね」

「それに、相手が龍馬さんだからなおのこと気になるよね。何度も言うけどあの人はレベル違うし」

「優良物件ってやつだよねぇ。まぁ、ひめのもその内の一人だけど」

　姫乃と龍馬のデートを目撃し、会話したこともある二人。そんな二人から見た龍馬の評価は良い意味でのバケモノ！　である。

「それで、ひめのは放課後デートになにしたのかな？　差し支えなければ教えてほしいなーなんて」

「べ、別に変なことはしてない。放課後にお話しして、帰っただけ」

　姫乃と龍馬の関係は複雑は複雑。大学では友達、代行の時は恋人と接し方が変わるのだから。放課後デートと言っても友達のような距離感で一緒に帰っただけ。手を繋つないだりと恋人がするようなことはなに一つしていない。

　それは彼氏のいる風子に疑問を持たせることだった。

「えっ!?　一緒に帰っただけ？　他にはなにもしてないの？」

「おかしい……？」

「いや、おかしいことはないけど……ね？」

　そこで亜美に顔を向けた風子は同意を求める。

「ふーこの言いたいことはわかるよ。お菓子作ってる最中に言うのもあれだけど、いろいろとしてないんだ的な感じでしょ？」

「そうそう！　その通り！」

「ん？」

　言葉が濁されていることでいまいち要領が掴つかめない姫乃は、細い首を傾けて追加の情報を求めるのだ。

「あのさ、姫乃っちって龍馬さんと良い関係なんだよね？　喧けん嘩かとかもしたことないような？」

「そう。シバは優しいから」

「じゃあさ、ぶっちゃけた話……別れ際にキスとかしたでしょ？」

「っ!?」

　あくまでこれは風子の感覚だが、そんなことをしていてもおかしくないと思うほどの印象を持たれている。そして、予想外の発言をされたからこそ驚きで声が出なかった姫乃は誤解を招いてしまう。

「ふーこさぁん。見ましたか今の。あの反応はキスやってますねぇ」

「間違いなくってところですねー。やるじゃん姫乃っちぃ！」

「ち、違っ……。そ、そんなこと……」

「キス系ならさ、りょうまさんからちょっと強引めな感じでされてそうじゃない？　ほら、ひめのって恥ずかしがるだろうし」

「わかるわかる！　体をプルプルさせてるところにキスされてそう」

「か、勝手に……想像しないで……。そんなの、してない」

　姫乃は精一杯誤解を解こうとするが、勢いに乗った二人に敵かなうはずもない。

　実際、そのようなことをするとなれば姫乃は自分からできないだろう。亜美や風子が言う通りになってしまうだろう。

　龍馬とキスをする想像をしてしまった姫乃の顔はもう真っ赤っかになっていた。

　この状態ではなにを言っても信じてもらうことはできない。全て照れ隠しと捉えられるというのが自然なほど。

「でもまぁ、こんな可愛かわいいひめのが彼女なら多少強引にされても仕方ない！　って感じはするけどねぇ。ひめのって自分磨き凄すごいから唇はプルプルだし、りょうまさんにも独占欲はあるだろうし」

「別に隠さなくてもいいのにねー。イヨンで二人を見た時から距離感近かったから予想は簡単。むしろしてない方がおかしいってくらいだし」

「……」

　二人の仲が良いと決めつけているからこその予想。姫乃を置いてけぼりにするように話は進んでいく。

「確かふーこも彼氏とはキス済ませてるんだよね？」

「そりゃ付き合ってるからね。あっ、でも過激なやつはしてないよ。もちろんそれ以上のことも。あたしら付き合ってまだそこまで経たってるわけじゃないし」

「……あれ、そう言えばひめのってりょうまさんといつから付き合ってるんだっけ？」

「そこは姫乃っちが内緒にしてるところだよ。あたしの予想になるけど、経って半年くらいじゃない？　さすがに二、三ヶ月であんなに仲良くなれないでしょ。あの姫乃っちがベタ惚ぼれしてるくらいだよ？」

「ベタ惚れとか言わないで……」

　偽の関係であっても、本物の関係であっても、この響きは恥ずかしくなる。ボソボソと反抗するが、こうしたウブな反応が信憑性を勝手に高めていく。

　幼げな容姿とこの反応は姫乃の武器であり、魅力の一つだろう。

「半年ってなるとさ……？　もしかしなくてもふーこ以上に関係が進んでるって可能性もあるってことだよね!?　ほら、ひめのは一人暮らしだからそんなことする場所は十分にあるっていうか……」

　プライベート中であり、年頃の親しい女子が三人集まりでもすれば大学ではできないような、大胆な会話が増えるもの。

「そう言えば、姫乃っちって頑かたくなに家に入らせないよねー……。もしかしていかがわしいモノがあるから入らせないようにしてたり!?」

「あっ。ホントだ……って、え？　じゃあひめのって卒業してる系!?　嘘うそでしょ!?」

「なんでそんな話になるのっ」

　姫乃が友達を自宅に入れないのは漫画家だとバレる恐れがあるから。

　パソコンはともかく液晶タブレットという機械を知っていれば絵を描いていることがバレてしまう。さらに、家の本棚には参考書代わりにしている漫画や小説がギッシリと詰まっているのだ。そっちの道にいるとバレる可能性は十分。

　それを防ぐために行っていた行動が却かえって仇あだになってしまう。

　姫乃も一八歳。二人がどのような意味合いの会話をしているかはわかる。もっと言えばツイットを始めた初期の頃、多くの人気を獲得するためにそのような絵も描いていた。

　興味がなければ当然できないことであり、そのような漫画を読んでいるからこそ自分も描くことができるというもの……。

「ふ、二人はいきなり変な会話しない……。クッキー作ってるのに」

「今の焦った声に動揺してる反応……。ふーこ、これシてるっぽい……」

「なんか、あれだね。思った以上にオトナだったね、姫乃っち……」

「この情報、大学の男子が知ったらショック死する人出そうじゃない？　りょうまさんと一緒に帰ってるから中にはひめのの純潔を奪った顔を思い浮かべられる人もいるだろうし」

「もう講義どころじゃなくなるねー。姫乃っちのファンは号泣ものだよ」

　亜美と風子の二人から熱視線を受け続けるが、もう止めることができないと独自の判断をした姫乃は対策を取っていた。

　もう周りを見ないようにしようと。黙々と分量を量っていこうと。

　姫乃はまた想像してしまうのだ。キスを超えた……オトナのコトを龍馬としているところを……。

　考えるだけで、頭の中はいっぱいいっぱいになっていく。マスクで隠された顔から火が出そうになるほどに熱くなっている。

　今まで……キスも、オトナのコトもしたことがない分、想像の強さは人一倍になってしまうもの。それを誤魔化すように声を出す。

「……亜美。終わった。次の作業教えて……」

「あっ、じゃあ次は薄力粉をふるいにかけて固まりをほぐす作業ね！　それが終わったらボールの中で量ったバターとグラニュー糖と塩を少々。次に溶き卵を三回くらいに分けて混ぜていく流れで！」

「わかった……」

　スマホから料理情報を取っている亜美から次の工程を教えてもらう姫乃。

　ここの凄い点を挙げれば、あんなにお喋しやべりをしていた風子が姫乃より先に亜美の分量まで量り終えていたこと。

「ひめの、なんか大丈夫？　耳まですっごく赤くなってるけど……」

「っ、それは二人が変なこと言うから……。姫乃、そんなことしてないのに……」

「いやいや、さすがにそれは無理あるって」

「今、全部が繋がったよ、あたし。姫乃っちが付き合い始めた時期を内緒にしてるのはヤってるところを隠すためなんだってねー？　まあ順調に進んでるならなによりだよ、うん。こんな童顔ちゃんが大人の階段上ってるのは衝撃的だったけど」

「信じてくれないなら、シバに聞いてみればいい」

　ウブな姫乃の最善手。それが龍馬に頼ること。きっと上手に返してくれると信頼しているからこそ取ることのできる手段。

　話はこれで終わりというように、ふるいにかけた薄力粉にバターを加えると、ボールを片手で抱きしめて泡立て器で混ぜていく。

「……」

「……」

　その様子を無言で見つめる二人は目を合わせてアイコンタクトから小声になって会話を始める。

「ね、ふーこ。ひめのが混ぜてるところヤバいくらいに可愛くない？　ボール抱きしめて混ぜてるよ」

「あたしの感覚的にキッチンにボール置いて混ぜた方が早いし楽だと思うけど、姫乃っちの力だとそっちの方が楽なのかも？　ほら、押さえつける力がちゃんと入ってないとボール飛んじゃったりするし」

「なるほどねぇ……。って、この様子をりょうまさんに見せたら絶対喜ぶと思わない？」

「絶対喜ぶって。さっきまであんなに動揺してたのに今はもう怖いくらいに真剣な顔してるし。正直、今は姫乃っちに話しかけられないくらいだもん」

「想おもいを込めて作ってるんだなーってわかるからちょっかいなんて出せないよね」

「そうそう。さすがにここの領域に踏み込んだらバチ当たっちゃうよ」

　相手が嫌がるようなからかいはイジメである。二人はその引き際をちゃんと見つけているからこそ、姫乃から嫌われたりしていない。親友と言えるようなポジションに立っているわけである。

　今なお一生懸命泡立て器でクリーム状の生地になるまで混ぜている姫乃を見ながら会話は続く。

「ひめのにあんな想われてるってりょうまさんは幸せ者だなぁ」

「それは龍馬さんがカレシだからってのもあるでしょ。あんな人気者の姫乃っちを夢中にさせ続けるとかバケモノじゃなきゃ無理だし。ライバルは大学中にゴロゴロ転がってもいるし」

　童顔、低身長、可愛い、オシャレ、基本真顔で有名なロリリンこと柏かしわ木ぎ姫乃。

　目を惹ひく一年生ともなれば、彼氏やお近づきになりたいと思っている男連中は多くいる。眼中にないのは斯し波ば龍馬という存在ゆえ。

「ってか、ヤってる時点で他の追随を許さないよね。そんな行為を一回でもすると安心感が違うっていうし」

「……姫乃っちがシてるってのが驚きだけどね。一体どんなプレイしてるんだか……」

「それはもうりょうまさんが攻めに攻めに攻めて、ひめのはヤられるがままのプレイでしょ」

「それもうイジメじゃん」

「だって、ひめのがりょうまさん相手に攻めてるところなんか想像できないでしょ……？　ふーこはできる？」

「うん。普通にできない」

「……亜美、風子」

「ッ!?」

「ど、どした姫乃っち!?」

　一人集中していた姫乃は二人の会話が聞こえてなかったように声をかけていた。

　その顔は怖いくらいに真剣。そんな中、二人が話していた内容が内容であったため、あたふたとした返事をしている。

「どしたじゃなくて、二人も一緒に混ぜよう？　姫乃だけ先に終わっちゃう」

「そ、そうだね！　確かにそうだ！　じゃあウチもそろそろ混ぜるとしますかぁ。次の手順で言ったらふるいにかけた薄力粉をクリーム状になった生地に全部混ぜる感じね。この時は泡立て器からヘラに変えて切るように混ぜるように！」

「ん、頑張る」

「オーブンから取り出す作業はウチがやるよ。彼氏持ちのお二人にヤケドさせるような真似まねできないし」

「優しいこと言うじゃんアミ。プレートちょっと重いからそうしてもらえると嬉しいよ」

「重いなら姫乃も、お願いする……」

「任せなさいな。と言っても冷蔵庫で寝かせる時間あるからまだまだ先にはなるけどね」

　それから三人はそれぞれの生地を混ぜていく。

[image: ]

　ココアやチョコチップ、抹茶なども用意されているため、味の違う生地が次々に作られるのである。




　その後、冷蔵庫で三〇分寝かせた生地を麺棒で伸ばし、型抜き作業に入っていた。ハートやクローバー、星に花、動物と女子らしいさまざまな型抜きが用意されている。

「風子、これが終われば、オーブンに入れて完成？」

「そうそう。もう少し詳しく言えばクッキーを冷まして袋詰めって作業があるだけだね」

「ってか、ひめのが作った生地綺き麗れいすぎ。ダマが一つもないしツヤツヤしてるし。やっぱり手先が器用なのって凄いなぁ……」

「ヘラの使い方はめちゃくちゃ上手だったからね、姫乃っち。初心者とは思えないくらいの完成度だよ」

「ありがとう……」

　二人からの評価を得た生地に型抜きをしていく姫乃。抹茶の生地にはクローバー。プレーンの生地には星とそれぞれの色にあったものを選び、丁寧にゆっくりと時間をかけて作っていく。

　気づけば作った生地は全て型抜きが終わっていた。

　最後の工程は一八〇度に予熱しておいたオーブンで焼くだけ。

「姫乃っちから先に焼いていいよ。出で来き栄ばえ気になるでしょ？」

「いいの……？」

「あたしは全然問題ないよ。アミもそんな感じでいい？」

「もちのろん。ウチは家族にあげる用だから出来栄えも関係ないし、一番最後で平気。二番目にふーこが焼いていいよ」

「サンクス！」

「二人とも、ありがとう……」

「気にしなさんな。じゃあひめののクッキーからオーブン入れるね」

「ん」

　コクリと頷うなずけば重いプレートを亜美が持ってオーブンにセットする。あとは加熱ボタンを押すだけ。

「ひめのはこのボタン押さなくていい？　最後のシメってやつだけど」

「ううん、押したい」

「じゃあどうぞ」

「はい」

　姫乃は小さな人差し指でボタンを押す。その瞬間にオーブンが稼働する。焼き時間は一二分である。

「姫乃、焼きあがるの見とく」

「アハハッ！　あたしも最初のお菓子作りはそうしてたなー。見てないと不安だよね」

「ん、不安」

　オーブンの中を覗のぞきながら返事している姫乃。そんな様子を微笑ほほえましい顔で見つめる亜美と風子がいる。

「いやぁ、つくづく愛されてるなぁー龍馬さんは」

「ウチはもう嫉妬通り越してひめのを大応援してるよ。こんな姿を見せられちゃうとねぇ……？」

　普段通りの声量で話している二人だが、姫乃はこちらに反応することもなくオーブンの中で焼かれているクッキーに意識を吸い取られている。

「また声も聞こえていない状態に入ったね、姫乃っち。なんか周りに龍馬さんへのハートが飛んでるように見えるよ」

「今はマスク外していいのに、つけっぱなしで見続けてるくらいだしね」

「早めに伝える？　マスク外してもいいんだよーって。やっぱり勝手の悪さがあると思うんだよね。姫乃の顔って人形みたいにちっちゃいからマスクで顔の三分の二が隠れちゃってるし」

「んー、加熱時間は一〇分くらいだからこのままでいいんじゃない？　あの状態で横よこ槍やり入れる勇気、ウチにはないよ」

「実のところあたしも……。伝えるならアミに頼もうとしてた」

「人任せかい！」

　そんなやり取りをしているうちに五分、一〇分と経過していく。キッチンにはクッキーの甘い匂いが充満していく。

「そろそろ取り出す準備しようかな。残り時間一分弱になったし」

「アミ、クッキー落とさないように慎重にね」

「大丈夫だって。ふざけたりできるような場面でもないから」

　オーブン用の手袋を着ける亜美は姫乃の隣に向かう。そこで一緒になって焼きあがるまで待つのだ。

『チン！』

　そんな高い音が鳴り、オーブンの稼働が終わる。クッキーの焼き上がりだ。

「じゃあウチが天板を取り出すから、ひめのはお箸でケーキクーラーの上にクッキーを移してね」

「わかった」

　そして、オーブンの蓋を開けた瞬間に甘い匂いが溢あふれ出すのだ。無意識にくんくんと鼻を動かしてしまうほど。

「絶対美味おいしいと思うよ、このクッキー」

「そうだと、いいな……」

「ちょっと冷めてから味見してみなさいな」

「ん」

　熱々の天板を取り出した亜美はケーキクーラーの前に移動し、姫乃が移しやすいように工夫する。

　ケーキクーラーとは名前の通り、焼きあがったケーキやクッキーを冷ます網台のこと。蒸気をためずに効率良く冷ますことのできる道具である。

「姫乃のクッキー、形が変わってる……」

「加熱すると膨らんだりするから型抜き通りの形にならないんだよね。でもそれくらいなら全然気にならないよ？　ウチのもふーこのもそんな感じになるし」

「そう？」

「焼き上がりを見ればわかるよ。まぁ、ひめの自慢のりょうまさんなら形なんて二の次だって。ひめのが作ってくれたことが嬉しいんだから」

「……ん」

　亜美の言葉で不安は消える。『シバなら……』と納得した姫乃だった。それでも、初めてお菓子作りをした姫乃のクオリティーは相当なもの。言われた通りに全然気にならないレベルである。

「じゃあ次はふーこの番だね」

「ほーい！」

　そこから次は風子が焼く番である。こちらもオーブンにセットして再び一二分間稼働させる。

　その最中のことだった。

「姫乃っち、ちょっと熱いかもだけど出来立てのクッキー味見してみたら？　龍馬さんにあげるのにもなるから確認した方がいいかも」

「そ、そうだね……」

　風子からアドバイスをもらい、姫乃はちょんちょんと指でクッキーの熱さを確認しながら手に持った。

「いただきます……」

　緊張の一瞬。姫乃は熱さを我慢しながらクッキーを口に咥くわえるともぐもぐと食べていく。

「……」

「……」

「……」

　クッキーの感想を催促することなくジッと待つ亜美と風子に姫乃は紫水晶の瞳を輝かせて言うのだ。

「お、おいしい」

「ほっ！　よかったぁああああ！」

「よかったねー、ひめの！　ホントによかった!!」

「ん、あとはシバに渡せるように、頑張る……」

　姫乃はマスクを再び着けると、二人にバレないように口元を緩めるのだ。

　味も確かめられたことで自信もついたのだ。

「シバ、喜んでくれると嬉しいな……」

　マスクの上から両手を重ね合わせた姫乃は、誰にも聞かれないような小声で龍馬を思い浮かべながら今の気持ちを打ち明けていた。

　亜美と風子にバレないようさらなる願いをこっそり込める姫乃だったが、まあるい目元にはその願いがしっかりと現れてもいたのだった。







　あとがき




　この度は本作をご購入いただきありがとうございます……っ。

　みなさまのご声援のおかげで、こうしてどうにか二巻を出すことができました。

　二巻では姫乃とのデートを深く書くことができ、新キャラクターも加わりましたので、一巻とは違った雰囲気を楽しんでいただけたなら幸いです。……と、今回愛羅の出番が薄くなってしまいましたことすみません。

　そして謝辞に移ります。

　イラストのふーみ先生。細やかなところまで丁寧に、そして美麗なイラストで作品に彩りを添えていただきありがとうございます。

　担当の佐々木様。何度もお打ち合わせさせていただき、さらには急なお電話にも真摯に対応していただきありがとうございます。

　さらにはたくさんの関係者の方々、読者のみなさんのおかげで二巻も世に送り出すことができましたこと、ここに感謝いたします。

　それでは次巻のお正月、初詣回をお届けできることを願いまして。
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